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授業科目 水産概論
General Fisheries Science

開講期 １期

単位数 2

キーワード 水産資源、持続的生産、環境保全、国際貢献

担当教員 教員室 質問受付時間

井上喜洋・坂田泰造・四宮明彦・川村軍蔵 金曜日10:00～17:00

授
業
目
標

これから水産学を学ぶ新入生に対して水産学の基本的な事項を分かりやすく解説することによっ
て、水産学部で開講される専門科目を学習するための導入および動機付けとなることを目標とし
ている。

講

義

計

画

第1回 水産学部で何を学ぶのか（水産学とは）
第2回 海（海洋の物理・化学的環境）
第3回 海を測る（海洋調査法）
第4回 海の上を動く（漁船の特徴と基本装備）
第5回 漁業（持続的生産技術と資源利用）
第6回 国際漁業管理（漁業の管理）
第7回 漁業経営（漁業経営体の実態）
第8回 水産物の流通（水産物の消費・流通・貿易）
第9回 主な水産生物（プランクトン、ネクトン、ベントス、海藻）

第10回 水圏生態系と環境保全（食物連鎖と物質循環）
第11回 水産資源と増養殖（水産資源の特徴と増養殖および疾病）
第12回 水産生物の栄養と代謝（魚介類の栄養的特徴とエネルギー代謝）
第13回 水産物の保蔵と食品衛生（水産物の保蔵技術と食品衛生）
第14回 水産物の利用・加工（水産食品の特徴と加工技術）
第15回 期末試験

理解すべき項目

水産学、海洋環境、漁獲技術、水産物の流通、水産資源の特徴、水産物の利用

履修要件

成績評価の方法 出席と期末試験の成績

合格基準 水産学の基礎的概念（海洋環境と水産資源）についの理解と水産学を学ぶ動機付けが
できていること。

関連項目 水産学部で開講される全ての専門科目
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授業科目 魚の見つけ方と獲り方
Finding and Catching Fish

開講期 １期

単位数 2

キーワード 漁具漁法、選択的漁獲、探魚、集魚、副漁具、漁船

担当教員 教員室 質問受付時間

川村 軍蔵 漁業基礎工学講座管理棟１階124号室 授業終了後２時間

授
業
目
標

漁撈は漁況予測から漁獲物水揚げまでの一連のシステム作業である。漁具と漁法は、漁獲対象動
物の行動習性に対応して非常に多様であり、水産資源の合理的利用を目指して魚種・サイズ選択
性が高まるようさらに多様化しつつある。副漁具と漁船の性能は安全で効率的なシステム作業を
可能にし、操業効率を高めている。 本講義は、受講生が漁具漁法の多様性と選択的漁獲を具体的
に理解することを目標とする。なお、目標到達を容易にするために、授業ではシステム作業のビ
デオ教材を用いる。

講

義

計

画

第1回 食料供給と漁業の役割：食料自給率、日本と世界の漁獲量、水産基本計画、持続的漁業
第2回 マグロ・カツオの見つけ方と獲り方（１）：定置網、回遊、生態
第3回 マグロ・カツオの見つけ方と獲り方（２）：目視探魚、魚探、ソナー、旋網、漁海況
第4回 マグロ・カツオの見つけ方と獲り方（３）：一本釣り、撒水、撒き餌、延縄、流
第5回 突漁：カジキ突漁、サワラ突漁、捕鯨
第6回 漁具漁法の様々：投網、篭、定置網、釣り、ムツ掛け 曳網：南極オキアミ、中層トロー

ル、工船
第7回 網漁業１：刺し網と網目選択性、三枚網、サワラ資源管理
第8回 網漁業２：底層トロール、ネットゾンデ、魚群の対網行動
第9回 網漁業３：追込み漁、旋網、敷き網、地曳き網、サンマ棒受網、投網

第10回 その他漁業：カニ篭、イカ篭、タコ壷、ムツ掛け
第11回 漁具研究：選択的漁獲、角目、菱目、グリッド、回流水槽
第12回 魚集魚技術：集魚灯、人工礁
第13回 探魚技術：航空機による探魚、音響機器による探魚、潜水探魚
第14回 魚の獲り方と漁業管理の実績：ヒラメ、ホタテ貝、シシャモ、TAC

第15回 総括

理解すべき項目

上記の内容のキーワードを参照

参考書

「人工魚礁」（佐藤 修編、恒星社厚生閣）、「漁具に対する魚群行動の研究方法」（小池 篤編
、恒星社厚生閣）、「水産資源・漁業の管理技術」（北原 武編、恒星社厚生閣）、「日本漁業・
漁法図説」（金子禎之著、成山堂）

履修要件

成績評価の方法 Minute paper（毎回）とレポート（3回）の採点結果から総合的に評価する

合格基準 漁具漁法の多様性の意味と、水産資源の合理的利用に選択的漁獲が不可欠であること
を理解して説明できること。

関連項目 水産概論、漁業学、漁業物理学、漁業機械学、水圏生態学、水産資源解析学、漁業管
理学、漁業計測工学基礎
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授業科目 水産生物学
Fishery Biology

開講期 １期

単位数 2

キーワード 海洋生物、プランクトン、海藻、ベントス、魚、種多様性、珊瑚礁、生態系

担当教員 教員室 質問受付時間

野呂 忠秀 附属海洋資源環境教育研究センター（海洋センター） 講義終了後講義室にて

授
業
目
標

珊瑚礁や藻場、干潟、深海などの様々な生態系の中で、プランクトンや海藻、エビ・カニ、イカ
・タコ、魚、イルカ・鯨などの多様な生物がどのように生きているかを、分類学と生態学の観点
から紹介する。水産学部生にとっては２年以降に行なわれる専門的な講議となり、他学部の学生
にとっては海洋生物学や海洋環境保全学の入門を目的とする。

講

義

計

画

第1回 海洋生物学とは（海洋生物学とはどんなことをする学問か、海洋生物学者の仕事とは）
第2回 与次郎浜観察会（長水路の生き物に触れてみよう）
第3回 海洋生物の生育環境（海洋の水温、塩分、栄養塩類はどのように変化するか）
第4回 浮遊生物プランクトン（海の牧草たち）
第5回 遊泳生物ネクトン（魚類の生態）
第6回 海藻類（藻類学入門）
第7回 無脊椎動物（エビ、カニ、貝、ウミウシ……多様な海の動物たち）
第8回 海産哺乳類（イルカと鯨とジュゴンの生態）
第9回 藻場と生物（海の砂漠化磯焼け）

第10回 珊瑚礁の生物（熱帯生物の生態）
第11回 砂浜の生物（砂の間で海を綺麗にする生き物）
第12回 深海の生物（暗黒の世界に生きるグロテスクな生き物）
第13回 海洋環境の保全（埋め立てと水質汚濁の現実、赤潮）
第14回 鹿児島水族館いおわーるど見学（入館料が必要）
第15回 試験

理解すべき項目

海洋生物の分類体系の概略、種の多様性とはどういうことか、海洋生態系の概念、海洋環境の保
全と人間活動

参考書

授業中に紹介する。

授業外学習及び注意事項

水産学部共通科目（水産学部生の必修科目）。教科書は敢えて指定しないが授業中に紹介する参
考図書は購入して読むこと。授業中にプリントを毎回配布する。

履修要件

成績評価の方法 出席状況、講義中に行なわれる小テスト、レポート、期末試験の成績による総合評価
で合否を判定する。

合格基準 出席状況(30%)、講義中の小テスト(10%)、レポート(10%)、期末試験(50%)の成績によ
る総合評価とし合計得点が60%以上を合格とする。

関連項目 藻類学、水産動物学、魚類学など
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授業科目 海洋環境学
General Oceanography

開講期 2期

単位数 2

キーワード 水温、塩分、海流、潮汐、沿岸流、勇昇流、黒潮、鹿児島湾

担当教員 教員室 質問受付時間

西 隆一郎 環境情報科学講座 管理棟２階203号室 火曜日 13:00～15:00

授
業
目
標

海洋は地球表面の約7割を占め広大で、しかも陸地との境界には、長い海岸線が連なっている。
海洋環境学は、このような海洋における海流・潮汐・波浪・塩分および栄養塩などの拡散物質に
関する基礎理論の習得、および海洋の諸現象の定量的な計算・予測・推算の基礎を理解すること
を目標としている。本講義では、遠洋・沖合い・沿岸漁業などで遭遇する海洋の諸自然現象の機
構について講義する。

講

義

計

画

第1回 ガイダンス、海洋学の歴史
第2回 海水の特性
第3回 海の流れ－海流の話
第4回 海の潮汐
第5回 日本各地の潮汐特性
第6回 海の波１－深海域での波の発生と伝播
第7回 海の波２－浅海域での波の変形と砕波
第8回 ウミガメの回遊と環境環境
第9回 浅海域での流れ－海浜流

第10回 塩分・水温の分布とその変動
第11回 湧昇流の話
第12回 黒潮とその大蛇行
第13回 鹿児島湾の海洋環境
第14回 海難・水難事故と海象条件
第15回 期末試験

理解すべき項目

分布と流れ、密度成層、水温・塩分・溶存酸素量の分布とその変動機構、海岸近くの流れの特性

履修要件

成績評価の方法 出席、講義時の質疑応答、期末試験（手書きのノートだけ持ち込み可）

合格基準 海流、潮汐、波浪現象を理解し、潮汐や波浪の簡単な計算ができること。

関連項目 水産海洋学、海洋気象力学、環境情報科学基礎実験、海洋環境学実験、海洋地形地質
学
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授業科目 水産経済入門
Primer of Fisheries Economics

開講期 ２期

単位数 2

キーワード 水産業、水産経済、漁業労働、漁家経営、水産物市場、漁協、国際漁業

担当教員 教員室 質問受付時間

佐野 雅昭 海洋社会科学講座３階３２６号室 火曜日 8:50～10:30木曜日 10:30～12:00

授
業
目
標

１．水産業の基本的な産業的特徴とその発展の経緯を理解するこ と 
２．水産物の商品特性とその消費流通構造をおおまかに理解する こと 
３．水産業の果たしてきた役割を認識すると同時に、その将来展 望に対する意識を持つこと

講

義

計

画

第1回 オリエンテーション～水産業の将来展望
第2回 世界の水産業と水産物貿易～世界の魚と日本の市場
第3回 国際漁業管理～クジラやマグロの漁業と野生生物保護
第4回 水産物の流通と販売～魚市場の仕組みと鮮魚流通
第5回 水産物の消費における現代的特徴～食生活の大きな変化
第6回 水産行政の仕組みと役割～水産庁や水産試験場の機能
第7回 漁業権とは～海の利用とそのルール
第8回 漁業の公共性～漁業の持つ多面的機能
第9回 漁業の担い手問題～高齢化する漁村

第10回 漁協の機能と役割～漁村の中核組織
第11回 資源の管理～守り、育てる漁業を目指して
第12回 漁家の経営～グローバル化に晒される一次産業の経営
第13回 発展する養殖業～養殖業の有する意義と課題
第14回 水産業と自分たちとの連関を考える
第15回 期末試験

理解すべき項目

１．水産業の基本的な産業的特徴を理解すること
２．水産物の商品特性とその消費流通構造をおおまかに理解すること
３．水産業に関わる諸制度の概要を理解すること
４．水産業の果たしてきた役割を認識すると同時に、その将来展望に対する意識を持つこと

参考書

新聞を毎日読み、社会や政治・経済の情勢を理解しておくこと

授業外学習及び注意事項

受講者が多数となることが予想されるため座学が中心の講義となるが、可能な限り漁業現場のビ
デオ等を見るなどして現実感が持てる内容にしたい。 
また毎回簡単なレポートを課すので、講義時間以外の関連学習にも積極的に取り組んで欲しい。

履修要件

成績評価の方法 出席率６割以上の者に期末試験を課す。

合格基準 期末試験において６０％以上の正答率を達成した者を合格とし、上位者から順に１：
２：４：３の割合で、秀・優・良・可の評定を与える

関連項目 特になし
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授業科目 海洋生物の化学
Biochemistry of Marine Organism

開講期 ２期

単位数 2

キーワード 化学成分、栄養、EPA,DHA, 海洋微生物

担当教員 教員室 質問受付時間

田中淑人、坂田泰造、越塩俊介 資源利用科学講座化学棟2階及び3階

授
業
目
標

海洋生物をいくつかの化学的面から捉えて各教官の研究課題を中心に紹介するので、それらの各
項目の内容が理解でき、興味が沸いてくることを期待している。

講

義

計

画

第1回 海洋生物と一般成分（担当 田中 淑人）
第2回 海洋生物と代謝
第3回 海洋生物の特殊成分
第4回 海洋生物と色素
第5回 エイコサペンタエン酸（EPA）とドコサヘキサエン酸（DHA）の化学
第6回 EPAとDHAの生理作用
第7回 魚類の養殖と餌料・栄養（担当 越塩 俊介）
第8回 エビ類の養殖と餌料・栄養
第9回 単元IおよびIIのテスト

第10回 海洋における物質循環と微生物（担当 坂田 泰造）
第11回 海洋微生物のエネルギー代謝
第12回 海洋生物と微生物の相互作用I: 魚類と微生物
第13回 海洋生物と微生物の相互作用II: 藻類と微生物
第14回 遺伝資源としての海洋微生物
第15回 単元IIIのテスト

理解すべき項目

単元I:１‐６ 田中淑人 II:７‐９ 越塩俊介、III：１１‐１４ 坂田泰造）ごとに内容が異なっているの
で、各内容が水産科学の中でどのような位置にあり、またこれらの課題に取り組むにはどのよう
な分野の講義を修める必要があるかを理解する。

履修要件

成績評価の方法 単元I,IIのテストと単元IIIの合計（出席も加味する）

合格基準 各単元の入門的な知識と研究課題の概要が理解できるレベル

関連項目 栄養化学、基礎生物化学、微生物学
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授業科目 水産食品の科学
Sciences of Sea food

開講期 ２期

単位数 2

キーワード 水産、食品、魚、魚介類、食品の安全性、健康

担当教員 教員室 質問受付時間

板倉 隆夫、御木 英昌、林 征一 講義棟１階 食糧棟２階 化学棟２階 週日10:30～12:00 随時

授
業
目
標

水産物（魚介類）の食品としての特徴や価値について学び、水産学を学ぶための動機付けを行う
。さらに、日常生活においても必要となる水産食品に関連した基礎知識を身につける。

講

義

計

画

第1回 水産食品の特徴
第2回 魚介類の毒
第3回 水産食品による食中毒
第4回 遺伝子組換と水産食品
第5回 第1回から4回までのまとめおよび小テスト
第6回 魚の鮮度
第7回 水産物の冷凍
第8回 水産物の利用加工
第9回 水産食品の品質

第10回 第6回から9回までのまとめおよび小テスト
第11回 日本型食品と健康 乾製品
第12回 水産物の乾製品、塩蔵品
第13回 水産物の燻製品、発酵食品、練り製品
第14回 海草類の利用、魚介類のエキス成分の特徴、旨味
第15回 第１１回から１４回までの小テスト

理解すべき項目

１．毒の作用機序
２．水産食品の品質とは何か
３．人体の健康への水産食品の寄与と各種水産物

履修要件

成績評価の方法 出席と小テストによる総合評価

合格基準 水産食品の特徴、価値、品質、安全性、について基礎的事項を理解していること。

関連項目 特に指定しないが、食品の安全と人の健康に関する科目
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授業科目 乗船実習基礎
On Board Maritime Training

開講期 １期

単位数 1

キーワード 航海実習、海洋観測、プランクトン採集、採泥

担当教員 教員室 質問受付時間

山中 有一
（代表）
助言指導教員

管理棟3階305号
センター教員研究室 実習実施期間中随時

授
業
目
標

水産学部施設の最大の特徴である附属練習船「かごしま丸(1297ｔ)」と「南星丸(175ｔ)」を利用
し、船の操船実習、海洋観測実習、プランクトン採集や採泥実習などを通して海を体験する。同
時に学部教官の講演や練習船のスタッフとの触れ合いのなかで本学部に対する理解を深めること
も目的とする。また海上での安全確保するための基本技術として救命訓練を行い、安全意識を身
に付ける。

実

習

計

画

1） 乗船前指導および救命訓練
オリエンテーション，日本赤十字社指導員による救命訓練

2） 乗船 第1日目
乗船、船内見学、教官懇話会

3） 第２日目
谷山港出航（鹿児島湾内航海）、操舵・航海計器操作、位置決定、海図の見方、海洋
観測（CTDによる海水温度・塩分測定、栄養塩分析、採泥、プランクトン採取観察、
教官講演会

4） 第３日目
レポートまとめ、構内操船、接岸作業見学、谷山港入港

＜注＞

広い意味で全ての水産学部専門科目のプロローグとなる実習である。

実習の進め方

実習の手引き（実習テキストをかねる）は事前指導時に配布する。班編成によるローテーション
で航海実習、各種観測実習を行う。指導は乗船教官と陸上教官が分担して行う。また夕食後は陸
上教官の企画による講演やミーティングを行う。

履修要件

成績評価の方法 出席および提出レポート

合格基準 各実習項目の内容と目的を理解し、体験すること。実習への参加とレポート提出を合
格条件とする。

関連項目 乗船実習科目全般
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授業科目 海洋測位学基礎
Introduction to Marine Geodesy

開講期 3期

単位数 2

キーワード 地球の形状、緯度経度、航程線航法、大圏航法

担当教員 教員室 質問受付時間

山中 有一 管理棟（305）センター教員研究室 授業終了後

授
業
目
標

「地球を測る」「位置を定める」ということを通じ、環境問題･資源問題などに対して地球規模
の物理スケールで考察できる視点を養うことに重点を置く。地球の諸元、形状、座標等の説明、
位置の決定と移動の原理について解説する。これらは海洋調査等の基本知識であり、フィールド
調査を伴う卒業研究などの基礎を身に付けることを目的としている。

講

義

計

画

第1回 地球の大きさと測位の意義
第2回 地球の形状と測地系
第3回 緯度・経度・方位・距離
第4回 平面航法
第5回 距等圏航法
第6回 平均中分緯度航法(1)

第7回 平均中分緯度航法(2)

第8回 漸長緯度航法(1)

第9回 漸長緯度航法(2)

第10回 大圏航法と球面三角形(1)

第11回 大圏航法と球面三角形(2)

第12回 沿岸測位と水路図誌
第13回 人工衛星測位の概要
第14回 まとめ
第15回 筆記試験

理解すべき項目

1. 地球の形状，方位，緯度経度等測位情報の基礎を理解する。
2. 航程線航法の計算法を理解する。
3. 大圏航法の計算法を理解する。
4. 電子航法と衛星測位の原理を理解する。

参考書

授業の中で紹介する

授業外学習及び注意事項

東京水産大学専攻科へ進学し、船舶職員養成課程の適用を受けるための必須科目

履修要件

成績評価の方法 毎回行う小問題と筆記試験

合格基準 小問題と筆記試験でそれぞれ60％以上の点数であること。

関連項目 海洋測位学、海洋測位学演習、海洋測位学実験
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授業科目 水産海洋学
Fisheries Oceanogaphy

開講期 ３期

単位数 2

キーワード 海洋環境，漁場形成，資源変動，潮境，湧昇，回遊，適水温，生残率

担当教員 教員室 質問受付時間

西 隆一郎 環境情報科学講座 管理研究棟２階２０３号室 火曜日12:00～17:00

授
業
目
標

海洋における水温・塩分・流れの分布は絶えず変動を繰り返している．このような海洋中で群れ
を成して行動している魚類は、この海洋環境要素の分布とその変動に強く感応して、漁場を形成
している。また，卵稚仔の生残率や餌生物であるプランクトン量は水温・塩分などの長期変動に
大きく依存するため，魚類の資源量も海洋環境の変動に伴って大きく変動していると考えられて
いる．このような有用水産生物の分布およびその魚場環境の体系的な理解，及び水産資源，海象
条件に関するデータの統計解析を通して漁況の予測を目指す学問としての水産海洋学について紹
介する．

講

義

計

画

第1回 水産海洋学の目的
第2回 水産海洋学の課題
第3回 世界の海況と漁場形成
第4回 日本近海の海況と漁場形成
第5回 成層海の風と沿岸湧昇
第6回 湧昇域での漁場形成
第7回 沿岸漁場の環境保全
第8回 川が作る海－山・河・沿岸域（海）での物質循環
第9回 沿岸魚場の底質特性

第10回 海洋の長期変動と水産資源変動
第11回 水産生物資源の推定方法
第12回 水産生物資源データおよび海象データの解析演習
第13回 人工衛星による魚場のモニタリング
第14回 鹿児島の漁港の状況
第15回 期末試験

理解すべき項目

漁場の定義，漁場の形成要因，魚場の分布，湧昇域の漁場形成機構，生態系モデル，魚場のモニ
タリング，水産生物資源の長期変動，海象の長期変動，統計データ解析演習など

参考書

（1）海流と生物資源 杉本隆成編著 成山堂書店
（2）Fisheries Oceanography Edited by paul J. Harrison and Timothy R. Parsons Blackwell Science
（3）水産資源論 田中昌一編 東京大学出版会
（4）海洋生物資源環境 平野敏行編 東京大学出版会

授業外学習及び注意事項

2/3以上の出席を必ず行なうこと

履修要件

成績評価の方法 筆記試験( 手書きのノ－ト1冊)，講義時の質疑応答、出欠で総合評価

合格基準 漁場形成要因と，資源予測のためのモニタリング手法と簡単なデータ解析を理解して
いること．

関連項目 海洋環境学，海洋環境学実験，気象海洋力学，海洋地形地質学
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授業科目 水産基礎力学
Fundamental Mechanics for Fisheries Engineering

開講期 ３期

単位数 2

キーワード ベクトル解析、 力の釣り合い、 力のモーメント、 重心、浮力、質点の運動

担当教員 教員室 質問受付時間

永松 哲郎 環境情報科学講座 研究･管理棟2階222号室 水曜日10:00～17:00

授
業
目
標

水産業は海洋、湖沼、河川などの水域を活動領域としている。このため、船（漁船、遊漁船、運
搬船、調査船など）や養殖・漁場創生のため海洋構造物（養殖筏、漁礁、海洋牧場、人工湧昇流
装置、水質浄化装置など）に関する安全性、性能、経済性についての知識や技術が必要である。
本講義では、このような水産分野で必要とされる構造物や装置の設計、運用、評価に要する基礎
科学のなかで基礎的な力学について教授する。本講義では、単位について完全な理解をすること
、モーメントの概念を理解すること、重量・重心及び浮力の計算法をマスターすることを授業目
標とする。

講

義

計

画

第1回 海洋浮体（種類、構造と名称）および次元と単位系
第2回 簡単なベクトル解析（ベクトルの内積、外積）
第3回 質点の角運動量と回転運動の法則
第4回 質点系の重心と重心移動
第5回 運動量と角運動量
第6回 演習（１）
第7回 剛体の力学（１）
第8回 剛体の力学（２）
第9回 見かけの力

第10回 弾性体の力学
第11回 演習（２）
第12回 静水圧と浮力
第13回 浮体の釣り合い
第14回 完全流体の力学
第15回 期末試験

理解すべき項目

基礎的なベクトル解析（単位ベクトル、ベクトルの加法、内積、外積）、力とモーメントの概念
、比重、密度、重量・重心、浮力・浮心、運動方程式

授業外学習及び注意事項

原康夫著：第３版 物理学基礎 学術図書出版社 をテキストとして使用する。
本講義では、関数電卓を用いた計算に習熟することも必須の要件である。

履修要件

成績評価の方法 出席、小テスト、演習問題、期末試験の総合評価

合格基準 ベクトル、力、モーメント、運動の概念を理解すること。関数電卓を使って計算がで
きること。単位を間違わないこと。

関連項目 水産物理数学I、II、 海洋浮体工学I、II、 海洋流体力学
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授業科目 水産物理数学 I
Physical Mathematics for Fisheries I

開講期 ３期

単位数 2

キーワード 三角関数、複素数、ベクトル、行列式、微分・積分法、実用的な活用方法、物理的な
意味

担当教員 教員室 質問受付時間

重廣 律男 環境情報科学講座 管理棟２階 ２２０号室 水曜日15:30～17:00

授
業
目
標

本講義は、水産の技術分野での数学の実用的な活用方法に焦点を絞って構成されている。さらに
、数学を用いて身近な水産分野の問題を解く際に物理的な意味と関連づけて考えることにも力点
が置かれている。本授業での目標は、次の３点である。
(1) 三角関数、指数関数と対数関関数の実用的な活用方法の修得。
(2) 行列式の計算方法の修得。
(3) 微分・積分法の物理的な意味を理解し、かつ、実用的な活用方法の修得。

講

義

計

画

第1回 三角関数と複素数
第2回 指数関数と対数関数
第3回 水産物理に関する三角関数、指数関数と対数関数の演習
第4回 ベクトルと行列
第5回 行列式と連立方程式とその応用（クラーメルの公式）
第6回 ベクトルと行列の演習
第7回 微分・積分法とその物理的な意味
第8回 合成関数の微分法
第9回 微分法の演習

第10回 水産物理に関する微分法の演習
第11回 積分法
第12回 部分積分法
第13回 積分法の演習
第14回 水産物理に関する積分法の応用
第15回 期末試験

理解すべき項目

三角関数のグラフ、振幅、位相、オイラーの公式、ベクトルの内積と外積、行列式の値の計算法
、合成関数の微分、対数微分法、部分積分法、

参考書

新しい微分積分学、池辺信範 他、培風館 ¥1,600

履修要件

成績評価の方法 期末試験

合格基準 行列式の値の計算ができ、微分法、積分法の実用的な活用ができること。

関連項目 微分・積分学、統計学、水産基礎力学、漁業物理学、水産物理数学II、水産流体力学
海洋浮体工学IおよびII
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授業科目 漁業学
Fishing Gear Technology

開講期 ３期

単位数 2

キーワード 漁具，漁具資材，漁獲機構，持続的利用

担当教員 教員室 質問受付時間

不破 茂 漁業基礎工学講座 管理棟 1階 102号室 月曜日13：00－17：00

授
業
目
標

水棲生物の採捕に使用される様々な漁具，及びそれらに使用される漁具資材を取り上げて，その
構造・資材の特性，漁具の漁獲機構について説明し，水産技術者が修得すべき基礎事項を理解さ
せる。

講

義

計

画

第1回 漁業学の位置付け
第2回 水産資源の持続的利用
第3回 漁具の分類
第4回 漁具資材
第5回 釣漁具
第6回 釣漁具の漁獲機構
第7回 刺網
第8回 まき網
第9回 底びき網

第10回 定置網
第11回 網漁具の漁獲機構
第12回 かご・雑漁具
第13回 かご・雑漁具の漁獲機構
第14回 選択的漁獲技術及び、近年の研究成果と応用事例
第15回 期末試験

理解すべき項目

漁具の構造，漁具資材の特性，漁獲機構

参考書

「漁業学」能勢幸雄著,東大出版会、「最新漁業技術一般」野村正恒著,成山堂、水産学シリーズ,
恒星社厚生閣

履修要件

成績評価の方法 毎回の小テスト（20％），課題レポート（30％），期末試験（50％）

合格基準 漁具の構造，漁具資材の特性及び，漁具の漁獲機構を理解して，具体的に説明できる
こと。

関連項目 漁業機械学，漁業物理学，漁業資源環境管理学，漁業学演習，漁業基礎工学実験I，
漁業学実習，漁具試験実習



AGRI-FISH-WEBシステム

file:///C/Users/ia18057user/Desktop/01学部関係作業フォルダ/教務関係/シラバス関連/シラバス/水産学部/H18/H18.html[2023/03/26 13:03:21]

 

授業科目 水産動物行動学
Fish Ethology

開講期 ３期

単位数 2

キーワード 視覚、嗅覚、味覚、聴・側線系感覚、磁気感覚、回遊、電気生理、漁法

担当教員 教員室 質問受付時間

川村 軍蔵 漁業基礎工学講座管理棟１階124号室 月曜日13:30～16:00

授
業
目
標

漁獲過程における水産動物の行動を理解するためには、対象動物が外的刺激をどのように受け、
どのように反応するか、すなわち刺激-受容-反応系を知らねばならない。 本講議では、受講生が
水生動物の感覚器の構造と機能、感覚と行動との関わり、さらにこれらと漁獲過程との関係につ
いて理解することを目標とする。

講

義

計

画

第1回 動物の行動と鍵刺激：本能と学習、定型的行動、鍵刺激
第2回 魚類の行動と感覚の概説：群れ行動、遊泳速力、サバヒー仔魚の回遊
第3回 魚の見る能力１：眼の構造、視野と魚眼レンズ、視力、受容野、明暗順応、水中視程
第4回 魚の見る能力２：偏光受容、紫外線感度、眼球運動、コントラスト閾値
第5回 魚が好む色：光の吸収と散乱、色の識別、S電位、水平細胞、分光感度
第6回 魚が好む音と嫌う音１：内耳、オーディオグラム、音の伝播、音圧、周波数弁別、誘引

音と忌避音
第7回 魚が好む音と嫌う音２：側線系、遊離感丘、クプラ、仔魚、成群行動、摂餌
第8回 魚が好む味と匂い１：味蕾、顔面葉、迷走葉、鬚、イカ墨、触椀
第9回 魚が好む味と匂い２：嗅上皮、嗅房、嗅球、サケの回遊、刷込み、警戒物質

第10回 魚の磁気感覚：地球磁場、マグネタイト、方位知覚と回遊
第11回 魚を集める技術１：集魚灯、走光性、人工魚礁、浮魚礁
第12回 魚を集める技術２：囮漁法、カニ篭、イカ篭、カツオ一本釣り、撒水
第13回 釣られ易い魚と釣られにくい魚：マーティン仮説、性質の遺伝、痛覚
第14回 海洋牧場における魚群行動制御：馴致、条件刺激の学習、魚群誘導技術
第15回 総括

理解すべき項目

上記のキーワードを参照

参考書

「魚との知恵比べ-魚の感覚と行動の科学-（成山堂書店） 
「魚類の聴覚生理-魚の音感覚能力を知る（恒星社厚生閣） 
「現代動物学の課題８ 行動」日本動物学会編 学会出版センター

履修要件

成績評価の方法 Minute paper（毎回）、３回のレポートの成績、出席回数を総合的に評価する。

合格基準 水産動物の感覚器の構造と機能を理解し、各感覚について刺激-受容-反応系の意味を
説明できること

関連項目 魚の見つけ方と獲り方、生物センサー工学
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授業科目 水産流体力学
Marine Hydrodynamics

開講期 ４期

単位数 2

キーワード 応力，連続方程式，運動方程式，速度ポテンシャル，流れ関数，重力波，粘性

担当教員 教員室 質問受付時間

菊川 浩行 環境情報科学講座管理棟２階２２７号室 水曜日10:00～12:00

授
業
目
標

水産学部では流体を扱う機会が多い。この講義では流体を扱う場合の基礎となる考え方，基礎方
程式の導き方と簡単な解き方，無限小振幅の重力波，粘性や抵抗法則について学ぶ。また，流体
力学ではベクトル解析をよく用いるので，必要に応じてベクトル解析の演習を行う。
この講義の目的は,連続の式や運動方程式の意味を理解することとベクトル演算や座標変換ができ
るようになることである

講

義

計

画

第1回 流体力学への導入（静止流体中の圧力，理想流体の運動）
第2回 流体力学への導入（揚力，粘性，抵抗）
第3回 流体の基礎方程式（連続体，オイラー法とラグランジュ法，流線）
第4回 流体の基礎方程式（連続方程式，オイラーの運動方程式，ベルヌーイの定理；ナブラ演

算子，勾配（Grad）,発散（Div））
第5回 回転と渦，運動方程式の積分，圧力方程式（度ポテンシャル；回転（Rot））
第6回 海の波（重力波の基礎方程式，境界条件）
第7回 海の波（無限小振幅の重力波，分散関係）
第8回 海の波（位相速度，流体の運動，群速度）
第9回 理想流体のポテンシャル流れ（コーシー・リーマンの関係式，流れ関数，複素速度ポテ

ンシャル，極座標への変換）
第10回 理想流体のポテンシャル流れ（わき出し，吸い込み，渦糸，二重わき出し）
第11回 理想流体のポテンシャル流れ（一様流中の回転円柱，クッタ・ジュウコフスキーの定理

，ダランベールのパラドックス）
第12回 粘性流体の流れ（粘性，応力テンソル）
第13回 粘性流体の流れ（ナビエ・ストークスの方程式，レイノルズ数）
第14回 粘性流体の流れ（ポアズイユの流れ，クエッテの流れ，ニュートンとストークスの抵抗

法則）
第15回 期末試験

理解すべき項目

ラグランジュ法とオイラー法，連続方程式と運動方程式の意味，流線，速度ポテンシャル，重力
波，分散関係，位相速度，群速度，流れ関数，極座標への変換，渦度，複素速度ポテンシャル，
ダランベールのパラドックス，粘性，ポアズイユの流れ，レイノルズ数，抵抗法則

参考書

物理学基礎 原康夫著 学術図書出版社 （第11章 流体の力学）
流体力学 西川進栄・平岡克巳著 培風館基礎解析学コース 
ベクトル解析 矢野健太郎・石原繁著 裳華房

授業外学習及び注意事項

毎週ホームワークを与えるので,次の週に提出すること

履修要件

成績評価の方法 ホームワーク，期末試験

合格基準 連続の式や運動方程式の意味を理解していること
ベクトル演算や座標変換ができること

関連項目 水産物理数学Ｉ，水産基礎力学，水産海洋学，海洋気象力学
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授業科目 漁業計測工学基礎
Fundamental Engineering of Fisheries Instrumentati

開講期 ４期

単位数 2

キーワード 音波 電子工学 計測センサー 漁業・海洋計測機器

担当教員 教員室 質問受付時間

西 隆昭 漁業基礎工学講座 管理研究棟3階312号室 火曜日10:30～12:00

授
業
目
標

漁業に用いられる様々な計測機器の，主に水中の計測装置・センサーの動作原理を理解する

講

義

計

画

第1回 受講ガイダンス
第2回 音響工学の基礎
第3回 超音波の水中伝搬
第4回 超音波の水中伝搬
第5回 電子工学の関連事項
第6回 電子工学の関連事項
第7回 魚群探知機の動作原理
第8回 塩分計測
第9回 水温，深度計測

第10回 流向，流速計測
第11回 地磁気，重力計測
第12回 地磁気，重力計測
第13回 海底調査
第14回 海底調査
第15回 期末試験

理解すべき項目

各種計測機器の動作原理

履修要件

成績評価の方法 レポート，期末試験

合格基準 各種計測機器の動作原理について説明できること。

関連項目 電子工学
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授業科目 漁業物理学
Fishery Physics

開講期 ４期

単位数 2

キーワード 水中に存在する物体、流体力、漁具設計、漁具工学

担当教員 教員室 質問受付時間

石崎 宗周 漁業基礎工学講座管理研究棟2階207号室 金曜日15:00～17:00

授
業
目
標

● 漁具工学、漁具設計に関する文献や資料を理解するのに必要な基礎的知見を習得する。
● 関連分野の実験で得られた資料を解析・分析するための基礎的手法を習得する。

講

義

計

画

第1回 ガイダンス・漁具を物理学的に考えるとは？
第2回 水中に存在する物体に作用する静的な力
第3回 水中に存在する物体に作用する静的な力
第4回 流体運動の基礎
第5回 流体力の発生
第6回 抗力と揚力
第7回 流体力の推定
第8回 流体力の漁具への応用
第9回 網地面積の算出

第10回 水理実験計画法・水理模型実験
第11回 相似則
第12回 固定力
第13回 総括と簡単な演習
第14回 試験
第15回 答案の返却と解説

理解すべき項目

●漁具工学、漁具設計に関する文献や資料を理解するのに必要な基礎的事項
●実験で得られた資料を解析・分析するための基礎的手法

履修要件

成績評価の方法 期末試験、課題提出の評価を数値化し、評価点の合計で行う。合格者の中から合計点
の高い順に、概ね３：４：３の割合で優・良・可とする。

合格基準

〇漁具が機能する条件を物理的に説明できる。
〇水中に存在する物体に作用する力について説明できる。
〇水中に存在する物体に作用する力の算出法がわかる。
〇水理実験法の概要が説明できる。
〇固定力の推定ができる。

関連項目 漁業学、漁業物理学演習、漁業基礎工学実験
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授業科目 国際漁業管理工学
International Management of Technology

開講期 ４期

単位数 2

キーワード 責任ある漁業のための行動規範、持続的漁業、選択的漁業

担当教員 教員室 質問受付時間

松岡 達郎、井
上 喜洋

漁業基礎工学講座 管理研究棟1階123号室 海洋環境教育研
究センター 管理研究棟３階 水曜日08:30～17:00

授
業
目
標

国際漁業管理における最近の動向と、途上国における水産開発の現状と技術移転へのニーズを、
漁業技術の開発管理の視点から講義する。漁場環境保全と漁業の持続的開発に向けた、漁業技術
の国際管理に関する最新の知識の習得と国際的な視野の涵養を目指す。 

将来、海外青年協力隊、国際協力専門家、水産国際公務員などを目指す学生には是非履修を薦め
たい

講

義

計

画

第1回 Introduction：世界の水産と漁業学の課題、国際漁業管理工学の流れ、関連漁具漁法の説
明

第2回 海洋漁業管理の変遷と国連海洋法制度下の漁業
第3回 大規模単一種漁業の管理 (1)沿岸域中心の前期北洋漁業
第4回 大規模単一種漁業の管理 (2)公海域中心の後期北洋漁業
第5回 大規模単一種漁業の管理 (3)公海における流し網漁業
第6回 大規模単一種漁業の管理 (4)北太平洋を中心とした国際漁業管理、漁業の制限
第7回 大規模単一種漁業の管理 (5)資源管理における混獲と選択漁獲技術
第8回 熱帯多魚種漁業の開発 (1)南太平洋島嶼国における熱帯多魚種漁業
第9回 熱帯多魚種漁業の開発 (2)熱帯途上国における沿岸漁業開発

第10回 熱帯多魚種漁業の開発 (3)エビトロール漁業に見られる混獲魚投棄
第11回 熱帯多魚種漁業の開発 (4)漁業技術移転と研究協力の将来
第12回 熱帯多魚種漁業の開発 (5)途上国漁業開発事業への国際協力
第13回 熱帯多魚種漁業の開発 (6)国際協力事業の計画・評価のための手法
第14回 責任ある漁業の方向性：責任ある漁業のための行動規範、京都宣言
第15回 試験

参考書

必用な資料は講義毎に配布する。

授業外学習及び注意事項

（担当講師が未定であるため、上記項目は若干変更の可能性がある）

履修要件

成績評価の方法
毎講義時に行う小テスト・レビューによる継続評価を40%、最終試験成績を60%とし
て総合評価し、合格基準達成者をほぼ優20%、良30%、可40%、不可10%になるよう
相対評価する。

合格基準 漁業管理の国際的動向について、通常の水産業務に必要な知識を習得できていること
。

関連項目 漁業管理学と併せて履修することが望ましい。
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授業科目 海洋測位学 I
Marine Navigation Ⅰ

開講期 ４期

単位数 2

キーワード 位置の線、船位決定法、天球、時

担当教員 教員室 質問受付時間

松野 保久 環境情報科学講座 管理棟3階 301号室 水曜日10:30～12:00

授
業
目
標

本講義は、船舶に装備されている測位のためのシステム全般を紹介し、さらに天文学の基礎を解
説することにより天文航法を行うための基礎知識を修得するよう構成されている。本授業での目
標は、次の３点である。
(1)位置の線の概念の理解。
(2)天球図法の理解。
(3)時の概念の理解。

講

義

計

画

第1回 海洋測位の4000年
第2回 位置の線の概念とその種類
第3回 沿岸航行中の船位決定方法の基礎と測位機器
第4回 電波・衛星航法の基礎と測位機器
第5回 天体観測による船位決定方法の基礎
第6回 天球の概念および星座と星の見つけ方
第7回 歳差と章動
第8回 天球座標
第9回 天球図法

（1）水平面図
（2）子午線面図
（3）赤道面図

第10回 各種天球図法の作成演習
第11回 時の概念と世界時・日本標準時
第12回 視太陽時・平均太陽時・恒星時
第13回 天体高度の改正要素
第14回 天体高度の改正の実際
第15回 期末試験

理解すべき項目

海洋における船位決定法の基礎、天球の概念と天球図法、時の概念、天体の高度

参考書

天文航法、長谷川健二著、海文堂、4800円
天文学への招待、村山定男他著、河出書房新社、580円
星座への招待、村山定男他著、河出書房新社、680円

履修要件

成績評価の方法 出席状況・レポートおよび期末試験の成績との総合評価

合格基準 海洋における船位決定法の基礎、天球の概念と天球図法、時の概念、天体の高度改正
を理解していること

関連項目 海洋測位学基礎、海洋測位学II、海洋測位学実験
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授業科目 海洋浮体工学I
Marine Engineering for Fisheries I

開講期 ４期

単位数 2

キーワード シーマンシップ，船体構造，操船，船体設備，操縦性能

担当教員 教員室 質問受付時間

藤枝 繁 環境情報科学講座管理棟3階304号室 木曜日15:00～17:00

授
業
目
標

海洋環境および漁業を学ぶ上では，船舶を用いた海上での作業および船舶の操船が不可欠である
。本授業では，海洋浮体の中でも船舶工学および船舶運用に関する基礎知識（船舶の構造，設備
，安全，操船）について学ぶ。※船舶職員養成施設の指定科目

講

義

計

画

第1回 船体の基本用語
第2回 船体構造／船体構造と名称，各部の構造，船体各部の名称
第3回 船体・設備及び属具／甲板設備
第4回 船の静力学（1）／船の釣り合いと復原力
第5回 船の静力学（2）／横傾斜（復原力に影響を及ぼす諸要素）
第6回 船の静力学（3）／横傾斜（荷を積むことによる横傾斜）
第7回 船の静力学（4）／縦傾斜（船内重量物移動による縦傾斜）
第8回 船の静力学（5）／縦傾斜（重量物積み込みによる縦傾斜）
第9回 中間試験

第10回 操船（1）／舵と旋回
第11回 操船（2）／プロペラと操船
第12回 操船（3）／洋上操船（荒天，非常時の操船と外力の影響）
第13回 操船（4）／投錨法および錨泊法
第14回 操船（5）／港内操船（離接岸，浅水影響，側壁影響）
第15回 期末試験

理解すべき項目

●船体の構造と設備
●船の静力学
●操船

参考書

操船通論（成山堂）

履修要件

成績評価の方法 中間試験，期末試験およびレポート

合格基準 船舶の構造と設備，安全，操船に関する項目について理解していること

関連項目 海洋浮体工学II，水産環境乗船実習，遠洋調査実習
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授業科目 水産物理数学 II
Physical Mathematics for Fisheries II

開講期 ４期

単位数 2

キーワード 数学モデル、線形微分方程式、ラプラス変換、実用的な活用、物理的な意味

担当教員 教員室 質問受付時間

重廣 律男 環境情報科学講座 管理棟２階 ２２０号室 水曜日15:30～17:00

授
業
目
標

本講義は、水産の技術分野での数学の実用的な活用方法に焦点を絞って構成されている。さらに
、数学を用いて身近な水産分野の問題を解く際に物理的な意味と関連づけて考えることにも力点
が置かれている。本授業での目標は、次の2点である。
(1)数学モデルとその物理的な意味の理解。
(2)線形微分方程式の解法を修得する。

講

義

計

画

第1回 偏微分法
第2回 合成関数の偏微分法
第3回 偏微分法の演習
第4回 偏微分法の応用（最小自乗法）
第5回 数値積分法
第6回 重積分法
第7回 重積分法の応用（体積、面積中心、慣性モーメント）
第8回 数値積分法および重責分法の演習
第9回 数学モデルの作り方（鮎の飼育モデル、ウサギと狐の共存モデル）

第10回 変数分離形、一階の線形微分方程式
第11回 変数分離形、一階の線形微分方程式の演習
第12回 定係数二階の線形微分方程式
第13回 定係数二階の線形微分方程式の演習
第14回 水産工学に関する数学モデルとその解法
第15回 期末試験

理解すべき項目

合成関数の偏微分、数学モデルの物理的な意味、変数分離系、一階の線形微分方程式、定係数二
階の線形部分方程式

参考書

微分方程式要論、田代嘉宏、森北出版 ¥1,400
微分方程式で数学モデルを作ろう、D バージェス、垣田高夫訳、日本評論社、¥3,500

履修要件

成績評価の方法 期末試験

合格基準 水産の技術分野での問題を数学モデル化でき、さらに、得られた解の物理的な意味が
理解できること

関連項目 水産物理数学I、海洋浮体工学IおよびII、水産流体力学、水産基礎力学、海洋気象力
学
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授業科目 漁業機械学
Fishing Mechanics

開講期 ４期

単位数 2

キーワード 水産生物生産，漁業機械，機械要素，機械材料, 漁船，復元性能

担当教員 教員室 質問受付時間

不破 茂
重廣 律男

漁業基礎工学講座 管理棟1階102号室 環境情報科学講座 
管理棟2階220号室 月曜日13：00－17：00

授
業
目
標

水産の様々な場所で使用される漁業機械類について，操作する側に必要な基礎的な事項を理解さ
せる。 授業は前半を不破が後半を重廣が担当する。

講

義

計

画

第1回 機械と機構
第2回 機械に働く力と仕事
第3回 機械工学の基礎
第4回 材料力学基礎－応力と歪み
第5回 材料力学基礎－梁の曲げ
第6回 油圧の原理と油圧機器
第7回 各種の漁業機械と水産生物生産
第8回 中間試験
第9回 材料力学演習－応力と歪み

第10回 材料力学演習－梁の曲げ理論
第11回 材料力学演習－最大曲げモーメントと最大たわみ
第12回 海上作業基盤としての船－漁船の種類とその用途
第13回 漁船の復元性能とその計算法
第14回 漁船の荒天中の運動と甲板作業での安全性
第15回 期末試験

理解すべき項目

機械、機械要素、材料力学、漁業機械、および漁船の性能に関する基礎的な事項

参考書

海洋生産機械学概論、矢田貞美著、成山堂

履修要件

成績評価の方法 中間試験および期末試験

合格基準 機械及び機械要素に関する基礎的な事項を理解し，具体的に説明できること。さらに
、漁船の種類とその用途、及び復元性能の評価ができること。

関連項目 漁業学，漁業物理学，海洋浮体工学I，漁業学演習
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授業科目 生物センサー工学
Bio-Sensory Technology

開講期 4期

単位数 2

キーワード 水生生物の感覚と行動，工学センサーと生物センサー，魚群行動の制御, 漁獲過程

担当教員 教員室 質問受付時間

安樂 和彦 漁業基礎工学講座管理棟1階120号室 講義終了後

授
業
目
標

本科目は水産動物行動学の関連科目として開講し，既受講内容の水生生物の行動について，生物
工学的側面からの理解を深める。本科目では特に，水生生物の行動変化を誘発させる起因となる
感覚について，その特性を工学センサーと比較しながら理解し，水生生物の持つ多様なセンサー
が水中という環境で機能するために，どのような構造・受容特性を持つかを知り，漁獲過程での
漁具刺激と生物行動の関係について学習する。

講

義

計

画

第1回 受講ガイダンス
第2回 魚類のもつ感覚種・感覚神経系の概要・神経細胞の情報伝達のメカニズムの概説
第3回 【聴覚】魚類聴覚器とマイクロフォンの構造と機能、遠距離音場と近距離音場、音の大

きさ
第4回 魚類の聴音機序、鰾の役割
第5回 周波数弁別機構、音源への定位機構、驚愕反射反応のメカニズム
第6回 【側線】魚類の側線器と加速度・速度センサーの構造と機能，遠距離音場と近距離音場
第7回 魚類側線器の種類、側線器に作用する力と受容
第8回 【中間試験】第1回から第6回までの講義内容の理解度を計る
第9回 【視覚】魚類眼球とカメラおよび光センサーの構造と機能、視細胞の種類、水中での光

の伝播特性、分光応答特性
第10回 形態視と運動視の機能的相違
第11回 【味覚・嗅覚】水生生物の化学感覚器（味覚と嗅覚）と化学センサーの構造と機能、レ

セプターの分子生物学の動向
第12回 味覚と嗅覚の機能的相違、索餌と摂餌への化学感覚の寄与（走化性の説明）、環境汚染

物質の化学感覚器への作用と行動への影響
第13回 【魚群行動制御】漁業技術における感覚刺激の利用：集魚灯（光）による誘魚と誘導（

鹿児島湾内の旋網を例に）、音による誘魚（鹿児島県のドンブリ釣り（伝統漁法）を例
に）

第14回 【感覚と行動】水棲動物の感覚・行動に関する近年の研究事例紹介（成群行動・索餌摂
餌行動等を取り上げる）

第15回 期末試験

理解すべき項目

各感覚器の構造、各感覚器の受容機構、感覚刺激に対する行動解発機構

参考書

岩波生物学辞書第4版（八杉龍一・小関治男・古谷雅樹・日高敏隆編、岩波書店）、魚類生理学
（川本信之編、恒星社厚生閣）、魚類生理学（板沢靖男・羽生功編、恒星社厚生閣）、魚類のニ
ューロサイエンス(植松一眞・岡良隆・伊藤博信編、恒星社厚生閣)、魚との知恵比べ（川村軍蔵
、成山堂書店）、魚類生理学の基礎（会田勝美編、恒星社厚生閣）、魚類の聴覚生理（添田秀男
・畠山良己・川村軍蔵編、恒星社厚生閣）

履修要件

成績評価の方法 中間試験および期末試験の成績。

合格基準 水生生物の感覚器の刺激受容機構と，反応行動の解発機構について説明できること。

関連項目 魚の見つけ方と獲り方，水産動物行動学
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授業科目 電子工学
Electronic Engineering

開講期 ４期

単位数 2

キーワード 電子回路 電子機器

担当教員 教員室 質問受付時間

田中 哲郎 非常勤講師 （開講講座：漁業基礎工学）

授
業
目
標

電子工学とは，電子の働きを利用していろいろな機能を実現する工学の分野を指す。その成果は
，生活や仕事の場で実際に広く利用され，電気系以外の専門家にも電子工学の基礎知識が要求さ
れるまでになっている。 水産の分野に限っても，電子工学の知識は，漁業計測や海洋観測で使用
する機器の理解に不可欠のものである。この講義では，電子工学の基礎知識を身につけ，その応
用技術に関して理解を深めることを目標とする。

講

義

計

画

第1回 電気回路計算の基礎
第2回 抵抗，コンデンサおよびコイル
第3回 n型半導体とp型半導体
第4回 pn接合ダイオードとトランジスタ
第5回 集積回路
第6回 2進法とディジタル回路
第7回 ディジタル回路による計算
第8回 電子計算機の構成と基本動作
第9回 ソフトウエア

第10回 コンピュータネットワーク
第11回 増幅回路
第12回 演算増幅器
第13回 アナログ／ディジタル変換
第14回 放送と通信
第15回 期末試験

履修要件

成績評価の方法 以下の項目の総合評価
期末試験[５０％]，小テストおよびレポート[３０％]，質問（質問票による）[２０％]

合格基準

以下の点を理解していること。
簡単な電気回路の計算法，半導体の基本事項，2進法およびディジタル回路の基本事
項，コンピュータの基本構成，ハードウエアとソフトウエアの特徴，アナログとディ
ジタルの特徴，簡単な電子回路の動作。

関連項目 漁業計測工学基礎，漁業計測工学II，船舶職員養成施設の指定科目
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授業科目 海洋気象力学
Ocean-Atmosphere Dynamics

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 海洋環境，大気大循環，海洋大循環，地球流体力学，数学モデル，常/偏微分方程式

担当教員 教員室 質問受付時間

中村 啓彦 環境情報科学講座 管理研究棟２階 ２０２号室 金曜日15:00～17:00

授
業
目
標

水産資源を育む海洋環境を適正に維持・管理していくためには，大気と海洋が海洋環境に果たす
役割を正しく認識しなければならない。この講義の目標は、大規模スケールの大気と海洋の運動
と状態を，「数学モデル」に基づき定量的に理解することである。すなわち，海洋環境学（2期
）や水産海洋学（3期）で得た海洋環境に関わる定性的な理解を，数学的・定量的理解へと発展
させることである。

講

義

計

画

第1回 講義内容の説明
第2回 大気大循環１ （地球規模の温度・オゾン・風の分布と放射平衡問題）
第3回 大気大循環２ （気候変動，放射平衡モデルによる地球温暖化予測）
第4回 海洋大循環１ （地球規模の温度・塩分・酸素・流れの分布とコンベアベルト）
第5回 海洋大循環２ （ボックスモデルによるコンベアベルトの流量推定）
第6回 数学１ （基本的な微分と積分，常微分方程式の解き方）
第7回 数学モデル１ （移流と拡散フラックス，ボックスモデルによる海洋汚染予測）
第8回 数学２ （偏微分，偏微分方程式）
第9回 数学モデル２ （移流・拡散の物理的解釈と数学的表現）

第10回 コリオリ力と遠心力 （回転系のニュートンの運動方程式）
第11回 慣性振動 （回転系の慣性運動）
第12回 地衡流 （コリオリ力と圧力傾度力のバランス，地衡流計算法）
第13回 エクマン吹送流と沿岸・赤道湧昇 （コリオリ力と鉛直マサツ力のバランス）
第14回 海洋波動の概説 （重力波とロスビー波，外部波と内波）
第15回 期末試験

理解すべき項目

１）大気大循環の構造，放射平衡問題， ２）海洋大循環の構造（風成循環と熱塩循環）３）地球
流体力学の基礎（慣性振動，地衡流，エクマン吹送流）４）数学モデルの考え方，（定数係数の
2階線形）常微分方程式の解き方

参考書

一般気象学(第2版) 小倉義光 著 東京大学出版
大気・海洋の相互作用 鳥羽良明 偏 東京大学出版
物理のための数学 和達三樹 著 岩波書店

授業外学習及び注意事項

「数学モデル」を用いて現象を定量的に理解・予測する練習として，演習問題を４題課す。また
，数学の予習と復習を義務付ける。講義に参加するだけではなく，これらに真摯に取り組んでは
じめて講義内容が理解できるように構成されている。

履修要件

成績評価の方法 レポート （演習問題４問），期末試験

合格基準 上記（理解すべき項目）の１）～４）が説明できること。

関連項目 海洋環境学，水産物理数学I，水産物理数学II，水産海洋学，水産流体力学
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授業科目 海洋測位学II
Marine Navigation II

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 海図，水路図誌，レーダ，コンパス，航路標識

担当教員 教員室 質問受付時間

藤枝 繁 環境情報科学講座管理棟3階304号室 金曜日15:00～17:00

授
業
目
標

航海に関する重要な情報源である水路図誌を取りあげ，基礎説明と並行して海図等を用いた演習
を行う。実際の海図，水路書誌に接することにより，海洋，水路に関する情報の入手法と乗船実
習に必要な基礎技術の習得を目標とする。※船舶職員養成施設の指定科目

講

義

計

画

第1回 航海術と海図，水路図誌
第2回 海図の図法，海図の読み方
第3回 海図の用法（1）
第4回 海図の用法（2）航路標識
第5回 陸標による船位決定法（1）クロスベアリング
第6回 陸標による船位決定法（2）レーダによる船位決定
第7回 陸標による船位決定法（3）ランニングフィックス
第8回 誤差修正
第9回 流潮航法（1）

第10回 流潮航法（2）
第11回 特殊航法
第12回 水路図誌の使用方法（1）潮汐・潮流の計算
第13回 水路図誌の使用方法（2）日出没時の計算
第14回 水路図誌の使用方法（3）海図の改補
第15回 期末試験

理解すべき項目

1. 海図の用法
2. 各種船位決定法
3. 水路図誌の使用方法

参考書

●テキスト（練習用海図を含む）を購入すること（500円）
●三角定規，デバイダー，コンパス，鉛筆２B，関数電卓を準備しておくこと。
●参考図書：新訂海図の知識（成山堂）

履修要件

成績評価の方法 期末試験，授業毎の課題

合格基準 海図を使用した各種船位決定法，水路図誌の使用方法を理解していること。

関連項目 海洋測位学基礎，海洋測位学I，海洋測位学実験，水産環境乗船実習，遠洋調査実習
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授業科目 海洋地形地質学
Marine Topography and Geology

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 堆積，砕屑物，底生生物，海洋古環境

担当教員 教員室 質問受付時間

大木公彦（非
常勤）

鹿児島大総合研究博物館（控室：環境情報科学講座管理
棟２階２０４号室） 随時

授
業
目
標

自然の営みは現在も過去もまったく同一であるとみる斉一論は、地球の歴史をひも解く上で重要
な考え方である。地史学の基礎的解釈の方法として認められている。つまり「現在は過去の鍵で
ある」ということになる。しかし、現在の海洋で起こっている諸現象は、２０世紀前半まではほ
とんど分かっていなかったと言っても過言ではない。海底地質学は２０世紀後半になってめざま
しい発展を遂げ、プレートテクトニクス理論の構築に大きな役割を果たした。その海底地質学の
歴史と現在までに明らかになった点を分かりやすく解説する。

講

義

計

画

第1回 「海洋地形地質学」－海洋学と地球科学
第2回 海底地形地質学の歴史と研究方法
第3回 地球の歴史と海の起源
第4回 地球の地形学的・地殻構造学的特徴
第5回 砕屑物と堆積サイクル
第6回 砕屑物とプレートテクトニクス
第7回 砕屑物の分類
第8回 砕屑物の組成と堆積構造
第9回 堆積環境―陸域から深海まで―（その１）

第10回 堆積環境―陸域から深海まで―（その２）
第11回 海洋環境と堆積物・底生生物（その１）
第12回 海洋環境と堆積物・底生生物（その２）
第13回 海洋環境と堆積物・底生生物（その３）
第14回 海洋環境の時空的変遷をとらえる（その１）
第15回 海洋環境の時空的変遷をとらえる（その２）

理解すべき項目

1) 海洋を地球規模で捉えて理解すること, 2) 海底堆積物と海洋物理学・海洋化学・海洋生物学と
の関係を理解すること、 3)沿岸浅海域と生活空間との境界域における地形地質の意味を理解する
ことである。

参考書

大木公彦著：「鹿児島湾の謎を追って」 かごしま文庫61 春苑堂出版

履修要件

成績評価の方法 評価は各章の終わりに行なう小試験（内容をまとめさせる）によって評価する。 

合格基準 理解すべき項目の１）２）が達成されること。

関連項目 海洋環境学
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授業科目 海洋浮体工学 II
Marine Engineering for Fisheries Ⅱ

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 海洋浮体、流体抵抗・揚力、乱流、波、係留、海洋エネルギー利用

担当教員 教員室 質問受付時間

永松 哲郎 研究・管理棟２階
２２２号室 水曜日10:00～17:00

授
業
目
標

海洋浮体の代表的なものは船舶と海洋構造物である。船舶は漁船を始め、多様な用途の船が開発
されて、我々の生活に重要な役目を果たしている。また、海洋構造物には、水産資源育成の為の
養殖設備や海洋エネルギー利用装置など多種多様のものがある。これらの浮体構造物は海洋の厳
しい自然環境の下で所要の性能を発揮し、かつ十分な安全性や経済性を確保しなければならない
。本講義では、これらの浮体構造物の概要と、流れや波などによって構造物に働く流体力につい
て学び、理解することを授業目標とする。なお、本科目は船舶職員養成施設の指定科目である。

講

義

計

画

第1回 海洋環境の自然環境の特徴
第2回 船の種類と船体構造
第3回 海洋浮体構造物
第4回 海洋利用（海洋エネルギー利用、海洋空間利用、海洋深層水の利用）
第5回 海洋環境保全
第6回 海洋浮体の復原性能
第7回 流体抵抗（圧力抵抗、摩擦抵抗、層流、乱流）
第8回 船の抵抗
第9回 風荷重

第10回 揚力（翼、魚の泳法）
第11回 プロペラの翼理論
第12回 舵と船の操縦運動
第13回 海洋の波（風波、潮汐波、津波）
第14回 波と荷重
第15回 期末試験

理解すべき項目

・海洋浮体の種類とその概要
・海洋の自然環境
・海洋浮体に作用する外力の種類とその推定法
・物体に作用する流体力のメカニズム

参考書

佐久田昌昭ほか：海洋環境学ー海洋空間利用と海洋建築物、共立出版
近藤俶郎編：海洋エネルギー利用技術、森北出版
中島敏光：海洋深層水の利用、緑書房

履修要件

成績評価の方法 出席、小テスト、レポート、期末試験を総合的に評価

合格基準 海洋浮体(船、海洋構造物)の概要を知り、
それらに働く流体力の計算ができること

関連項目 水産基礎力学、海洋浮体工学I、水産流体力学、水産物理数学I
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授業科目 環境情報処理学
Environmental Information Processing

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 情報，ソフトウエア，プログラミング，推計，データ処理，Ｅｘｃｅｌ

担当教員 教員室 質問受付時間

永松 哲郎、菊川 浩行 環境情報科学講座 管理棟2階222号室，217号室 水曜日10:00～12:00

授
業
目
標

水産環境コースでは観測・実験のほかに，データ解析・数値シミュレーション・画像解析を行う
ことが多い。また，実社会では情報処理技術者やシステムアドミニストレータ-（シスアド）など
，情報処理に関する知識や技術を有する者を必要としている。
情報処理の基礎的な知識およびプログラミングの基本を学んだ後，実際のデータを用いて推計処
理の基礎（検定・推定・相関関係）を学びながらエクセルによるデータ処理を行う。
本講義の授業目標は、コンピュータによるデータ処理の基本原理とプログラミングの基礎を理解
し，実際のデータの推計処理を行えるようになることである。

講

義

計

画

第1回 情報処理とコンピュータハードウェア
第2回 コンピュータの原理とソフトウェア
第3回 Visual Basic.NETの基礎（起動と終了）
第4回 Visual Basic.NETによるプログラミング（画面のデザイン）
第5回 Visual Basic.NETによるプログラミング（プログラムの基礎）
第6回 Visual Basic.NETによるプログラミング（条件判断）
第7回 Visual Basic.NETによるプログラミング（繰り返し処理）
第8回 仮説検定とχ^2分布（適合度の検定のエクセルによる実習）
第9回 仮説検定とχ^2分布（独立性の検定のエクセルによる実習）

第10回 正規分布（検定のエクセルによる実習）
第11回 正規分布（区間推定のエクセルによる実習）
第12回 t分布（検定と区間推定のエクセルによる実習）
第13回 相関と回帰（相関係数と回帰直線のエクセルによる実習）
第14回 相関係数（検定と区間推定のエクセルによる実習）
第15回 期末試験

理解すべき項目

コンピュータによる情報処理の基礎的知識を理解すること。プログラミングの基礎を理解するこ
と。データ処理の基本原理を理解し，実際のデータの推計処理を行えること

参考書

初心者のための情報科学入門 師啓二他著 同友館
かんたんプログラミング Visual Basic.NET基礎編 川口輝久 技術評論社
すぐわかるEXCELによる統計解析 内田治著 東京図書

授業外学習及び注意事項

コンピュータの台数に限りがあるので、受講者の制限を行うことがある

履修要件

成績評価の方法 レポート，出席，期末試験

合格基準 コンピュータによる情報処理の基礎的知識を理解し,実際のデータの推計処理ができ
ること

関連項目 環境情報処理学演習、統計学Ｉ
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授業科目 航海法規
Navigation Law

開講期 5期

単位数 2

キーワード 船舶交通 海洋汚染防止 航法 灯火及び形象物

担当教員 教員室 質問受付時間

日高 正康 環境情報科学講座 管理研究棟 3階 302号室 月曜日 15:00～17:00

授
業
目
標

国際条約と国内法の関連及び航海法規の基本的事項を理解する。船舶職員養成施設の指定科目

講

義

計

画

第1回 講義概要
第2回 海上衝突予防法

総則および航法（あらゆる視界の状態）・信号
第3回 海上衝突予防法

航法（あらゆる視界の状態）・信号
第4回 海上衝突予防法

航法（互いに他の船舶の視野の内）
第5回 海上衝突予防法

航法（互いの他の船舶の視野の内）
第6回 海上衝突予防法

航法（互いに他の船舶の視野の内）
第7回 海上衝突予防法

特殊な水域（狭い水道等・分離通航方式）
第8回 海上衝突予防法

視界制限状態の航法・補則
第9回 海上交通安全法

航法（演習）
第10回 灯火及び形象物（討論）
第11回 港則法

航法規定全般
第12回 海上交通安全法
第13回 海上交通安全法
第14回 海洋汚染及び海上災害の防止に関する法律
第15回 期末試験

理解すべき項目

海上における船舶交通のルールを理解する。また海洋汚染及び海上災害を防止するために採られ
ている規定について理解する。

参考書

概説 海上交通法 海事法研究会編 海文堂

履修要件

成績評価の方法 出席、小テスト、レポートおよび期末試験

合格基準 航海三法の関係と概要、海洋汚染防止対策について理解すること。

関連項目 水産環境乗船実習 遠洋調査実習



AGRI-FISH-WEBシステム

file:///C/Users/ia18057user/Desktop/01学部関係作業フォルダ/教務関係/シラバス関連/シラバス/水産学部/H18/H18.html[2023/03/26 13:03:21]

 

授業科目 水産音響学
Fishing Acoustics

開講期 ５期

単位数 2

キーワード アクティブソナー、パッシブソナー、音速、音圧、水中雑音、船内雑音

担当教員 教員室 質問受付時間

松野 保久 環境情報科学講座 管理棟3階 301号室 水曜日10:00～12:00

授
業
目
標

本講義は、水産の技術分野での音響利用に焦点を絞り、水産と音響の係わりについての応用的素
養を修得するよう構成されている。本授業での目標は、次の３点である。
(1) 海洋中における音波伝搬に関する基本的事項の理解。
(2) 魚群探知機による魚群の探知に関する基本的事項の理解。
(3) 海洋中の周囲雑音・船内騒音の特徴の理解。

講

義

計

画

第1回 音と生物の係わり
第2回 水産分野への音響利用
第3回 音の現象 音の発生と伝搬
第4回 音の現象 音響単位
第5回 音の現象 海洋中における音波伝搬
第6回 音の現象に関する演習
第7回 魚群探知機の原理と特性
第8回 魚群探知機による個体魚・魚群の記録
第9回 超音波散乱層

第10回 計量魚群探知機・サイドスキャンソナー・ドップラーソナー
第11回 海洋中の周囲雑音
第12回 漁船の発生音・魚群の発生音
第13回 魚の聴覚特性と魚群の誘致と威嚇
第14回 船内騒音と人間との係わり
第15回 期末試験

理解すべき項目

音の物理的現象、魚群探知機の理論と実際、海洋中に存在する音の特徴

参考書

音のなんでも小事典、日本音響学会、講談社、820円

履修要件

成績評価の方法 出席状況・演習および期末試験の成績との総合評価

合格基準 音の物理的現象、魚群探知機の理論、海洋中に存在する音の特徴を理解していること

関連項目
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授業科目 漁業管理学
Management of Marine Capture Fisheries

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 責任ある漁業、混獲投棄、ゴーストフィッシング、選択的漁具、漁獲努力量、漁業技
術管理

担当教員 教員室 質問受付時間

井上 喜洋
松下 吉樹 海洋資源環境教育研究ｾﾝﾀｰ 管理研究棟3階306号室 水曜日08:30～17:00

授
業
目
標

「責任ある漁業のための行動規範」に記載されている現在の漁業の抱える問題と、それらを解決
するべくなされている対策・研究、漁業現場での技術管理の実際を学ぶ。水産資源環境管理の中
の漁業技術管理に焦点を置き、その基礎となる科学と応用・実用を身に付けることを目標とする
。

講

義

計

画

第1回 総論：FAOの水産食糧の需給予測。責任ある漁業のための行動規範と漁業管理
第2回 各論 (1) 漁業技術と管理手法
第3回 (2)多魚種・多漁業種漁業と漁業技術管理
第4回 (3)混獲投棄問題とその低減
第5回 (4)ゴーストフィッシングと非漁獲性損傷死亡
第6回 (5)漁業が与えるその他の漁場資源環境への影響
第7回 (6)選択的漁具の開発と漁獲努力量
第8回 応用(1) 日本の漁業管理
第9回 (2)資源管理型漁業

第10回 (3)漁業者による漁業管理：小規模漁業管理
第11回 (4)漁業者による漁業管理：地域としての漁業管理
第12回 (5)漁業者による漁業管理：都道府県全域を対象とした漁業管理
第13回 (6)大規模漁業管理と手法
第14回 (7)漁業管理における技術課題
第15回 試験

理解すべき項目

管理の背景及び実際の管理手法。

参考書

必用な資料は、講義毎に配布する。

授業外学習及び注意事項

今年度は非常勤講師との集中講義である。7月8日（土）、15日（土）は井上、22（土）、23（日
）は松下が担当する。詳細は6月末に掲示する。

履修要件

成績評価の方法
毎講義時に行う小テスト・レビューによる継続評価を40%、最終試験成績を60%とし
て総合評価し、合格基準達成者をほぼ優30%、良40%、可30%になるよう相対評価す
る。

合格基準 漁業管理の技術的手法について、キーワードに掲げる分野での知識を、通常の水産業
務に必要な程度に習得できていること。

関連項目 水産資源環境の管理を学びたい学生に適している。国際漁業開発工学と併せて履修す
ることが望ましい。
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授業科目 漁業計測工学II
Fishery Measurement of Electrical Engineering II

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 電磁波 測位 レーダ GPS

担当教員 教員室 質問受付時間

西 隆昭 漁業基礎工学講座管理研究棟3階312号室 木曜日10:30～12:00

授
業
目
標

漁業計測工学の中で，主に水面より上の計測装置の動作原理を理解する

講

義

計

画

第1回 受講ガイダンス・電波伝搬の基礎
第2回 海洋測位一般
第3回 測位センサ
第4回 電波測位・方位測定器
第5回 衛星測位
第6回 GPS

第7回 船舶用レーダの動作原理
第8回 レーダ装置の構成
第9回 レーダ信号の伝搬

第10回 レーダ映像
第11回 リモートセンシング一般
第12回 観測センサ
第13回 受動センサによる観測
第14回 能動センサによる観測
第15回 期末試験

理解すべき項目

各項目の動作原理

履修要件

成績評価の方法 レポート，期末試験

合格基準 各種機器の原理を理解し，説明できること

関連項目 漁業計測工学基礎，電子工学，船舶職員養成施設の指定科目
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授業科目 海事英語
Marine English

開講期 ５期

単位数 2

キーワード English、Conversation , Seaman

担当教員 教員室 質問受付時間

坂本 育生(非常勤) 教育学部文科研究棟4F 4112室 月曜日 17:00～18:00
（ｵﾌｨｽ･ｱﾜｰ）

授
業
目
標

海外の航海での英語コミュニケーション能力の育成

講

義

計

画

第1回 授業ガイダンス、海事英語学習の意義
第2回 船員実務英会話「入港」
第3回 船員実務英会話「入港」
第4回 船員実務英会話「乗船｣
第5回 船員実務英会話「乗船」
第6回 船員実務英会話「着岸」
第7回 船員実務英会話「着岸」
第8回 船員実務英会話「港湾事情聴集」
第9回 船員実務英会話「港湾事情聴集」

第10回 船員実務英会話「代理店」
第11回 船員実務英会話「代理店」
第12回 授業全体の総まとめ
第13回 授業全体の総まとめ
第14回 授業全体の総まとめ
第15回 期末試試験

理解すべき項目

１．基礎的な海事専門英語用語の理解
２．基礎的な海事英会話による意思疎通の達成３．ICMO標準海事航海英語の理念の理解

履修要件

成績評価の方法 試験、毎回の授業の平常点、レポートなどにより総合的に評価する。

合格基準 海事英語の基礎的な運用能力が身についているかどうか、および正確な発音が出来て
いるかどうか。

関連項目 水産学部の実用英語科目
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授業科目 海事法規
Marine Law

開講期 6期

単位数 2

キーワード 船舶 安全 運航 船員 資格 海難

担当教員 教員室 質問受付時間

日高 正康 環境情報科学講座 管理研究棟 3階 302号室 木曜日 15:00～17:00

授
業
目
標

海事法規（海上交通法規及び海洋汚染防止関係法令を除く）全般について、その概要を理解する
。船舶職員養成施設の指定科目

講

義

計

画

第1回 海事法規概要
第2回 船舶法・船舶のトン数の測度に関する法律
第3回 船員法１

序及び総則・船長の職務権限及び義務
第4回 船員法２

船長の職務権限及び義務
第5回 船員法３

船長の職務権限及び義務・労働契約
第6回 船員法４

労働条件
第7回 船員法５

監督・罰則・航海当直基準
第8回 船員法６

船員労働安全衛生規則
第9回 船舶安全法

第10回 船舶職員及び小型船舶操縦者法
第11回 船舶職員及び小型船舶操縦者法・海難審判法
第12回 検疫法
第13回 水先法・関税法
第14回 商法第4編（海商）
第15回 期末試験

理解すべき項目

数多くの海事法令のうち、船舶に関する主要な法規について、船員法を中心に、その目的及び概
要を理解する。

参考書

特になし。テキストを配布する。

履修要件

成績評価の方法 出席、小テスト、期末試験で総合的に評価する。

合格基準 各法律の概要及び相互関係を理解する。
｢これに関しては、この法律を見る｣というのがわかる。

関連項目 水産環境乗船実習 遠洋調査実習 航海法規
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授業科目 漁船機関学
Engineering for Fishing Boat

開講期 ６期

単位数 2

キーワード 内燃機関，蒸気機関，燃料，熱力学

担当教員 教員室 質問受付時間

今村 洋一 環境情報科学講座管理棟3階304号室（藤枝） 火曜日12:00～13:00

授
業
目
標

我々人間は産業革命以来、化石燃料をエネルギー源とした様々な機械を発明し動力源として利用
してきた。地球環境が問題視されモータリゼーション発展の中、エンジンに関する専門知識を深
め、舶用機関のみならず陸空用に至るまで幅広く学ぶ。今後更に拡大が予想されるハイブリッド
カー等での省エネルギーや低公害に関する理解を深めたい。

講

義

計

画

第1回 熱と仕事の関係（いろいろなエネルギーを考える）
第2回 燃焼と燃料油および潤滑と潤滑油
第3回 水とボイラ
第4回 蒸気機関車から大型蒸気タービン船までの構造を解明
第5回 原子爆弾と原子炉の違いを探る
第6回 内燃機関の構造と作動原理
第7回 ガソリン機関とディーゼル機関
第8回 特殊エンジン
第9回 自動車用機関および舶用機関

第10回 馬力と船速および燃費
第11回 ジェット機はどのようにして飛ぶか？（ガスタービンサイクル）
第12回 冷蔵庫はなぜ冷える？（冷凍機サイクルと空気調和）
第13回 機関室内の補機類
第14回 省エネルギー機関
第15回 期末試験

理解すべき項目

１．熱力学の基礎
２．蒸気機関
３．内燃機関
４．馬力と燃費

参考書

「機械工学大意」（菅原菅雄著 産業図書）

履修要件

成績評価の方法 出席および期末試験

合格基準 熱力学の基礎，蒸気機関，内燃機関，馬力，燃費に関して理解していること。

関連項目 漁業機械学



AGRI-FISH-WEBシステム

file:///C/Users/ia18057user/Desktop/01学部関係作業フォルダ/教務関係/シラバス関連/シラバス/水産学部/H18/H18.html[2023/03/26 13:03:21]

 

授業科目 船舶環境衛生学
Occupational Health in the ship

開講期 ６期

単位数 2

キーワード 労働環境，疾病予防，感染症，公衆衛生、健康管理、労働衛生

担当教員 教員室 質問受付時間

野田 伸一（非常勤） 多島圏研究センター503号室 金曜日08:30～17:00

授
業
目
標

人は何らかの生産活動に従事することによって生活を維持するとともに，その活動を通じて社会
的貢献をなしてきた．生産活動は多様であり，様々な分野に分かれ，多くの職業・職種からなっ
ているが，これらの職業に従事する人々の健康を守り，充実した労働力を確保することは大切で
ある．人の身体はそれを取り巻く環境から様々な影響を受けており，生活環境の基本因子と人の
身体との関連について理解する．労働の場は，一般の生活の場としての地域社会や学校と異なり
，健康にとって厳しい環境を伴いやすい．労働衛生の基本概念を理解するとともに，職場におけ
る健康管理のありかたについて学ぶ．
なお、本科目は船舶職員養成施設の指定科目である。

講

義

計

画

第1回 船内衛生１：イントロダクション・安全衛生管理
第2回 船内衛生２：空気・温熱
第3回 船内衛生３：住居・衣服・水

労働生理１：騒音・振動・動揺
第4回 労働生理２：気圧・騒音対策
第5回 労働生理３：人体の構造と生理
第6回 労働生理４：労働強度・疲労
第7回 食品衛生１：食品と栄養
第8回 食品衛生２：食中毒
第9回 食品衛生３：食中毒・寄生虫病

第10回 食品衛生４：寄生虫病
疾病予防１：労働災害

第11回 疾病予防２：一般疾病対策
第12回 疾病予防３：感染症対策
第13回 保健指導１：精神衛生
第14回 保健指導２：症状からの診断・応急処置
第15回 保健指導３：海外渡航対策・エイズ対策

理解すべき項目

（1）生活環境の基本因子と人の身体との関連
（2）労働衛生の基本概念
（3）職場における健康管理のありかた

履修要件

成績評価の方法 期末試験

合格基準 上記理解すべき項目を理解していること

関連項目 遠洋調査実習
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授業科目 水産資源解析工学
Technology of Marine Resource Analysis

開講期 ６期

単位数 2

キーワード 水産資源調査、水中音響、計量魚群探知機

担当教員 教員室 質問受付時間

山中 有一 管理棟（305）センター教員研究室 火曜日10:30～15:00

授
業
目
標

漁業は今，国連海洋法条約に示されているように漁獲を管理し，持続可能な開発という考え方を
基本理念とするものへと変わりつつある。ここでは資源の把握が重要課題である。水中では光や
電波を利用することは効率が悪いので音響機器が水中の情報を捕えるための主役である。 水産資
源解析工学では水中を見るための情報伝達媒体である音響について解説する。音響工学に関する
基礎から，資源調査の手法として確立されつつある音響資源調査の実際にふれる。 最新鋭の練習
船である南星丸に搭載されている計量魚探、ソナーなどの水中音響機器の原理を理解し、活用で
きるようになることを目標とする。

講

義

計

画

第1回 水産資源解析工学とは 社会的背景と授業の概要
第2回 水中音響研究史
第3回 音の伝播
第4回 バイオソナー 生物の音響利用テクニック
第5回 音の基本概念と物性-1

第6回 音の基本概念と物性-2

第7回 音響インピーダンス
第8回 音圧と音の強さ
第9回 強さのレベルとデシベル

第10回 デシベルの計算法
第11回 音波の伝播-1 減衰
第12回 音波の伝播-2 散乱と回折
第13回 資源量推定と音響方程式
第14回 まとめ
第15回 筆記試験

理解すべき項目

1. 水中における音響の重要性
2. 水中生物と音響情報の関係
3. デシベルの概念
4. 音響方程式の意味

参考書

授業中紹介する

履修要件

成績評価の方法 筆記試験、授業中の試問、途中で行う小問題の成績を総合する。

合格基準 上記3項目の総合評価が60点以上を合格とする。

関連項目 海洋音響学、沿岸域乗船実習（南星丸）
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授業科目 航海英語
English for Navigation

開講期 ７期

単位数 2

キーワード IMO標準海事通信用語集、STCW条約

担当教員 教員室 質問受付時間

山中 有一 管理棟（305）センター教員研究室 講義終了後

授
業
目
標

IMO（International Maritime Organization）勧告で、船舶の航海の安全を確保する手段のひとつと
してIMO標準海事通信用語集による教育が義務付けられている。また親規定となるSTCW条約そ
のものも海上安全のためのコードを英文で記述したものである。これらを理解し、また使用する
能力は海上技術者にとって不可欠のものである。本講義はこれらを身に付けることが目標である
。

講

義

計

画

第1回 Back ground of IMO Standard communication phrases

第2回 Part?. General -1

第3回 Part?. General -2

第4回 Part?. Glossary -1

第5回 Part?. Glossary -2

第6回 Part? External communication phrases -1 distress

第7回 Part? External communication phrases -2 urgency

第8回 Part? External communication phrases -3 safety

第9回 Part? On-board communication phrases -1 operative ship handling

第10回 Part? On-board communication phrases -2 safety on board

第11回 Part? On-board communication phrases -3 cargo

第12回 Part? On-board communication phrases -4 passenger care

第13回 Standard message in GMDSS -1 distress

第14回 Standard message in GMDSS -2 urgency

第15回 Summation

理解すべき項目

STCW条約の概要、IMO標準海事通信用語集の意義と役割、航海実務における英語表現の実際。

参考書

IMO標準海事通信用語集

授業外学習及び注意事項

STCW条約本文の関連する部分の解釈もあわせて行う。英文を理解するのみでなく、非常時に使
われる用語の使用も適宜組み入れて講義を進める。

履修要件

成績評価の方法 授業中の口頭試問とレポート

合格基準 IMO標準海事通信用語集の意義を理解し、基本的なフレーズを使用できること。総合
評価60点以上を合格とする。

関連項目 乗船実習科目、船舶職員養成施設関連科目
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授業科目 漁業学演習
Tutorial on Fisheries

開講期 ４期

単位数 2

キーワード 漁業計測，分析手法

担当教員 教員室 質問受付時間

不破 茂 漁業基礎工学講座 管理棟 1階 102号室 月曜日13：00－17：00

授
業
目
標

漁業学の講義内容の理解を深めるため種々の漁具の実地計測，関連文献の検索を実施する。その
結果を整理して発表するという一連の過程を通じて，結果の分析手法，レポートの作成方法，お
よびプレゼンテーション技術を習得させる。

講

義

計

画

第1回 漁業計測の基礎的事項
第2回 文献検索の手法
第3回 文献検索の実務
第4回 漁業計測の手法
第5回 漁業計測の実務（釣り漁具）
第6回 漁業計測の実務（網漁具）
第7回 漁業計測の実務（その他の漁具）
第8回 計測結果の整理方法
第9回 計測結果の解析

第10回 計測結果の中間発表および解説
第11回 レポート作成方法
第12回 プレゼンテーションの準備
第13回 プレゼンテーションの準備
第14回 プレゼンテーションの実施
第15回 プレゼンテーションの実施および総括

理解すべき項目

計測，分析および発表に関する基礎的な事項

履修要件

成績評価の方法 課題レポート（50％），プレゼンテーションの実施（50％）

合格基準 計測，分析および発表に関する基礎的な事項を理解し，具体的に実行できること。指
定されたレポートを期限内に提出して受理されること。

関連項目 漁業学
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授業科目 水産動物行動学演習
Tutorial on Fish Ethology

開講期 ４期

単位数 2

キーワード 刺激&#8722;反応系、仮説の検証、プレゼンテーション

担当教員 教員室 質問受付時間

川村 軍蔵 漁業基礎工学講座管理棟１階124号室 授業終了後２時間

授
業
目
標

動物の行動を見て、なぜこの動物がこのように行動するのかという疑問が生じたとき、この「な
ぜ」は刺激-反応系で説明され、その説明が実証可能なものでなければならない。 本演習では受
講生が自ら行う、行動を説明する仮説の設定、仮説を検証するための実験計画、実験結果にもと
づく仮説の検証、の過程を理解し、刺激-反応系とはどのようなものであるかの理解を深める。

講

義

計

画

第1回 演習の目的と内容の説明、グループづくり
第2回 課題と仮説の設定
第3回 同上
第4回 実験計画の策定、材料準備
第5回 同上、実験
第6回 同上
第7回 同上
第8回 実験、発表、受講生による評価
第9回 同上

第10回 同上
第11回 同上
第12回 同上
第13回 同上
第14回 同上
第15回 同上

授業外学習及び注意事項

（演習の進め方） 受講生は３人あるいは５人のグループをつくり、グループごとに仮説の設定、
実験計画策定、実験実施、仮説の検証を行う。実験に必要な材料は教官が与える。 発表はOHPを
用いて行う。発表準備は教官が指導する。

履修要件

成績評価の方法 発表および討論への参加により総合的に評価する

合格基準 グループの作業の全過程と発表の一部を分担すること。

関連項目 水産動物行動学、生物センサー工学、生物センサー工学演習
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授業科目 漁業物理学演習
Tutorial on Fishery Physics

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 水中に存在する物体、流体力、漁具設計、漁具工学

担当教員 教員室 質問受付時間

石崎 宗周 漁業基礎工学講座管理研究棟2階207号室 月曜日16:00～17:00

授
業
目
標

●漁具工学、漁具設計に関する文献や資料を理解するのに必要な基礎的知見の理解を深める。●関
連分野の実験で得られた資料を解析・分析するための基礎的手法の理解を深める。
●関連の基礎的計算ができる。

講

義

計

画

第1回 ガイダンス
第2回 浮力・沈降力の基礎計算
第3回 流体力の基礎計算
第4回 流体力算出の基礎資料
第5回 網地面積の算出
第6回 漁具性能実験法
第7回 漁具デザイン
第8回 試験漁具の作成１
第9回 試験漁具の作成２

第10回 試験漁具の作成３
第11回 試験漁具の作成４
第12回 試験漁具の作成５
第13回 漁具試験
第14回 漁具試験データの解析・まとめ
第15回 まとめと総括

理解すべき項目

●浮力・沈降力の計算法●流体力の計算法●漁具性能実験法●設計図の見方

履修要件

成績評価の方法 出席状況と演習課題の提出状況により評価点を求め、合格者の中から評価点の高い順
に、概ね３：４：３の割合で優・良。可とする。

合格基準

〇浮力、沈降力、流体力の算出ができる。
〇網地面積を算出できる。
〇袋網に作用する抗力を推定できる。
〇実験漁具を作成する。
〇曳網試験を実施する。
〇袋網に作用する抗力の推定と実験結果を考察する。

関連項目 漁業学、漁業物理学、漁業基礎工学実験



AGRI-FISH-WEBシステム

file:///C/Users/ia18057user/Desktop/01学部関係作業フォルダ/教務関係/シラバス関連/シラバス/水産学部/H18/H18.html[2023/03/26 13:03:21]

 

授業科目 国際漁業開発工学演習
Tutorial on International Management of Technology

開講期 ６期

単位数 2

キーワード 責任ある漁業のための行動規範、持続的漁業、選択的漁業

担当教員 教員室 質問受付時間

川村 軍蔵 漁業基礎工学講座管理研究棟1階124号室 授業終了後２時間

授
業
目
標

国際漁業開発工学で扱った諸問題に関係する文書の講読を通じて、国際漁業開発管理に関する現
状とその批判意見について知るとともに、批判的に読むとはどういうことかを理解する。

講

義

計

画

第1回 授業目標と購読文書について説明および購読文書コピー配付
第2回 文献演習 ナポレオンフィッシュ漁業について
第3回 文献演習 同上
第4回 文献演習 サメ漁業について
第5回 文献演習 同上
第6回 文献演習 以下はマグロ漁業、捕鯨など受講生の希望によって文書を決める
第7回 文献演習
第8回 文献演習
第9回 文献演習

第10回 文献演習
第11回 文献演習
第12回 文献演習
第13回 文献演習
第14回 文献演習
第15回 総合解説

授業外学習及び注意事項

国際漁業開発管理の現状に関する批判文書は英語で書かれるため、購読文書は英文であるが、英
語力の涵養が目的ではない。書かれた数字の根拠を確認し、文書の引用文献も重要なものは目を
通す。

履修要件

成績評価の方法 演習参加度を70%、提出物を30%として総合評価する。

合格基準 批判的に読むとはどういうことかを理解できている。

関連項目
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授業科目 生物センサー工学演習
Tutorial on Bio-Sensory Technology

開講期 6期

単位数 2

キーワード 生物の行動と感覚生理学，漁具に対する行動

担当教員 教員室 質問受付時間

安樂 和彦 漁業基礎工学講座 管理棟1階121号室 月曜日13:00～17:00

授
業
目
標

生物センサー工学の関連科目として開講し、同講義で学習した内容をより実技的に理解する。水
生動物の感覚生理学に関する図書あるいは論文の輪読（受講生）と解説（教員）を行い、生物感
覚のメカニズムを理解する。さらに、受講生が企画した小実験（任意の感覚器の適刺激に対する
感覚応答の記録）を行い、データ分析を通し、実技的に生物感覚の刺激受容メカニズムの理論を
習得する。

講

義

計

画

第1回 【受講ガイダンス】開講方法の説明および担当文献の割り当て
第2回 【文献学習】感覚生理関連図書あるいは論文の輪読および解説
第3回 【文献学習】継続
第4回 【文献学習】継続
第5回 【文献学習】継続
第6回 【文献学習】継続
第7回 【文献学習】継続
第8回 【文献学習】継続
第9回 【文献学習】継続

第10回 【文献学習】継続
第11回 【文献学習】継続
第12回 【小実験】生物感覚に関する電気生理実験（感覚応答の記録）を実施する。実験項目は

講義中に決定する。
第13回 【感覚応答の分析】実験により得た感覚応答を表計算ソフトを用いて定量的に分析する

。
第14回 【感覚応答の分析】継続およびレポート作成準備
第15回 【総合討論】レポートの相互評価

理解すべき項目

１）生物の感覚特性の計測技術、分析技術を理解する
２）環境の変化にともなう刺激への生物感覚の機能を理解する

参考書

岩波生物学辞書（岩波書店）、魚類生理学（川本信之編、恒星社厚生閣）、魚類生理学（板沢靖
男・羽生功編、恒星社厚生閣）、魚類のニューロサイエンス(植松一眞・岡良隆・伊藤博信編、恒
星社厚生閣)、魚との知恵比べ（川村軍蔵、成山堂書店）、魚類生理学の基礎（会田勝美編、恒星
社厚生閣）、魚類の聴覚生理（添田秀男・畠山良己・川村軍蔵編、恒星社厚生閣）

授業外学習及び注意事項

輪読に際し、受講生は発表資料を各自準備する

履修要件

成績評価の方法 受講態度（積極性）、発表資料の準備状況、レポートを総合評価する。

合格基準 生物感覚の研究技術と受容メカニズムについてほぼ理解していること。

関連項目 生物センサー工学，水産動物行動学
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授業科目 環境情報科学演習
Practical Course for environmental and infomation

開講期 ６期

単位数 1

キーワード 卒業研究への準備，論理トレーニング，論文を書く，発表をする，議論をする

担当教員 教員室 質問受付時間

中村 啓彦 環境情報科学講座 管理研究棟２階 ２０２号室 金曜日15:00～17:00

授
業
目
標

４年生になると卒業研究を行なう。卒業研究を成功させるには，自己の主張を論理的に相手に伝
える能力が必要となる。この能力は，研究のみならず，就職試験での小論文や面接，さらに会社
で仕事の文書（調査報告書や説明書など）を書くときにも必要となる。本演習の目的は，このよ
うな場で論理を展開する技術を身につけることである。そのために，環境情報科学講座の卒業研
究と連動しながら実践的な演習を進めるとともに，テキストに基づいて理論的な背景を養う。テ
キストとして，野矢茂樹著「論理トレーニング」を使用する。このテキストは，文章と文章の接
続関係を，論理学の記号を用いて可能な限り厳密に明示し，論理展開の構造を解析する。演習で
は，テキストに従いながら，豊富な例題を基に実践的なトレーニングを積むことで，論理展開の
技術を身につけていく。

講

義

計

画

第1回 序論（卒業研究とは？ 科学論文とは？）
第2回 卒業研究中間発表会Iへの参加（聞く態度，質問する態度，議論する態度）
第3回 卒業研究中間発表会IIへの参加（聞く態度，質問する態度，議論する態度）
第4回 第1章 順接の論理
第5回 第2章 逆説の論理
第6回 第3章 議論の構造
第7回 第1～3章の小テスト，演習問題の解説
第8回 第4章 論証の構造
第9回 第5章 論証の評価

第10回 第4～5章の小テスト，演習問題の解説
第11回 第6章 推測
第12回 第7章 価値評価
第13回 第6～7章の小テスト，演習問題の解説
第14回 卒業研究発表会Iへの参加（質問，返答，議論，そして自身の卒業研究テーマの確立を

目指して）
第15回 卒業研究発表会IIへの参加（質問，返答，議論，そして自身の卒業研究テーマの確立を

目指して）

理解すべき項目

１）順接・逆説の接続関係と議論の構造
２）論証の構造とその評価方法
３）推測の構造とその評価方法
４）研究発表会での質問と議論の方法

参考書

論理トレーニング，野矢茂樹 著，産業図書，ISBN4-7828-0205-6，￥2400： 論理トレーニング101
題，野矢茂樹著，産業図書，ISBN4-7828-0136-X, ¥2000： 反論の技術，香西秀信 著，明治図書，I
SBN4-18-165008-1，¥1760

授業外学習及び注意事項

各回の演習は，1)内容の解説（30分），2)例題演習（1時間），３）演習問題（宿題）の提出から
なる。３）の演習問題は小テストを3回行い理解度を評価する。

履修要件

成績評価の方法 小テスト（3回）の点数，卒業研究発表会への参加態度や報告書の内容
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合格基準 上記「理解すべき項目」の１）～４）を理解し，論文の執筆または討論で論理の展開
をする基礎ができている。

関連項目 卒業研究
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授業科目 漁業管理学演習
Tutorial on management of Marine Capture Fisheries

開講期 ６期

単位数 2

キーワード 持続的漁業、混獲投棄、ゴーストフィッシング、漁具選択性

担当教員 教員室 質問受付時間

松岡 達郎 漁業基礎工学講座管理研究棟1階123号室 水曜日08:30～17:00
（ただし、学部の諸会議以外の時間帯）

授
業
目
標

漁業管理学で学んだ、現在の漁業が抱える問題とそれらを解決するべくなされている対策、研究
の手法をより深く学び、実務能力を身につける。代表的な漁業種と漁具を例として、漁業技術が
漁業資源環境に与える影響を評価し、漁業管理・規制などを決定するための科学的資料を得るた
めの手法の実務的演習を行う。

講

義

計

画

第1回 総論：漁業管理に必要な評価・分析法の統計的基礎 -1

第2回 漁業管理に必要な評価・分析法の統計的基礎 -2

第3回 漁業管理に必要な評価・分析法の統計的基礎 -3

第4回 各論 (1)混獲投棄量推定法（吾智網漁業）-1

第5回 (1)混獲投棄量推定法（吾智網漁業）-2

第6回 (2)ゴーストフィッシング死亡量推定法（かご漁業）-1

第7回 (2)ゴーストフィッシング死亡量推定法（かご漁業）-2

第8回 (3)漁具の選択性実験・推定法-I（底曳き網漁具）-1

第9回 (3)漁具の選択性実験・推定法-I（底曳き網漁具）-2

第10回 (4)漁具の選択性実験・推定法-II（刺し網・延縄漁具：石田の方法）-1

第11回 (4)漁具の選択性実験・推定法-II（刺し網・延縄漁具：石田の方法）-2

第12回 (5)漁具の選択性実験・推定法-III（刺し網漁具：KM法）-1

第13回 (5)漁具の選択性実験・推定法-III（刺し網漁具：KM法）-2

第14回 (5)漁具の選択性実験・推定法-III（刺し網漁具：KM法）-3

第15回 (6) 網目規制決定法（網漁業）-2

理解すべき項目

統計学・統計計算の基礎とそれのコンピュータソフトを用いた実行、投棄量推定、ゴーストフィ
ッシング死亡数推定、漁具の選択性計算法

参考書

山北出版：統計学要綱

授業外学習及び注意事項

話題（単元）ごとに、実際の野外調査研究例を題材とした教材を与える。それらについて、コン
ピュータソフト（エクセル）を用い、主に統計学を用いた計算法・分析法に取り組む。

履修要件

成績評価の方法 演習参加度を50%、提出物成績（演習で作成したファイル類を含む）を50%として総
合評価し、合格基準達成者をほぼ優30%、良40%、可30%になるよう相対評価する。

合格基準 キーワードに掲げる項目について、漁業管理のために必要な技術的手法に関する計算
・評価等が自らできること。

関連項目 水産資源環境と漁業技術の評価と管理について学びたい学生に適している。
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授業科目 漁業計測工学演習
Tutorial on Fundamental Engineering of Fisheries

開講期 ７期

単位数 2

キーワード 論理回路，マイコン，温度測定

担当教員 教員室 質問受付時間

西 隆昭 漁業基礎工学講座管理研究棟3階312号室 木曜日10:30～12:00

授
業
目
標

漁業計測工学基礎，漁業計測工学II，電子工学で取り扱った内容の理解を深めることを目標とす
る。受講生は簡易な計測システムの設計を行い動作を確認し，計測機器の原理を理解する。

講

義

計

画

第1回 受講ガイダンス
第2回 マイコンの概要
第3回 論理回路演習
第4回 論理回路演習
第5回 マイコンシステム
第6回 メモリモジュール
第7回 中央処理モジュール
第8回 入出力モジュール
第9回 LED点灯プログラム

第10回 数あてプログラム
第11回 LED自動点滅プログラム
第12回 LED点灯移動プログラム
第13回 数の大小比較プログラム
第14回 温度センサモジュール
第15回 D/A変換モジュール

理解すべき項目

計測システムのハードウェア，ソフトウェアの設計原理

履修要件

成績評価の方法 レポート内容，設計結果により総合的に評価する．

合格基準 計測システムのハードウェア，ソフトウェアの設計原理について説明できること。

関連項目 漁業計測工学基礎，漁業計測工学II，電子工学
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授業科目 環境情報科学基礎実験
Basic Experiments on Marine Engineering and Oceano

開講期 ５期

単位数 2

キーワード グラフ、長さ、力、流体の密度、流速、計測、発表能力

担当教員 教員室 質問受付時間

重廣 律男 環境情報科学講座 管理棟 ２階２２０号室 水曜日15:30～17:00

授
業
目
標

本実験の目標は、水産技術系の実験を行う上で基礎となる、流体の密度、力、流速や地球大きさ
（位置）の計測方法およびその原理を理解することである。また、結果をまとめる上で必要とな
るグラフの作成方法や有効数字等の表記方法について学ぶ。さらに、結果をまとめて発表する手
法を身につけることができる。

実

験

計

画

第1回 グラフの書き方とレポートの書き方
第2回 上手なパワーポイントの作り方とプレゼンターションのやり方
第3回 ３グループに分かれて各テーマの実験を実施する。実験方法の説明
第4回 テーマI、テーマII、テーマIIIの実験
第5回 まとめと発表資料作成
第6回 合同発表会9件、1件につき7分の発表、質疑5分（計12分）
第7回 ３グループに分かれて各テーマの実験を実施する。実験方法の説明
第8回 テーマI、テーマII、テーマIIIの実験
第9回 まとめと発表資料作成

第10回 合同発表会9件、1件につき7分の発表、質疑5分（計12分）
第11回 ３グループに分かれて各テーマの実験を実施する。実験方法の説明
第12回 テーマI、テーマII、テーマIIIの実験
第13回 まとめと発表資料作成
第14回 合同発表会9件、1件につき7分の発表、質疑5分（計12分）
第15回 総合まとめ

実験の進め方

３グループに分かれて３テーマ（１テーマ４回：各週１回）の実験を実施する。各テーマを終了
すると発表会を実施する。

参考書

環境情報科学基礎実験ノート2006年度版

授業外学習及び注意事項

実験テーマ
テーマI (海洋環境) 流体密度の計測（状態方程式の作成）
テーマII(航海情報) 地球の大きさの計測
テーマIII(沿岸環境) 物体の流体力の計測

履修要件

成績評価の方法 レポート内容および発表方法と出席回数

合格基準 期限内に指定された項目、形式のレポートを提出すること。発表を必ず１回は、分担
すること。3回以上の欠席があると失格となる。

関連項目 水産基礎力学、海洋測位学I,II、海洋浮体工学I,II、海洋環境学、海洋気象力学、水産
海洋学
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授業科目 漁業基礎工学実験 I
Laboratory on Fishing Technology Ⅰ

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 漁具資材、漁具工学、計測

担当教員 教員室 質問受付時間

石崎 宗周 漁業基礎工学講座 漁業管理棟2階207号室 月曜日16:00～17:00

授
業
目
標

漁具資材の特性および漁具工学の基本に関する基礎実験を行い、数値化・解析・評価の基本を習
得する。 担当は石崎と江幡による。

実

験

計

画

第1回 ガイダンス（グループ編成、実験項目の紹介、レポート作成方法の説明）
第2回 測定値計算法
第3回 以下の実験項目からグループごとに選択して実験を実施する。
第4回 以下の実験項目からグループごとに選択して実験を実施する。
第5回 以下の実験項目からグループごとに選択して実験を実施する。
第6回 以下の実験項目からグループごとに選択して実験を実施する。
第7回 以下の実験項目からグループごとに選択して実験を実施する。
第8回 前半の総括
第9回 以下の実験項目からグループごとに選択して実験を実施する。

第10回 以下の実験項目からグループごとに選択して実験を実施する。
第11回 以下の実験項目からグループごとに選択して実験を実施する。
第12回 以下の実験項目からグループごとに選択して実験を実施する。
第13回 以下の実験項目からグループごとに選択して実験を実施する。
第14回 以下の実験項目からグループごとに選択して実験を実施する。
第15回 後半および全体の総括

実験の進め方

テキストは教官が作成したものを配布する。参考図書は、授業の中で紹介する。2名程度のグル
ープを作り、各回に1項目ずつ実験を行う。実験終了後、各自でレポートを作成する。

授業外学習及び注意事項

実験項目は以下の通り
１．釣糸の直径測定、２．釣針の大きさ測定、３．ロープの直径測定４．網糸の直径測定、５．
貝の形状測定、６．浮子の余剰浮力測定、７．カテナリー（懸垂線）、８．流体抵抗の測定、９
．流体抵抗の分析、１０．引張試験の測定、１１．引張試験の分析、１２．剛体の重心位置測定

履修要件

成績評価の方法 実験後レポート指導を受け、最終的に提出されたレポートを評価する。合格者の中か
ら評価点合計の高い順に、概ね３：４：３の割合で優・良・可とする。

合格基準 すべての項目を実験し、レポートを提出すること。

関連項目 漁業学、漁業学演習、漁業物理学、漁業物理学演習
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授業科目 漁業基礎工学実験 II
Laboratory on Fishing Technology Ⅱ

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 漁業，行動生理学，感覚生理学，フィールド実験・調査技術，データ分析技術，レポ
ート作成技術，プレゼンテーション技術

担当教員 教員室 質問受付時間

安樂 和彦 漁業基礎工学講座 管理棟1階121号室 木曜日08:30～17:00

授
業
目
標

漁業基礎工学実験I・II・IIIが開講されているが，その中で，本実験科目は主に生物工学分野を取
り扱い，受講生は下の計画に示した実験項目に取り組む。本科目の目標は，１）水生生物の漁具
等に対する行動を，工学的な視点で見ることができるようになること，２）フィールドでの実験
・調査技術等を習得すること，３）実験・調査結果の分析，プレゼンテーション技術を見につけ
ること，である。 なお，本科目は安樂・ミゲル・西・川村・松岡の5名が担当する。

実

験

計

画

第1回 【受講ガイダンス】教員紹介、グループ編成、実験項目の紹介、レポート作成方法の説
明を行う

第2回 【動物行動実験】視覚刺激に対する反応の行動学的計測方法（魚類の視運動反応）
第3回 【動物行動実験】化学刺激に対する反応の行動学的計測方法（甲殻類の餌探索行動）
第4回 【フィールド実験】餌料種による誘引効果の相違の計測方法（異なる餌料を用いた籠に

よる漁獲試験）
第5回 【感覚生理実験】＜磁気感覚-1＞地磁気の計測方法
第6回 【感覚生理実験】＜磁気感覚-2＞心拍を利用した感覚計測法（古典的条件付け法）
第7回 【感覚生理実験】＜側線・触覚＞魚類の皮膚感覚支配神経の電気生理学的記録方法およ

び受容野の特定方法
第8回 【感覚生理実験】＜聴覚＞聴覚性脳幹応答（脳波）の記録方法および周波数応答特性の

計測方法
第9回 【プレゼンテーション技術】発表資料の作成方法の説明およびパワーポイント資料の作

成開始
第10回 【プレゼンテーション技術】表計算ソフトによるデータの分析およびパワーポイント資

料の作成継続
第11回 【プレゼンテーション技術】表計算ソフトによる統計検定およびパワーポイント資料の

作成継続
第12回 【プレゼンテーション技術】パワーポイント資料の作成継続および発表練習
第13回 【プレゼンテーション技術】実験結果のプレゼンテーション
第14回 【フィールド実験・調査技術】洋上実験技術の実技および水中観察技術の実技
第15回 【総合討論】科目内容の総括

実験の進め方

5名程度のグループを編成し，グループごとに各回の実験項目を行う。実験終了後にはレポート
を作成し，担当教員の添削を受ける。

履修要件

成績評価の方法 レポート、プレゼンテーション、実験の積極性を総合的に評価する。

合格基準 最低でも5つ以上の実験を実施し，レポートの添削を受け，最終提出を行い、口頭発
表を行った者を合格対象とする。

関連項目 水産動物行動学，資源環境管理学，生物センサー工学
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授業科目 漁業基礎工学実験 III
Laboratory on Fishing Technology Ⅲ

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 電子回路、論理回路、塩分測定，張力測定，ブリッジ回路

担当教員 教員室 質問受付時間

西 隆昭 漁業基礎工学講座管理研究棟3階312号室 木曜日10:30～12:00

授
業
目
標

漁業計測制御の基礎的能力を養い，基本的な原理や現象を把握すること。そして，実地に実験す
ることによって，測定機器の扱い方や実験の手法を会得し，正しい実験試行・レポートの書き方
を身に着ける。本実験は，西,石崎,江幡が担当する。

実

験

計

画

第1回 受講ガイダンス
第2回 セキスタントの取り扱い
第3回 微分積分回路1

第4回 微分積分回路2

第5回 論理回路
第6回 塩分を測る１ 測定器の取扱い：オシロスコープ
第7回 塩分を測る２ 信号発生器の取扱い
第8回 塩分を測る３ 塩分計の製作，塩分測定
第9回 塩分を測る４ 塩分測定およびレポート作成

第10回 張力を測る１ 歪みゲージによる測定原理
第11回 張力を測る２ ブリッジ回路を用いた歪み計測
第12回 張力を測る３ 検力計の作成
第13回 南星丸装備の機器解説（GPS，レーダ，魚群探知機）
第14回 南星丸実験
第15回 まとめ

実験の進め方

実験，レポート作成・提出で完結する。

履修要件

成績評価の方法 実験レポート

合格基準 実験指針にそった測定，観測，報告ができること

関連項目 漁業計測工学基礎，漁業計測工学IIおよび電子工学
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授業科目 海洋環境学実験
Experimental Course of Oceanography

開講期 ６期

単位数 1

キーワード 天気図解析，黒潮断面図解析，海洋観測法

担当教員 教員室 質問受付時間

中村 啓彦 環境情報科学講座 管理研究棟２階 ２０２号室 金曜日15:00～17:00

授
業
目
標

海洋環境学では、観測で得られた資料を解析して，現象の実態を把握しその本質を理解する。本
実験は，観測資料に基づき現象の実態を正確に把握する力を養うために，１）天気図解析，２）
黒潮断面図解析を行なう。
１）では，気象通報を聞き天気図を書く演習，天気図に基づき天気概況を読み取る演習を行なう
。２）では，黒潮横断面の水温・塩分・流速の分布図を作成し，黒潮の流れの仕組みを理解する
演習を行なう。また，２）では，海洋観測の方法も解説する。

実

験

計

画

第1回 実験内容の説明
第2回 天気図解析１ （書き方の説明）
第3回 天気図解析２ （書き方の演習）
第4回 天気図解析３ （読み方の説明）
第5回 天気図解析４ （読み方の演習）
第6回 天気図解析の課題提出（レポートの書き方の指導を含む）
第7回 黒潮断面図解析１ （黒潮の基本的な説明）
第8回 黒潮断面図解析２ （水温・塩分・密度の鉛直プロファイルの作成）
第9回 黒潮断面図解析３ （水温・塩分・密度の断面分布図の作成）

第10回 黒潮断面図解析４ （水温・塩分図 －Ｔ-Sダイアグラム－の作成）
第11回 黒潮断面図解析５ （地衡流計算と断面流速分布図の作成）
第12回 黒潮断面図解析６ （作成した黒潮断面図とＴ-Sダイアグラムの総合的解析）
第13回 黒潮断面図解析７ （海洋観測法の説明）
第14回 レポートの品評(1)

第15回 レポートの品評(2)

実験の進め方

第２回～６回： 天気図の書き方と読み方の基本的な説明や練習は授業時間内に行なう。授業時間
外に，気象通報を聞き天気図を8枚程度作成し，作成した天気図を解析するレポートを課す。
第７回～１３回： 各種黒潮断面図の作成法などの基本的な説明は授業時間内に行なう。授業時間
外に，作成した断面分布図に基づいて黒潮の構造を解析するレポートを課す。

参考書

天気図と気象の本，宮澤清治 著，国際地学協会，ISBN4-7718-1008-7，¥1000： 黒潮，茶円正明・
市川洋 著，かごしま文庫71，春苑堂出版，ISBN4-915093-78-6，¥1500

履修要件

成績評価の方法 ２課題のレポートの成績で合否を判定する。

合格基準 気象通報を聞いて天気図が書け，天気の概況が判断できる。断面分布図に基づいて黒
潮の断面構造を説明できる。

関連項目 海洋環境学，水産海洋学，海洋気象力学，海洋環境観測実習I・II
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授業科目 海洋測位学実験
Laboratory study on Positioning Sciences

開講期 ６期

単位数 1

キーワード レーダ，レーダシミュレータ，レーダプロティング，ARPA，操船

担当教員 教員室 質問受付時間

藤枝 繁 環境情報科学講座管理棟3階304号室 火曜日15:00～17:00

授
業
目
標

STCW条約批准に伴い，昭和57年5月1日に改正された船舶職員法では，海技従事者の免許を取得
するためには，国家試験に合格するとともに，レーダ観測者講習またはレーダシミュレータ講習
を受講することが義務付けられるようになった。本実験では，レーダシミュレータを用いてレー
ダの特性，使用方法，レーダプロッティング方法，海上衝突予防法に基づいたレーダを用いた操
船方法，およびプロッティングを用いた種々の操船方法について理解する。
※船舶職員養成施設の指定科目

実

験

計

画

第1回 海上衝突予防法
第2回 レーダの特性と速力ベクトル三角形
第3回 レーダプロッティングシートの使い方，最接近距離，最接近予想時刻の計算
第4回 レーダプロッティング（他船のベクトル）
第5回 適切な避航動作
第6回 レーダシミュレータ装置の使用方法，自動衝突予防援助装置（ARPA）
第7回 レーダシミュレータを用いたレーダプロッティング（１）
第8回 レーダシミュレータを用いたレーダプロッティング（２）
第9回 避航計画（１）

第10回 避航計画（２）
第11回 レーダシミュレータによる操船実験（１）
第12回 レーダシミュレータによる操船実験（２）
第13回 台風と操船（１）
第14回 台風と操船（２）
第15回 総合操船実験

実験の進め方

レーダシミュレータ室にて行う。
●海洋測位学IIで使用したテキストを使用する。
●レーダプロッティングシートは支給する。
●三角定規，デバイダー，コンパス，鉛筆２B，関数電卓を準備しておくこと。
●参考図書：レーダー観測者講習用レーダーシミュレータ講習用教本（（財）日本船舶職員養成
協会）

授業外学習及び注意事項

コンパス，デバイダー，三角定規，計算機を持参すること

履修要件

成績評価の方法 毎回与えられた課題に対し合格すること

合格基準 レーダプロティングの技術

関連項目 海洋測位学基礎，海洋測位学II，水産環境乗船実習，遠洋調査実習，航海法規
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授業科目 漁業学実習
Training on Fishing Gear Technology

開講期 ４期

単位数 1

キーワード 編網、ロープワーク

担当教員 教員室 質問受付時間

不破 茂 漁業基礎工学講座 漁業管理棟1階 102号室 月曜日13：00－17：00

授
業
目
標

漁業技術者が修得すべき基礎事項である編網方法、ロープワークを理解し、その技術を体得する
。編網に必要な道具および網地の製作を通じて、網地の構造と編網の仕組みを理解する。様々な
結索方法を習得して目的に応じたロープワークが行えることを目指す。授業は不破と江幡が共同
で行う。

実

験

計

画

第1回 網針、目板の作製
第2回 糸のつなぎ方，編網の基本，掛目の作り方
第3回 編網
第4回 編網（長さ0.5mまで）
第5回 編網（長さ1.0mまで）
第6回 編網（長さ1.5mまで）
第7回 網地の接合（はなつぎあわせ）
第8回 網地の接合（はなつぎあわせ）
第9回 網地の接合（わきぶしあわせ）

第10回 網地の接合（わきぶしあわせ）
第11回 網地の破れの修理方法
第12回 網地の斜断方法
第13回 網地の斜断方法
第14回 ロープワーク（ロープの結び方）
第15回 ロープワーク（スプライス等）

実験の進め方

テキストは教官が作成したものを配布する。
毎回の開始時にテキストを基にした説明を行い、その後、各自でその内容について取り組む。

履修要件

成績評価の方法
編網に必要な道具（網針、目板）を自力で製作できること。「編網」、「はなつぎあ
わせ」、「わきぶしあわせ」、「網地の修理」、「斜断」ができること。
目的に応じたロープワークができること。

合格基準 期限内に課題をすべて完成して提出し、受理されること。

関連項目 漁業学、漁業学演習
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授業科目 沿岸生物学実習
Field and Laboratory Studies on Marine Biology

開講期 ５期

単位数 1

キーワード 資源管理、資源量推定、基礎生産量、資源増殖

担当教員 教員室 質問受付時間

野呂 忠秀、山本 智子 附属海洋資源環境教育研究センター 火、木曜13:00～17:00

授
業
目
標

沿岸域における水産資源の維持管理のためには、対象となる生物の分布や資源量（どこにどれぐ
らい棲息しているか）、その動態と変動要因（何によってどのように変化するか）を知らなくて
はならない。また、水産動物の減耗が最も激しい卵から幼稚仔の時期を人間の管理下において死
亡率を抑える種苗生産技術は、資源の維持に大きく貢献する技術である。この実習では、魚類の
資源量推定のための野外調査と変動要因のひとつである沿岸海域の生産力の測定を実際に行うと
ともに、種苗生産の基礎となる海洋生物の発生過程についてムラサキウニを材料として学ぶ。

実

験

計

画

第1回 ガイダンス・野外調査での注意
第2回 乗船にあたっての注意
第3回 魚類資源量調査（釣りによる）
第4回 標本整理
第5回 標本測定
第6回 魚類資源量推定法（解説）
第7回 魚類資源量推定
第8回 海域の基礎生産力測定法（明暗瓶法）（解説）
第9回 基礎生産力測定（明暗瓶法）のための実験装置設置

第10回 水質測定（水温・塩分濃度・栄養塩類など）
第11回 基礎生産力測定（明暗瓶法）
第12回 動物の夜間の行動観察
第13回 ウニの初期発生について（解説）
第14回 ウニの受精
第15回 ウニの初期発生観察（夜間も継続）

実験の進め方

３年の８月に海洋センター東町ステーションで３泊４日の合宿形式で行う。

参考書

プリント教材を事前に配布。

授業外学習及び注意事項

2006年度は8月５～８日を予定。３年前期の受講届け時に履修登録を行う。６月上旬に日程を確
定した上で説明会を行うので掲示に注意すること。その時点でインターンシップや乗船実習等と
の日程重複が明らかになった者についてはこの実習の登録取り消しを認める。食費（自炊）及び
雑費が1万円弱必要。受講制限30名。

履修要件

成績評価の方法 出席率及び実習態度

合格基準 原則として全日（特に事情がある場合は４分の３以上）出席し、調査・実験道具を適
切に使用できること。

関連項目 水産資源解析学・藻類学・水族生理学
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授業科目 海上安全技術実習
Practical Training for Maritime Safety

開講期 5期

単位数 1

キーワード GMDSS、端艇、ロープワーク、旗りゅう信号

担当教員 教員室 質問受付時間

山中 有一
井上 喜洋
藤枝 繁
日高 正康

管理棟（305）センター教員研究室 月曜日13:00～16:00

授
業
目
標

1. 小型舟艇を利用する際の海上安全確保の基本を理解し実践できる。 
2. モールス信号および国際信号旗を記憶し，国際信号書１字符号を理解する。 
3. ロープワークの実技を習得する。

実

験

計

画

第1回 実習オリエンテーション
第2回 救命艇および小型舟艇の安全設備
第3回 端艇実習および索具の利用実習-1

第4回 端艇実習および索具の利用実習-2

第5回 端艇実習および索具の利用実習-3

第6回 小型船舶および海上作業の安全実習-1

第7回 小型船舶および海上作業の安全実習-2

第8回 小型船舶および海上作業の安全実習-3

第9回 ワイヤーの利用および索具の利用実習-1

第10回 ワイヤーの利用および索具の利用実習-2

第11回 ワイヤーの利用および索具の利用実習-3

第12回 洋上の安全確保に関する条約と規則
第13回 モールス信号，旗りゅう信号，国際信号書-1

第14回 モールス信号，旗りゅう信号，国際信号書-2

第15回 まとめ

実験の進め方

端艇、索具、ワイヤーの実習は主に鴨池臨海地を利用する。索具実習は端艇実習またはワイヤー
実習と並行して進める。汚れてもよい服装、靴を用意すること。
オリエンテーション、旗竜信号、安全設備等に関しては講義室、実験室を利用する。集合場所等
は実習の中で指示する。

履修要件

成績評価の方法 出席および実技の成績で評価する。

合格基準 ロープワークの実技を習得していること。国際信号旗１字信号を理解していること。
出席，実技の評価60％以上を合格とする。

関連項目 乗船実習科目、船舶職員養成施設関連科目
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授業科目 環境情報処理学演習
Practical Course of Environmental Data Processing

開講期 6期

単位数 2

キーワード 情報処理、ハードウェア、ネットワーク、プログラミング、グラフィックス

担当教員 教員室 質問受付時間

山中 有一
仁科 文子
中村 啓彦

管理棟3階305号
管理棟2階202号 講義後１時間

授
業
目
標

近年の情報化の発展で、コンピュータやネットワークの仕組みを知らない利用者と悪用する利用
者が急増し、それゆえに初歩的なトラブルが多発している。また、環境科学に関する情報は取得
・記録ともにデジタル化が進み、その処理にコンピュータは不可欠となった。本演習では、情報
処理技術者に必要とされるコンピュータの基本原理やネットワークシステムなどを学習し、プロ
グラミング言語(MATLAB)を用いて環境科学データの情報処理・可視化技術を演習形式で習得す
る。

実

験

計

画

第1回 基本ソフトとファイル操作
第2回 ネットワークの概要とe-mail（ネットワークプロトコルと階層モデル）
第3回 ハードウェアの構成（ハード、ソフトの変遷）
第4回 データファイル形式とファイル圧縮（アスキー形式とバイナリ形式）
第5回 ファイル形式変換とアプリケーションの連係
第6回 MATLABの概要とデータ処理の概念
第7回 行列演算・組み込み関数を使う計算
第8回 プログラムのフロー制御（I）
第9回 プログラムのフロー制御（II）

第10回 プログラムのフロー制御（III）
第11回 データ入出力と二次元グラフィックス表示（I）
第12回 データ入出力と二次元グラフィックス表示（II）
第13回 三次元データの二次元グラフィックス表示（等値線プロット）（I）
第14回 三次元データの二次元グラフィックス表示（等値線プロット）（II）
第15回 期末試験

実験の進め方

演習は主に学術基盤センターのサテライト端末室（水産学部講義棟41号教室）で行う。教科書は
使わず、プリントを配布する。演習内容に沿った５～８題の演習課題を出す。

参考書

MATLABプログラミング入門 上坂吉則著 牧野書店 ¥2600
使える！MATLAB 吉田郷弘監修 講談社サイエンティフィク ¥2800

履修要件

成績評価の方法 演習課題の得点、期末試験。

合格基準 コンピュータの基本原理、ネットワークシステムが理解できていること。データの処
理と可視化のプログラムを作成できること。

関連項目 環境情報処理学、情報活用基礎、海洋環境観測実習I
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授業科目 熱帯・亜熱帯沿岸漁業調査実習
Practical survey of tropical and sub-ropical Fishe

開講期 ６期

単位数 1

キーワード 漁具測定、漁獲技術、漁獲物測定、魚種組成、銘柄

担当教員 教員室 質問受付時間

井上 喜洋 海洋資源環境教育研究センター 火曜日授業後２時間

授
業
目
標

熱帯・亜熱帯沿岸漁業の開発・管理に必要な漁業調査技術の実際を学ぶ。水産資源環境管理の中
の漁獲技術に焦点を置き、その基礎となる野外科学的・社会科学的体験による応用・実用を身に
付けることを目標とする。

実

験

計

画

第1回 実習のオリエンテーション、実習関連の漁具説明
第2回 （1）漁業調査の基礎実習

1) 漁具の測定基礎
第3回 （1）漁業調査の基礎実習

2) 網糸材料測定
第4回 （1）漁業調査の基礎実習

3) 漁獲物測定基礎
第5回 (1）漁業調査の基礎実習

4) 基礎統計
5) 検定・標本抽出

第6回 (1）漁業調査の基礎実習
5) 検定・標本抽出

第7回 (2) 自主操業実習
1) 漁船の安全運用

第8回 (2) 自主操業実習
2) 漁具（刺し網、篭、延縄等）の準備
3) 漁場探索と操業実習

第9回 (2) 自主操業実習
2) 漁具（刺し網、篭、延縄等）の準備
3) 漁場探索と操業実習

第10回 (2) 自主操業実習
2) 漁具（刺し網、篭、延縄等）の準備
3) 漁場探索と操業実習
4) 漁獲物の魚種組成と生物測定

第11回 (2) 自主操業実習
2) 漁具（刺し網、篭、延縄等）の準備
3) 漁場探索と操業実習
4) 漁獲物の魚種組成と生物測定

第12回 (2) 自主操業実習
2) 漁具（刺し網、篭、延縄等）の準備
3) 漁場探索と操業実習
4) 漁獲物の魚種組成と生物測定

第13回 (3) 漁船漁業・定置網漁業調査実習
1) 地形と漁具構造の把握
2) 漁獲物の魚種組成と量の把握

第14回 (4) 養殖業調査実習
1) 施設と生産量の把握
2) 対象魚の処理過程の把握

第15回 (5) 魚市場調査実習
1) 魚の銘柄、漁獲方法の把握
2) 集荷・出荷、流通状況の把握

実験の進め方
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野外実習は、鴨池臨海地を主に利用して実施するが、受講生の他課目受講状況により海洋センタ
ー東町ステーションにおいて、休日利用2泊3日の合宿を行う。 調査実習は、県内外の漁業調査及
び魚市場調査。いずれも、交通費、食費及び雑費が必要。

授業外学習及び注意事項

海上作業に適した服装を準備する。

履修要件

成績評価の方法 出席率と(1)～(4)の実習レポートによる評価を総合評価する。

合格基準 漁業調査手法について、キーワードに掲げる分野での知識を、通常の水産業務に必要
な程度に習得できていること。

関連項目 水産資源環境の管理を学びたい学生に適している。国際漁業管理工学、漁業管理学と
併せて履修することが望ましい。
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授業科目 水産環境乗船実習
Onboard Training Coastal Navigation

開講期 ４期

単位数 3

キーワード かごしま丸、船内生活、沿岸航海

担当教員 教員室 質問受付時間

益満 侃 管理研究棟 3階 かごしま丸船長室 Tel 286－4300 かごしま丸まで随時 Tel 267－9029

授
業
目
標

日本沿岸海域を航海しながら、船内共同生活を円滑に行う。基礎的な航海学、運用学、海上法規
を学ぶ。航海当直および機関当直を行う。

実

習

計

画

1） 船内生活、共同生活の体験

2） 航海当直
航海日誌記入、海図の見方および使用法 航海計器の説明および取扱い 
船位測定（地文航法、航海計器） 操船（操舵、操舵号令）

3） 機関当直
機関室内機器配置図
各機器の機能説明

4） 救命艇・防火・防水操練の実施と非常配置表の確認

5） 甲板作業
出入港、投錨・揚錨、船体保守作業

6） 寄港地の港湾事情、海洋水産施設等の見学

7） 漁業実習

＜注＞

将来、海技試験「三級海技士（航海）」を受検希望者は1ヶ月以上連続した本乗船実習を履修す
る必要がある。
実習定員を38名とする。

実習の進め方

船内共同生活をしながら、各当直や操練、甲板作業を行う。「訓練記録簿」に添って船内講義及
び作業・実習を行う。

参考書

安全の手引きを持参すること

履修要件

成績評価の方法 実習態度、試験及びレポート

合格基準 構内共同生活を円滑に実践できること理解すべき項目が達成されていること

関連項目 乗船実習基礎、海洋環境学、海洋測位学基礎、海洋浮体工学?、海洋測位学?及び?航
海法規、海事法規、電子工学
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授業科目 沿岸域乗船実習Ｔ
Onboard Training on Coastal Waters T

開講期 随時

単位数 1

キーワード 南星丸、沿岸水域、漁業調査

担当教員 教員室 質問受付時間

東 政能
幅野明正 南星丸船長室 管理研究棟 3階 南星丸まで随時 船舶電話090－3022－9765

授
業
目
標

漁業海洋工学分野の科目として、工学分野での基礎的実験法を実習し、それらを基礎に、漁業・
海事工学に関連する技術の実験・調査法を実習する

1） 水中
音の
計測
実習
を行
い、
水中
音環
境の
計測
調査
法を
習得
し、
水中
音環
境と
生態
の関
連を
理解
する
。

2） 底曳
網・
縦縄
・曳
縄漁
業等
を実
習し
、主
要な
漁具
漁法
技術
を習
得す
る。

3） 漁具
の制
御実
験な
どを
行い
、開
発漁
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実

具の
ため
のシ
ステ
ム工
学的
操業
試験
法を
習得
する
。

4） 熱帯
・亜
熱帯
漁業
を想
定し
た多
魚種
漁場
にお
ける
漁具
漁法
・調
査手
法に
つい
て実
習し
、問
題点
や課
題を
検証
する
。

5） 上記
に関
連し
、基
礎的
海洋
観測
、プ
ラン
クト
ン採
集、
ＣＴ
Ｄ観
測を
行い
、漁
場環
境の
実態
を理
解す
る。

6） レー
ダ等
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習

計

画

の航
法援
助シ
ステ
ムの
操作
・測
定を
行い
、洋
上電
波工
学の
基礎
を学
ぶ。

7） 漁船
の運
動性
能・
船体
動揺
の測
定を
行い
、浮
体の
力学
的解
析技
術の
基礎
を習
得す
る。

8） 漁船
の騒
音・
振動
等の
測定
を行
い、
船体
・居
住環
境に
及ぼ
す影
響を
検証
する
。

9） 船舶
交通
量調
査実
習を
通し
、海
上安
全管
理の
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法シ
ステ
ムと
実態
を理
解す
る。

10） GPS
・L
OR
AN-
C等
の航
海計
器操
作法
と精
度測
定を
行い
、測
位計
測と
コン
ピュ
ータ
を利
用し
た活
用法
を習
得す
る。

＜注＞

鹿児島湾および離島沿岸水域で、水中音響学、漁業技術、漁具システム工学、多魚種漁業、航法
援助信号測定、漁船の居住性・労働安全性計測、海上交通量調査、海洋測位学に関する実習を行
う。
乗船期間は概ね五日以内で行う。

実習の進め方

附属練習船南星丸を用いた乗船実習
項目ごとに専門分野の乗船指導教官と協議のうえ実施する
乗船定員は教員を含め16名以内とする

参考書

実験・実習のための安全の手引

履修要件

成績評価の方法 実習への参加度、事前事後の提出などをもとに総合的に評価する。試験は行わない。

合格基準 乗船日数3日以上 / １項目以上履修し、項目別課題の達成度による

関連項目 乗船実習基礎、海上安全技術実習、航海技術実習、漁具試験実習、熱帯漁業実習
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授業科目 遠洋調査実習
Onboard Training Ocean Navigation

開講期 ５期

単位数 6

キーワード かごしま丸、船内生活、遠洋航海、まぐろ延縄漁業実習

担当教員 教員室 質問受付時間

益満 侃 かごしま丸船長室 管理研究棟 3階 Tel ２８６－４３
００

かごしま丸まで随時 Tel 286-90
29

授
業
目
標

本実習では、これまでの乗船実習等を基礎とし長期の遠洋海域での航海を行う。その間、大洋海
域で天体を観測しての船位決定、まぐろ延縄漁業実習、漁場の海洋調査、そして外国寄港地にお
いて港湾・水産施設の見学、現地大学等との国際交流を体験する。

実

習

計

画

1） 船内生活、共同生活の実践

2） 航海当直
水産環境乗船実習の同項目に加えて下記を行う天体観測により船位決定や航海計器の
誤差測定気象観測およびその情報の通報

3） まぐろ延縄漁業実習
漁具の構成確認および組立て
操業実施 
漁獲物の測定、調査、処理、資料作成 操業中の操船および法規

4） 漁場のCTDによる海洋観測

5） 国際海峡通過、外国港湾事情および海洋水産施設等の見学

6） 外国大学等との国際交流

7） 甲板作業

8） 救命艇・防火・防水･非常操舵操練の実施

＜注＞

将来、海技試験「三級海技士（航海）」を受検希望者は本乗船実習を履修する必要がある。

実習定員を38名とする。

実習の進め方

船内共同生活を行いながら航海当直、漁業実習、操練、甲板作業を行う。「訓練記録簿」に添っ
て船内講義及び作業・実習を行う。

参考書

安全の手引きを持参すること

履修要件

成績評価の方法 実習態度、試験及びレポート

合格基準 構内共同生活を円滑に実践できること理解すべき項目が達成されていること

関連項目 水産環境乗船実習前述実習の関連科目に加えて、海洋気象力学、海洋浮体工学、漁業
計測工学、海洋測位学実験
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授業科目 漁具試験実習
Onboard Training on Fishing Gear

開講期 ５期

単位数 1

キーワード 漁業調査研究手法，漁業計測，洋上実験

担当教員 教員室 質問受付時間

不破 茂 漁業基礎工学講座管理棟１階102号室 月曜日13:00～17:00

授
業
目
標

練習船で様々な漁具を使用した漁獲試験並びに漁業計測試験を行い，漁業調査研究手法の実務を
体得させる。

実

習

計

画

1） 授業内容の実地検証
漁獲試験並びに漁業計測試験を実地に体験して講義などで学んだ知識の理解を深める
。

2） 漁業調査研究手法の実務
漁獲試験，漁業計測,漁獲物の計測とこれらの分析を行い，漁業調査研究手法の基礎的
事項を理解させる。なお，乗船に先立ちガイダンスを行い、これに基づいて受講者は
事前研究を行う。乗船中は漁獲試験，漁業計測と解析を行う。

3） 漁業機械の実地確認
船に装備されている種々の漁業機械の作動状況を実地に確認して、漁業機械の動作原
理の理解を深める。

4） 漁業作業の実体験
船上作業を通じて漁具構造と作業性との関連を理解し，協調性を涵養する。

5） 水産施設等の見学
寄港地において水産・港湾施設や大学研究所などを見学し，海洋からの生物生産につ
いて理解させる。

＜注＞

（理解すべき項目）
漁具構造，作業性，漁業計測手法，資料解析手法

実習の進め方

乗船前に実習計画のガイダンスを行い、乗船中は教員が随時指導する。

履修要件

成績評価の方法 船上での調査・計測・分析作業への参加度及び，レポートを総合評価する。

合格基準 漁具構造と作業性との関連が理解できること計測資料を整理できること

関連項目 漁業学，漁業学演習，漁業学実習



AGRI-FISH-WEBシステム

file:///C/Users/ia18057user/Desktop/01学部関係作業フォルダ/教務関係/シラバス関連/シラバス/水産学部/H18/H18.html[2023/03/26 13:03:21]

 

授業科目 航海技術実習
Onboard training Navigation and Seamanship

開講期 ５期

単位数 1

キーワード 見張り、操舵、当直、測位、航海計器、海上衝突予防法、海上交通安全法、港則法

担当教員 教員室 質問受付時間

松野 保久 環境情報科学講座 管理棟3階 301号室 乗船期間中随時

授
業
目
標

本実習は、かごしま丸に乗船し、航海のために必要な初歩的な技術を修得する。本実習での目標
は、次の３点である。
(1)操舵と見張りの励行を通して、船舶の衝突の危険性について理解する。
(2)海図の使用方法ならびに船位決定法を実践する。
(3)海上衝突予防法など海上における関連法規を理解し実践する。

実

習

計

画

1） 当直と操船
（1）見張り
（2）操舵号令と操舵

2） 沿岸航海における船位の決定
（3）コンパスによる交差方位法
（4）レーダによる船位決定法

3） 海上衝突予防法の理解と実践
（5）行き会い船の航法
（6）横切り船の航法
（7）追い越し船の航法

4） 各種航海計器の操作方法

5） 各種水路図誌の見方

6） 海図、三角定規、ディバイダーなどの使用方法

7） 港湾事情の調査

実習の進め方

受講学生を班分けにし、それぞれの班が当直時に、指導教官・船舶教官より指導を受ける。また
船内教室において、重要な課題についての解説を受ける。

履修要件

成績評価の方法 乗船中における実習に取り組む態度およびレポートにより評価する。

合格基準 航海術、運用術に関する基礎的技術の修得

関連項目 海洋測位学基礎、海洋測位学
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授業科目 熱帯漁業実習
Onboard Practical on Tropical Fishery

開講期 6期

単位数 2

キーワード 熱帯漁業、乗船調査法、漁獲過程

担当教員 教員室 質問受付時間

安樂 和彦 漁業基礎工学講座管理研究棟1階121号室 月曜日13：00－17：00

授
業
目
標

熱帯・亜熱帯漁業の試験操業を行い、漁業分野の乗船調査法を学ぶ。漁業調査業務に必要な技術
の習得を目的とする。

実

習

計

画

1） 漁獲記録と漁獲効率・漁獲過程の分析
操業記録・漁獲記録を基にデータの整理方法、分析方法を学ぶ。

2） 漁獲魚の生物学的調査分析
図鑑による種の同定、体長・体重の計測、雌雄判別等の方法を学び、得られたデータ
の分析方法を習得する。

3） 基礎統計ゼミ
乗船中に統計ゼミを行い、基本等計量・数値の視覚化等を復習し、統計学的検定方法
について学ぶ。分析には表記計算ソフトを用いる。

＜注＞

統計に関するテキストを持参すること。特に指定はしないが、基本等計量、確率分布（正規分布
、ｔ分布等）について記載のあるもの。1年次に受講した「統計学」のテキストでもよい。

実習の進め方

乗船前のオリエンテーションにおいて、実習内容の詳細を伝達する。学生は、操業に必要な漁具
作成・準備等を行い、試験漁具構成を理解する。乗船中は操業調査実習、分析演習を繰り返す。
航海当直にはあたらないがその間、統計学演習、分析演習を行う。操業実習に加えて、野外調査
資料整理の基礎に必要な統計学基礎演習を船上で行う。下船後にも学部教室において分析作業を
継続して実施し、各自乗船調査報告書（レポート）を定められた期日までに提出する。

参考書

図書館に所蔵されている、水産庁および都道府県の調査報告書等を読んでおくことが望ましい。

履修要件

成績評価の方法 事前調査、船上での調査・分析作業への参加度、内容の修得度を総合的に評価する。

合格基準 熱帯・亜熱帯漁業の船上調査と資料の分析に関する技術的手法について、通常の漁業
調査業務に必要な程度に習得できていること。

関連項目 漁業基礎工学講座の開講科目
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授業科目 海洋環境観測実習 I
General Oceangraphy (On Board Training I)

開講期 ５期

単位数 1

キーワード かごしま丸， 海洋観測法， 水温・塩分測定， 採水法， 海上気象観測

担当教員 教員室 質問受付時間

中村 啓彦 環境情報科学講座 管理棟２階 ２０２号室 金曜日15:00～17:00

授
業
目
標

海洋環境の実態を把握するためには，船舶を用いた海洋観測が必要不可欠である。この理由は，
たとえ高度に発達した地球観測のための人工衛星があったとしても，人工衛星では海洋内部の環
境を透視することが原理的にできないがゆえに，現場へ足を運び海中に測器を沈めて観測を実施
しなければならないからである。当実習では，大学卒業後に海洋調査関連の会社や研究所で働く
ために必要な能力を身に付けることを目標として，練習船「かごしま丸」に乗船し船舶を利用し
て行なう海洋観測の知識と技術を習得する。

実

習

計

画

1） 海洋観測に必要な知識
１） 海洋観測者の心得
２） 海洋観測計画の立て方

2） 海洋観測に必要な技術
１） 野帳の書き方
２） 時刻・位置・水深の測定法
３） 海上気象観測 （気温，湿度，風向，風速，雲量，天候）
４） 海表面観測 （水温・塩分・透明度・水色など）
５） 水温・塩分の鉛直分布測定
６） 採水法

3） 海洋観測資料整理
１）塩分検定
２）取得資料の整理と報告書の作成

＜注＞

海洋環境観測実習IIと実習の主たる内容は同じであるが，実習観測海域や観測対象が異なるため
，乗船後の資料整理の内容が異なる。

実習の進め方

・乗船前：実習内容，海洋観測に必要な知識を説明する（１～２回のミーティング）。
・乗船中：グループを構成し，海洋観測技術の実習を行なう（１日８時間程度の実習）。
・乗船後：取得海水の塩分分析を行なう。取得観測資料の簡単な整理を行い，実習報告書にまと
める。

参考書

黒潮，茶円正明・市川洋 著，かごしま文庫71，春苑堂出版，ISBN4-915093-78-6，¥1500： 海洋観
測物語－その技術と変遷－，中井俊介 著，成山堂書店，ISBN4-425-51141-7，¥4600

履修要件

成績評価の方法 実習の観察評価，実習報告書

合格基準 上記実習内容を理解しているかどうか。

関連項目 海洋環境学，水産海洋学，海洋気象力学，海洋環境学実験，海洋環境観測実習II
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授業科目 海洋環境観測実習 II
General Oceangraphy (On Board Training Ⅱ)

開講期 ６期

単位数 1

キーワード かごしま丸， 海洋観測法， 水温・塩分測定， 採水法， 海上気象観測

担当教員 教員室 質問受付時間

中村 啓彦 環境情報科学講座 管理棟２階 ２０２号室 金曜日15:00～17:00

授
業
目
標

海洋環境の実態を把握するためには，船舶を用いた海洋観測が必要不可欠である。この理由は，
たとえ高度に発達した地球観測のための人工衛星があったとしても，人工衛星では海洋内部の環
境を透視することが原理的にできないがゆえに，現場へ足を運び海中に測器を沈めて観測を実施
しなければならないからである。当実習では，大学卒業後に海洋調査関連の会社や研究所で働く
ために必要な能力を身に付けることを目標として，練習船「かごしま丸」に乗船し船舶を利用し
て行なう海洋観測の知識と技術を習得する。

実

習

計

画

1） 海洋観測に必要な知識
１） 海洋観測者の心得
２） 海洋観測計画の立て方

2） 海洋観測に必要な技術
１） 野帳の書き方
２） 時刻・位置・水深の測定法
３） 海上気象観測 （気温，湿度，風向，風速，雲量，天候）
４） 海表面観測 （水温・塩分・透明度・水色など）
５） 水温・塩分の鉛直分布測定
６） 採水法

3） 海洋観測資料整理
１）塩分検定
２）取得資料の整理と報告書の作成

＜注＞

海洋環境観測実習Iと実習の主たる内容は同じであるが，実習観測海域や観測対象が異なるため，
乗船後の資料整理の内容が異なる。

実習の進め方

・乗船前：実習内容，海洋観測に必要な知識を説明する（１～２回のミーティング）。
・乗船中：グループを構成し，海洋観測技術の実習を行なう（１日８時間程度の実習）。
・乗船後：取得海水の塩分分析を行なう。取得観測資料の簡単な整理を行い，実習報告書にまと
める。

参考書

黒潮，茶円正明・市川洋 著，かごしま文庫71，春苑堂出版，ISBN4-915093-78-6，¥1500： 海洋観
測物語－その技術と変遷－，中井俊介 著，成山堂書店，ISBN4-425-51141-7，¥4600

履修要件

成績評価の方法 実習の観察評価，実習報告書

合格基準 上記実習内容を理解しているかどうか。

関連項目 海洋環境学，水産海洋学，海洋気象力学，海洋環境学実験，海洋環境観測実習I
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授業科目 海洋社会学
Marine Sociology

開講期 ３期

単位数 2

キーワード 日本社会、文化、伝統、社会構造

担当教員 教員室 質問受付時間

佐久間美明 海洋社会科学講座管理・漁業経営棟３階323号室 水曜日 午後

授
業
目
標

社会学の視点から水産業や海に関わる生活をしている人々を含む社会構造を良く知り理解を深め
ること。

講

義

計

画

第1回 社会学とはなにか
第2回 社会学の分析レベル
第3回 社会学的方法&#8212;事実をつかむ
第4回 社会調査の過程
第5回 情報収集
第6回 社会問題としての調査
第7回 文化の発生
第8回 文化の多様性
第9回 文化変動

第10回 社会化と人間形成
第11回 社会化の基礎
第12回 社会化の目標
第13回 社会化のダイナミズム
第14回 社会的自己
第15回 期末レポート作成

理解すべき項目

日本社会、文化、伝統、社会構造

履修要件

成績評価の方法 出席率６割以上の学生に平常点５割、レポート５割

合格基準 60点以上

関連項目 海洋社会文化論
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授業科目 水産経営学
Industrial Administration on Fisheries

開講期 ３期

単位数 2

キーワード 漁業経営、養殖経営、漁業制度、漁業管理、水産物流通、漁業労働、漁協

担当教員 教員室 質問受付時間

佐野 雅昭 海洋社会科学講座３階３２６号室 月曜日 13:30～15:00

授
業
目
標

１．漁業生産活動、特に沿岸域における漁業とその経営に関する 幅広い基礎的知識の習得
２．現代社会における漁業の経済的な位置の認識
３．現代の資本主義社会への理解の深化

なおここで扱う水産経営学とは単に個別漁業経営の継続的な利益追求活動のあり方を定式化する
ものではなく、その経営基盤となる漁村、漁場、漁協、経営の条件となる歴史、技術、制度、市
場などを含めた産地としての生産構造を分析の対象とする幅広いものとして捉えている。そこで
は日本漁業の歴史的展開過程、漁業を取り巻く諸制度や政策、労働過程と技術展開、水産物の市
場流通構造などを正しく理解する必要があろう。４期以降に漁業経済関連分野を学ぶ上で基礎と
なる科目でもあり、高い水準の達成度が期待される。

講

義

計

画

第1回 オリエンテーション～水産経営学の目的
第2回 漁業における経営概念～漁業生産の特質と前近代性の理解
第3回 日本の漁業制度と漁業種類の概観（１）～沿岸漁船漁業の生産力の特徴
第4回 日本の漁業制度と漁業種類の概観（２）～海面養殖業の生産力の特徴
第5回 日本の漁業制度と漁業種類の概観（３）～沖合・遠洋漁業の生産力の特徴
第6回 漁場の集団的利用～資源管理型漁業と漁業経営
第7回 海面養殖業における経営～養殖経営の本質とその経営問題
第8回 漁業労働の特質と担い手問題
第9回 漁協と漁家経営

第10回 水産物の流通構造～市場流通と市場外流通
第11回 水産物の消費構造と小売業態の変化
第12回 水産物需給の国際化～日本市場の地位低下
第13回 水産業におけるアグリビジネスの展開～企業型経営の世界市場支配
第14回 多面的利用と沿岸域管理～漁業の公共性
第15回 期末試験

理解すべき項目

１．日本の漁業制度と漁業種類の特徴
２．漁業における経営問題の特質
３．水産物流通構造とその特徴
４．現代社会における漁業の存在状況

履修要件

成績評価の方法 出席率６割以上の者に期末試験を課す。

合格基準 期末試験において６０％以上の正答率を達成すること。成績上位者から順に３：４：
３の割合で優・良・可の評定を与える。

関連項目 「水産経済入門」、「水産経営学演習?」、「水産経営学演習?」、「地域社会調査」
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授業科目 水産政策論
Fisheries Policy in Japan

開講期 ３期

単位数 2

キーワード 水産庁、漁業法、水産業協同組合法、水産基本法

担当教員 教員室 質問受付時間

佐久間美明 管理研究棟323室 水曜日午後

授
業
目
標

我が国の水産政策について、基本法制の観点から理解する。

講

義

計

画

第1回 水産政策の概要
第2回 漁業制度史（１）明治時代まで
第3回 漁業制度史（２）明治以降現代まで
第4回 漁業法（１）
第5回 漁業法（２）
第6回 漁業法（３）
第7回 漁業法（４）
第8回 水産業協同組合法（１）
第9回 水産業協同組合法（２）

第10回 水産業協同組合法（３）
第11回 水産業協同組合法（４）
第12回 水産基本法（１）
第13回 水産基本法（２）
第14回 水産基本法（３）
第15回 期末テスト

理解すべき項目

漁業法、水産業協同組合法、水産基本法

参考書

農林水産行政研究会編『農林水産行政』ぎょうせい、平成10年刊 

履修要件

成績評価の方法 出席点と期末テスト

合格基準 我が国の水産政策について、基本法制の観点から理解すること。

関連項目 水産法制論
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授業科目 水産資源経済学
Fisheries Resources Economics

開講期 ４期

単位数 2

キーワード 需要と供給，環境資源，

担当教員 教員室 質問受付時間

佐久間 美明 海洋社会科学講座 管理研究棟３階３２３号室 木曜日08:30～17:00

授
業
目
標

経済学の基礎理論を身につけるとともに，水産資源の特質と漁業における産業構造の特殊性にと
もない，どの様な経済問題が生じるかを理解する。あわせて，そのような経済問題に対応した政
策についても，修得する。

講

義

計

画

第1回 需要と供給の理論（消費と生産における意思決定の論理を教授する）
第2回 市場均衡と独占禁止法（理想的な市場条件では社会的に望ましい生産と消費が達成）
第3回 国民経済計算と景気循環（マクロ経済学の基礎）
第4回 経済政策と産業政策（市場の失敗と政府の失敗）
第5回 外部不経済効果と課税・補助金政策（資源・環境経済学の基礎理論）
第6回 コースの定理と取引費用理論（水産政策を行っても最適な資源利用が難しい理由）
第7回 生物資源の資本理論（水産資源の成長・再生産を銀行の利子や投資収益と比較する）
第8回 水産資源の不確実性と漁業災害補償制度（大きなリスクに対応するための政策保険）
第9回 ＭＳＹとＭＥＹ，およびＯＹ（水産資源の管理目標をどこにおくか）

第10回 ＴＡＣとＴＡＥ，およびＩＴＱ（管理目標をどのような手法で達成するか）
第11回 資源管理型漁業と独占禁止法（漁業者同士の話し合いによる日本的管理の特色）
第12回 国内の漁業調整問題（沿岸漁業と沖合漁業，複数漁業種類，複数魚種漁獲等の分配）
第13回 国際的漁業管理（国による管理目標の違い，漁業管理機関の役割，貿易との関連）
第14回 水産業における環境問題と雇用問題（複数目標を達成するためのシステム造り）
第15回 期末試験

理解すべき項目

ミクロ経済学とマクロ経済学の基本的な考え方経済学から見た水産資源利用に関わる問題と，政
策的対応

履修要件

成績評価の方法 出席，レポート及び期末試験で総合的に評価する。

合格基準 経済学の基礎理論を身につけ，水産資源管理に応用できること。

関連項目 水産経済入門，水産経済学演習I・II
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授業科目 海洋地域学
Maritime Regional Science

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 水産白書、水産基本法、内発的発展、漁村活性化、多面的機能

担当教員 教員室 質問受付時間

島 秀典 海洋社会科学講座管理研究棟３階３２２号室 月曜日08:30～17:00

授
業
目
標

海洋地域学では漁村地域の活性化について学習する。そのためには、第1に水産白書及び水産基
本法を通して、日本の水産業全体を理解すると共に、漁村地域が抱える諸問題を学ぶ。第2は、
一村一品運動などの地域活性化の事例を紹介しながら、内発的発展の理論を学ぶ。第3は、漁村
活性化の事例を紹介しながら、漁村活性化の手法を学び、これからの漁村振興のあり方について
理解を深める。

講

義

計

画

第1回 オリエンテーション ～授業の目的と内容の説明～
第2回 日本の水産業の概要 ～「水産白書」を利用して～
第3回 水産基本法の成立過程 ～水産基本政策検討会の議論を中心として～
第4回 水産基本法の骨子と内容 ～水産基本法制定の背景及び水産基本計画など～
第5回 地域イメージを考える
第6回 地域活性化の事例紹介 ～大分県大山町など～
第7回 内発的発展論
第8回 漁村活性化の事例紹介（１） ～宮崎県北浦町など～
第9回 漁業の担い手の確保・育成 ～中核的漁業者協業体など～

第10回 水産業改良普及活動と漁協
第11回 漁村活性化の事例紹介（２） ～鹿児島県笠沙町など～
第12回 漁村と都市の交流等
第13回 水産業及び漁村の多面的機能
第14回 漁村活性化の手法 ～事業開発と生活文化～
第15回 期末試験

理解すべき項目

漁村問題とは何か、内発的発展の理論、一村一品運動、漁村活性化の手法等について，授業内容
の理解に努めるとともに，復習等により理解を深めていくこと。

履修要件

成績評価の方法 授業態度，レポート及び期末試験で総合的に評価する。

合格基準 漁村活性化の背景と内容及び手法が理解できていること。

関連項目 水産経済学演習I
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授業科目 海洋社会科学特別講義 I
Special Lecture on Marine Social Science Ⅰ

開講期 ６期

単位数 2

キーワード 日本水産業 産業構造 トピック

担当教員 教員室 質問受付時間

三輪千年

授
業
目
標

変貌する日本水産業の構造と特質について，関連分野の第一線で活躍している専門家を非常勤講
師として招き，最新の知見を集中講義によって習得する。

講

義

計

画

第1回 (未定)

第2回 (未定)

第3回 (未定)

第4回 (未定)

第5回 (未定)

第6回 (未定)

第7回 (未定)

第8回 (未定)

第9回 (未定)

第10回 (未定)

第11回 (未定)

第12回 (未定)

第13回 (未定)

第14回 (未定)

第15回 (未定)

理解すべき項目

講師によってもたらされた最新の知見

授業外学習及び注意事項

講義形式で行う予定だが，出来るだけ最新の知見を盛り込んだ授業を企画している。そのため，
具体的内容や講師は，現時点では未定である。なお，本講義は隔年の集中講義で行うので，開講
時期については掲示に注意すること。 

履修要件

成績評価の方法 出席と試験，もしくはレポートの予定

合格基準 講師によってもたらされた最新の知見を理解すること

関連項目 水産経営学，海洋地域学，水産経済入門
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授業科目 国際海洋開発論
International Marine Development

開講期 ５期

単位数 2

キーワード ＯＤＡ，開発経済学，開発輸入

担当教員 教員室 質問受付時間

佐久間 美明 海洋社会科学講座 管理研究棟３階３２３号室 水曜日午後

授
業
目
標

海洋開発に関する国際的な諸問題の歴史的背景，現状と課題，理論的分析手法について理解を深
める。

講

義

計

画

第1回 海洋開発の産業的特質
第2回 我が国及び世界における海洋開発の歴史
第3回 開発経済学の理論Ｉ（経済発展のプロセスと経済発展の諸類型）
第4回 開発経済学の理論ＩＩ（経済発展における教育の役割と輸出志向工業化論）
第5回 開発経済学の理論ＩＩＩ（貧困と不平等の政治経済学）
第6回 開発経済学の理論?（潜在能力アプローチと「人間開発」）
第7回 ＯＤＡ（政府開発援助）の基礎データと国際援助に関する諸説
第8回 我が国における水産援助の現状と課題
第9回 水産関連新製品開発とマーケティング問題

第10回 海洋の多面的機能と利用のあり方
第11回 海洋開発における環境問題
第12回 海洋開発における国際機関の役割
第13回 海洋開発と貿易Ｉ（開発輸入による一次産業の開発）
第14回 海洋開発と貿易ＩＩ（多国籍企業による食品工業を軸とした国際ネットワーク）
第15回 試験

理解すべき項目

開発経済学の理論，海洋開発と資源・環境問題，貿易と海洋開発に関わる問題

履修要件

成績評価の方法 出席，レポート及び期末試験で総合的に評価する。

合格基準 海洋開発に関わる理論を身につけ，現実の問題に応用できること。

関連項目 国際海洋開発論演習Ｉ，国際海洋開発論演習ＩＩ
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授業科目 食料経済論
Food Economics

開講期 ６期

単位数 2

キーワード 飢餓と飽食，生産から消費まで，食生活

担当教員 教員室 質問受付時間

渡辺 克司(非常勤) wkatsumac@eco.iuk.ac.jpで随時

授
業
目
標

食の安全・安心と食の安定的な供給体制とその流通・消費のあり方が今ほど問われているときは
ない。2003年に農水省が行った調査によるとその９割が『食料供給に不安』と答え、40％（カロ
リーベース）にまで低下したわが国の食料自給率はきわめて深刻な課題となっている。さらに表
示の偽造問題や牛海綿状脳症（ＢＳＥ）問題や鶏インフルエンザの世界的な拡大と人間への感染
問題、またWTO体制下での「食」のグローバル化・貿易の自由化がすすみ、世界の８億人が飢え
ている実態&#8212;飢餓と飽食の２極構造をいっそう深刻なものにしている。本授業では地球的
な観点から「食」にかかわる生産から流通・消費&#8212;フードシステムーを対象にして、世界
の食料問題・食料安全保障の問題、環境問題や食品安全行政など視野にいれて、あるべき「食」
のあり方を考えていきたいと思います。

講

義

計

画

第1回 食ビジネスの展開と食生活の変貌
第2回 フードビジネスと現代の食
第3回 世界の食料事情と多国籍アグリビジネスによる食料支配
第4回 経済のグローバル化とコメ・ビジネス
第5回 畜産物の生産・流通と食肉ビジネス
第6回 果実・果汁と野菜のグローバル化
第7回 冷凍食品生産拠点のアジア展開
第8回 コーヒー・紅茶とアグリビジネス
第9回 水産物市場のグローバル化

第10回 世界の食料問題と遺伝子組換え作物
第11回 食の安全と表示をどうするか
第12回 地域に根ざした食と農の再生運動
第13回 食と農をめぐる国際的運動
第14回 (未定)

第15回 (未定)

理解すべき項目

食料消費の構造，食料の国内問題と国際問題

履修要件

成績評価の方法 出席と試験，もしくはレポートの予定

合格基準 60点

関連項目 水産政策論，水産資源経済学，水産経済学演習I
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授業科目 民法
Civil Law

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 私法，財産法，物権，債権

担当教員 教員室 質問受付時間

田平紀男(非常勤) 法文学部１号館６階 商法研究室 金曜日・３時限

授
業
目
標

私人相互間の生活関係を規律する法は伝統的に私法と呼ばれており，私法の主要な部分を形成し
ているのが民法である。この民法の財産法部分（「総則」，「物権」及び「債権」）の，入門的
な学習をする。

講

義

計

画

第1回 ガイダンス
第2回 序論
第3回 権利の主体
第4回 権利の客体
第5回 法律行為（１）
第6回 法律行為（２）
第7回 法律行為（３）
第8回 物権（１）
第9回 物権（２）

第10回 物権（３）
第11回 債権（１）
第12回 債権（２）
第13回 債権（３）
第14回 債権（４）
第15回 まとめ

理解すべき項目

自然人，法人，物，物権，債権

履修要件

成績評価の方法 期末試験，平常点

合格基準 民法の基本概念を理解できること

関連項目 商法，水産法学
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授業科目 国際海洋制度論
Special Lecture on Law of the Sea

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 国連海洋法条約、排他的経済水域、航行利用の制度

担当教員 教員室 質問受付時間

田中 則夫（非常勤講師） 龍谷大学

授
業
目
標

国際海洋制度について、国際法の観点から理解する。

講

義

計

画

第1回 国際社会と法
第2回 国際海洋制度の歴史（１）世紀ごとの特徴
第3回 国際海洋制度の歴史（２）２０世紀における海洋制度の歴史
第4回 航行利用の制度（１）領海
第5回 航行利用の制度（２）国際海峡・群島水域
第6回 航行利用の制度（３）公海
第7回 資源開発の制度（１）排他的経済水域（ＥＥＺ）
第8回 資源開発の制度（２）公海漁業の規制
第9回 資源開発の制度（３）大陸棚

第10回 資源開発の制度（４）深海底
第11回 海洋汚染防止の制度（１）トリーキャニオン号事件
第12回 海洋汚染防止の制度（２）国連海洋法条約における汚染防止制度
第13回 日本と国際海洋法制度（１）
第14回 日本と国際海洋法制度（２）
第15回 おわりに

理解すべき項目

領海、無害通航権、排他的経済水域、旗国主義

参考書

『ベーシック条約集』（東信堂）、松井芳郎・田中則夫他『国際法』（有斐閣）

授業外学習及び注意事項

集中講義になるので、開講時期については掲示に注意すること。

履修要件

成績評価の方法 出席点等を中心にする

合格基準 国際海洋制度について、国際法の観点から理解すること

関連項目
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授業科目 水産流通学
Distribution System of Fisheries Products

開講期 ３期

単位数 2

キーワード 水産物流通 水産物消費 産地市場 卸売市場 小売市場 価格 需要 供給

担当教員 教員室 質問受付時間

佐野雅昭 海洋社会科学講座３階３２６号室 月曜日 13:30～15:00

授
業
目
標

１．水産物流通の基礎的及び現代的特徴を理解すること
２．水産物消費の現代的特徴を理解すること
３．重要品目の需給について知識を得ること

講

義

計

画

第1回 オリエンテーション～水産物流通業界
第2回 伝統的な市場流通の構造と特徴
第3回 市場流通の変化と多様な場外流通
第4回 量販店の特徴とその影響
第5回 新しい流通～直販の進展
第6回 水産物消費の特徴～地域間格差
第7回 水産物消費の特徴～世代間格差
第8回 水産物の輸入～
第9回 水産物の輸出～

第10回 水産加工業の機能と展開
第11回 ブリ類の生産・流通・消費及び価格形成とその課題
第12回 サケ類の生産・流通・消費及び価格形成とその課題
第13回 マグロ類の生産・流通・消費及び価格形成とその課題
第14回 水産物流通の課題
第15回 期末試験

理解すべき項目

水産物流通にはその商品特性に起因する特徴があり、その結果として現在の流通・消費構造が形
成されていること。また品目ごとの個別性が強く、総体として複雑な構造を持っていること。

履修要件

成績評価の方法 出席率６割以上の者に期末試験を課す。

合格基準 期末試験において６０％以上の正答率を達成すること。成績上位者から順に１：２：
４：３の割合で秀・優・良・可の評定を与える。

関連項目 「水産経済入門」、「水産経営学」
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授業科目 地域社会調査法
Regional Socio-economic Survey

開講期 ３期

単位数 2

キーワード 社会調査、地域資源

担当教員 教員室 質問受付時間

佐久間美明 管理研究棟３２３室 水曜日午後

授
業
目
標

社会科学的な分析には欠かせない，現地調査の各種手法を理解する事を目的とする。

講

義

計

画

第1回 イントロダクション
第2回 アンケート調査設計１
第3回 アンケート調査設計２
第4回 アンケート調査設計３
第5回 ヒアリング調査１
第6回 ヒアリング調査２
第7回 ヒアリング調査３
第8回 文献調査１
第9回 文献調査２

第10回 文献調査３
第11回 統計データの利用法１
第12回 統計データの利用法２
第13回 調査項目の明確化と絞り込み
第14回 データ分析手法
第15回 試験

理解すべき項目

アンケート調査、ヒアリング調査、データ分析手法

履修要件

成績評価の方法

合格基準 現地調査の手法を理解すること。

関連項目 地域社会調査演習、漁家調査演習
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授業科目 水産法制論
Fisheries Institutions in Japan

開講期 ４期

単位数 2

キーワード

担当教員 教員室 質問受付時間

佐野雅昭 海洋社会科学講座３階３２６号室 月曜日 13:30～15:00

授
業
目
標

１．日本の水産業に関わる法社会制度の中で、水産基本法、漁業 水協法以外のものを概説する
２．日本の水産業の構造を大まかに理解する

講

義

計

画

第1回 オリエンテーション～水産業と制度
第2回 食育基本法の施行と水産物の消費
第3回 卸売市場法の変化と水産物流通の変化
第4回 ＪＡＳ法と水産物表示問題
第5回 水産資源の管理を巡る諸制度～漁業権行使規則からTAC法まで
第6回 漁業金融～系統金融及び制度資金とその流れ
第7回 漁業共済制度の仕組みと機能
第8回 担い手対策に関わる事業と効果
第9回 外国人船員を巡る現状と関連する諸制度

第10回 養殖新法とその意義
第11回 薬事法とホルマリン問題
第12回 外国為替及び外国貿易法によるＩＱ制度と水産物貿易
第13回 公有水面埋立法と沿岸域開発
第14回 遊漁船業の展開と遊適法
第15回 期末試験

理解すべき項目

１．日本の水産業に関連する諸制度の概要
２．水産業の構造と社会的な位置づけ

授業外学習及び注意事項

途中入室は出席点を減じることがある

履修要件

成績評価の方法 成績評価の方法 出席率６割以上の者に期末試験を課す。 

合格基準 合格基準 期末試験において６０％以上の正答率を達成した者を合格とし、合格者の
上位から１：２：４：３の割合で秀・優・良・可の評定を与える。 

関連項目 関連項目 「水産経済入門」、「水産経営学」、「水産政策論」
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授業科目 海洋文化論
Maritime Culture

開講期 ４期

単位数 2

キーワード 魚食、漁労、海洋資源管理、海洋環境

担当教員 教員室 質問受付時間

佐久間美明 管理研究棟３２３室 水曜日午後

授
業
目
標

海は人間にとって理解することが難しく、変化が激しい領域です。海洋関連の産業や生活に伴い
、独特の文化が形成されてきました。本授業では、魚食、漁労、海洋資源管理、海洋環境の多面
的利用等について理解し、陸域とは異なる環境が海洋文化に与えた影響について考察します。

講

義

計

画

第1回 オリエンテーション
第2回 島の見方、山の見方
第3回 魚食文化（１）
第4回 魚食文化（２）
第5回 魚食文化（３）
第6回 漁労文化（１）
第7回 漁労文化（２）
第8回 漁労文化（３）
第9回 海洋資源管理と所有論（１）

第10回 海洋資源管理と所有論（２）
第11回 海洋環境の多面的機能（１）
第12回 海洋環境の多面的機能（２）
第13回 沿岸域の多面的利用（１）
第14回 沿岸域の多面的利用（２）
第15回 期末レポート作成

理解すべき項目

１．魚食文化の特質を理解する。 
２．漁労文化の特質を理解する。 
３．沿岸域における環境文化の特質を理解する。 
４．陸の文化と海の文化の違いを理解する。

履修要件

成績評価の方法 出席簿代わりの学習シート記載内容５割、レポート５割で評価します。

合格基準 海洋文化の特質を理解すること。

関連項目
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授業科目 食品マーケティング論
Food Marketing Theory

開講期 ４期

単位数 2

キーワード マーケティング 市場 ブランド 価格戦略 ＳＴＰ 

担当教員 教員室 質問受付時間

佐野雅昭 洋社会科学講座３階３２６号室 月曜日 13:30～15:00

授
業
目
標

１．マーケティング理論の基本を学ぶ
２．マーケティングの現実を知る
３．食品に関するブランド化や販売手法についての知識を深める

講

義

計

画

第1回 オリエンテーション～マーケティングのコンセプト
第2回 マーケティングのプロセスとマーケティングミックス
第3回 市場機会の発見
第4回 セグメンテーションとターゲッティング
第5回 ポジショニング
第6回 顧客価値と顧客満足
第7回 市場での競争相手
第8回 顧客価値の創造～製品戦略
第9回 顧客価値の創造～ブランド戦略

第10回 顧客価値の伝達～マーケティングチャネル戦略
第11回 顧客価値の伝達～営業戦略
第12回 顧客価値の説得～価格戦略
第13回 顧客価値の説得～コミュニケーション戦略
第14回 水産物のマーケティングにおける特徴と限界
第15回 期末試験

理解すべき項目

１．マーケティング理論の基礎
２．食品のマーケティングにおける特性と問題点

参考書

「経営学入門シリーズ・マーケティング」日経文庫、日本経済新聞社

履修要件

成績評価の方法 出席率６割以上の者に期末試験を課す。 

合格基準 期末試験において６０％以上の正答率を達成した者を合格とし、成績上位者から順に
１：２：４：３の割合で秀・優・良・可の評定を与える。 

関連項目 関連項目 「水産経済入門」、「水産経営学」、「水産流通学」 
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授業科目 漁業協同組合論
Fisheries Cooperatives

開講期 ４期

単位数 2

キーワード 協同組合 漁業権管理団体 経済事業団体 組合員 漁業協同組合連合会

担当教員 教員室 質問受付時間

島秀典 管理研究棟３２２室 水曜日午後

授
業
目
標

漁業協同組合は協同組合の種類の一つである。協同組合について基本的な事項の学習を踏まえて
、漁業協同組合に関する理解を深める。具体的には、漁業協同組合の歴史と現状に関する学習を
通して、漁業協同組合の特性を理解すると共に、漁業協同組合が抱える主要な問題について考察
を深め、漁業協同組合の研究動向を紹介しながら、これからの漁業協同組合を展望する。

講

義

計

画

第1回 本授業のガイダンス
第2回 協同組合とは何か～協同組合の歴史～
第3回 協同組合原則について
第4回 漁業協同組合の歴史
第5回 水産業協同組合法について
第6回 漁業協同組合の現状
第7回 漁業協同組合と漁業権～漁業権管理団体としての機能～
第8回 漁業協同組合の事業～経済事業団体としての機能～
第9回 漁業協同組合運動～組織体としての機能～

第10回 漁業協同組合の組合員について
第11回 漁業協同組合の経営について
第12回 漁業協同組合の合併について
第13回 漁業協同組合連合会について
第14回 漁業協同組合の研究動向～課題と展望～
第15回 期末試験

理解すべき項目

漁業協同組合の歴史、漁業協同組合の機能、漁業協同組合の合併と漁業協同組合連合会

授業外学習及び注意事項

質問、研究室への訪問は歓迎します。研究室にいないこともありますので、事前に連絡して下さ
い。

履修要件

成績評価の方法 期末試験と出席状況等により、総合的に評価する。

合格基準 授業目標の具体的な項目内容について、６割以上を理解していること。

関連項目 海洋地域論
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授業科目 地域社会調査
Regional Socio-economic Field Survey

開講期 ５期

単位数 2

キーワード フィールドワーク、社会調査、地域資源

担当教員 教員室 質問受付時間

佐久間美明 管理研究棟３２３室 水曜日午後

授
業
目
標

社会科学的な分析には欠かせない，現地調査の各種手法を取得する事を目的とする。

講

義

計

画

第1回 各種調査手法に関する講義１（アンケート調査）
第2回 各種調査手法に関する講義２（ヒアリング調査）
第3回 各種調査手法に関する講義１（文献調査）
第4回 統計データの利用法に関する演習１
第5回 統計データの利用法に関する演習
第6回 調査目標と調査内容の議論
第7回 調査項目の明確化と絞り込み
第8回 調査票の設計
第9回 現地でのヒアリング調査演習

第10回 現地でのモニター調査演習
第11回 現地でのアンケート調査演習
第12回 調査結果の分析に関する演習１
第13回 調査結果の分析に関する演習２
第14回 調査レポート作成
第15回 現地報告会による地域貢献

理解すべき項目

地域調査の手法，統計データ分析手法，プレゼンテーションの技法

参考書

田中圭治郎編（2000）「現場の学問・学問の現場」世界思想社，川喜多二郎（1973）「野外科学
の方法」中公新書

授業外学習及び注意事項

数日間泊まりがけで現地調査を行う。具体的には以上のような流れで調査することを予定してい
る。

履修要件

成績評価の方法 出席点と現地報告会，およびレポート

合格基準 現地調査による情報収集能力と的確な分析技術の取得

関連項目 海洋社会科学講座が担当する他の科目で身につけた知識を実際に活かす調査である
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授業科目 水産経済学演習
Seminar on Fisheries Economics

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 地域活性化，モニター調査，フィールドワーク，漁村振興

担当教員 教員室 質問受付時間

島 秀典 海洋社会科学講座 管理研究棟３階３２２号室 月曜日08:30～17:00

授
業
目
標

漁村活性化をめぐる諸問題について、学生の自主的な研究報告に基づいて討議を行い、基礎的な
理解を深めるとともに、地域活性化モニター調査を実施することによって、漁村活性化の問題発
見や問題把握の方法を学習し、これからの漁村振興の具体的方策を提案できる能力を養う。

講

義

計

画

第1回 オリエンテーション ～演習の目的と内容の説明～
第2回 漁村活性化の研究報告及び論点をめぐる全体討議
第3回 漁村活性化の研究報告及び論点をめぐる全体討議
第4回 漁村活性化の研究報告及び論点をめぐる全体討議
第5回 漁村活性化の研究報告及び論点をめぐる全体討議
第6回 漁村活性化の研究報告及び論点をめぐる全体討議
第7回 漁村活性化の研究報告及び論点をめぐる全体討議
第8回 漁村活性化の研究報告及び論点をめぐる全体討議
第9回 漁村活性化の研究報告及び論点をめぐる全体討議

第10回 地域活性化モニター調査の事前準備
第11回 地域活性化モニター調査の事前準備
第12回 地域活性化モニター調査の事前準備
第13回 地域活性化モニター調査の実施
第14回 漁村活性化調査結果の報告と意見交換
第15回 調査報告書の作成と調査レポートの提出

授業外学習及び注意事項

第2回～9回
漁村地域がどのような問題を抱え、どのようにして地域の活性化を図っているのか。学生がグル
ープに分かれ、研究文献やインターネット等で漁村活性化の事例を自主的に調べ、その結果を報
告するとともに、漁村活性化の論点をめぐって全体討議を行う。
第10回～12回
調査予定の地域が抱える諸問題を事前に学習するとともに、現地の調査ニーズをベースとして地
域活性化モニター調査票の内容を検討する。
（演習の進め方） 
１．研究報告及び全体討議、事前準備及び調査票の検討は教室で行う。 
２．地域活性化モニター調査は実際に漁村地域に出かけて行う。調査地は事前交渉をする必要が
あることから、毎年同じ調査地とは限らない。 
３．現地調査を行うことから，各自で多くの活性化事例を調べておくこと。

履修要件

成績評価の方法 授業態度、研究報告、調査報告書、調査レポートによって総合的に評価する。

合格基準 漁村活性化の研究と調査について理解できていること。

関連項目 海洋地域学
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授業科目 海洋社会学演習 I
Seminar Marine Sociology Ⅰ

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 海人文化、日本社会、異文化

担当教員 教員室 質問受付時間

島秀典・佐久間美明 海洋社会科学講座管理・漁業経営棟３階321号室 水曜日 午後

授
業
目
標

海と関わる多様な世界・文化の広がりをしり、そこから自分や現在の日本社会との接点（共通点
、相違点）を見つける・異文化理解の方法を身につける。演習なので、自分でテーマを決め、そ
れを勉強し、効果的に発表し、討論しあう過程でコミュニケーションの取り方などを総合的に身
につける。

講

義

計

画

第1回 授業のガイダンス、学生のテーマ選定
第2回 演習にかかわる基礎知識に関して講義（1）
第3回 演習にかかわる基礎知識に関して講義（2）
第4回 演習にかかわる基礎知識に関して講義（3）
第5回 注意事項を参照
第6回 注意事項を参照
第7回 注意事項を参照
第8回 注意事項を参照
第9回 注意事項を参照

第10回 注意事項を参照
第11回 注意事項を参照
第12回 注意事項を参照
第13回 注意事項を参照
第14回 注意事項を参照
第15回 注意事項を参照

理解すべき項目

海人文化、日本社会、異文化

授業外学習及び注意事項

第５～15回 
学生による報告、討論、評価を中心に進める。報告がない場合は、関連研究の紹介を内容とした
講義を行うことがある。進め方は、教官が用意した参考文献の目次より各自の関心があるテーマ
を選び、報告日を決め、報告にむけてテーマと関連する論文や文献を読み、その他の資料を収集
し、報告の準備にかかる。報告の仕方やレジュメーの作り方は、教官とのやりとりの中で、進め
ていき、良い報告ができるようにする。

履修要件

成績評価の方法 出席６割以上の学生に平常点（参加者が報告に対して付ける）５割、教官がレポート
５割

合格基準 ６割以上

関連項目 海洋社会学、海洋社会文化論
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授業科目 国際海洋開発論演習 I
International Marine Development Ⅰ

開講期 ５期

単位数 2

キーワード ワークショップ，ディベート，コンフリクト，

担当教員 教員室 質問受付時間

佐久間 美明 海洋社会科学講座 管理研究棟３階３２３号室 木曜日08:30～17:00

授
業
目
標

国際海洋開発に関わる基本文献の読破と，資料の収集・分析によるレポートの作成・発表を通じ
て，当該分野の現状と課題について体系的に理解する。合わせてプレゼンテーションとディスカ
ッションの技法を取得する。

講

義

計

画

第1回 我が国における水産援助の現状と課題（１）
第2回 我が国における水産援助の現状と課題（２）
第3回 我が国における水産援助の現状と課題（３）
第4回 鯨類の利用と保全（１）
第5回 鯨類の利用と保全（２）
第6回 鯨類の利用と保全（３）
第7回 漁村における地域開発のあり方（１）
第8回 漁村における地域開発のあり方（２）
第9回 漁村における地域開発のあり方（３）

第10回 未利用資源の有効利用に関する社会科学的課題（１）
第11回 未利用資源の有効利用に関する社会科学的課題（２）
第12回 未利用資源の有効利用に関する社会科学的課題（３）
第13回 小規模漁業と大規模漁業のコンフリクト（１）
第14回 小規模漁業と大規模漁業のコンフリクト（２）
第15回 小規模漁業と大規模漁業のコンフリクト（３）

理解すべき項目

水産援助の役割，資源有効利用の問題，漁業におけるコンフリクト

履修要件

成績評価の方法 出席と事業態度，レポート及びプレゼンテーションで総合的に評価する。

合格基準 国際海洋開発の現状を理解し，筋の通った議論を行えること。

関連項目 国際海洋開発論，国際海洋開発論演習II
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授業科目 海洋社会学演習 II
Seminar Marine Sociology Ⅱ

開講期 ６期

単位数 2

キーワード 海人文化、日本社会、異文化

担当教員 教員室 質問受付時間

島秀典 海洋社会科学講座管理・漁業経営棟３階322号室 水曜日 午後

授
業
目
標

海と関わる多様な世界・文化の広がりをしり、そこから自分や現在の日本社会との接点（共通点
、相違点）を見つける・異文化理解の方法を身につける。演習なので、自分でテーマを決め、そ
れを勉強し、効果的に発表し、討論しあう過程でコミュニケーションの取り方などを総合的に身
につける。

講

義

計

画

第1回 授業のガイダンス、学生のテーマ選定
第2回 演習にかかわる基礎知識に関して講義（1）
第3回 演習にかかわる基礎知識に関して講義（2）
第4回 演習にかかわる基礎知識に関して講義（3）
第5回 注意事項を参照
第6回 注意事項を参照
第7回 注意事項を参照
第8回 注意事項を参照
第9回 注意事項を参照

第10回 注意事項を参照
第11回 注意事項を参照
第12回 注意事項を参照
第13回 注意事項を参照
第14回 注意事項を参照
第15回 注意事項を参照

理解すべき項目

海人文化、日本社会、異文化

授業外学習及び注意事項

第５～15回 
学生による報告、討論、評価を中心に進める。報告がない場合は、関連研究の紹介を内容とした
講義を行うことがある。進め方は、教官が用意した参考文献の目次より各自の関心があるテーマ
を選び、報告日を決め、報告にむけてテーマと関連する論文や文献を読み、その他の資料を収集
し、報告の準備にかかる。報告の仕方やレジュメーの作り方は、教官とのやりとりの中で、進め
ていき、良い報告ができるようにする。

履修要件

成績評価の方法 出席６割以上の学生に平常点（参加者が報告に対して付ける）５割、教官がレポート
５割

合格基準 ６割以上

関連項目 海洋社会学、海洋社会文化論
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授業科目 水産経営学演習 I
Industrial Administration on Fisheries

開講期 ５期

単位数 0

キーワード 水産経営、地域性、漁業種類、漁獲対象資源

担当教員 教員室 質問受付時間

佐野 雅昭 海洋社会科学講座３階３２６号室 月曜日 13:30～15:00

授
業
目
標

１．水産経営に関わる高度かつ具体的な知識の習得
２．水産業及び水産経営への理解の深化
３．地域的特徴、漁業種類毎の差違、漁獲対象資源の差違に起因 する水産経営の特徴の理解
なお、小グループに分かれ、前もって与えられた具体的なテーマに基づいて資料をまとめた後、
各々20分程度の発表及び質疑を行う演習形式をとる。各資料は発表の前回までに履修者に配布す
ることとし、全履修者はそれを事前に十分予習しておくことが必要となる。演習の際には履修者
間の積極的な質疑を期待するが、そこにおいては表現力・批判力を養成することも目的となる。

講

義

計

画

第1回 オリエンテーション～演習の目的と方法・課題の選定
第2回 ＜講義＞現代社会における水産経営の位置と特質
第3回 ＜講義＞現代社会における水産経営の現実と課題
第4回 地域の水産経営実態と特徴（１）～北海道区、太平洋北区、太平洋中区
第5回 地域の水産経営実態と特徴（２）～太平洋南区、日本海北区、日本海西区
第6回 地域の水産経営実態と特徴（３）～東シナ海区、瀬戸内海区、遠洋漁場 など
第7回 漁業種類とその水産経営上の特性（１）～釣り、延縄、刺網
第8回 漁業種類とその水産経営上の特性（２）～定置網、底曳網、船曳網
第9回 漁業種類とその水産経営上の特性（３）～旋網、採貝藻、海面養殖業 など

第10回 重要漁獲対象資源に関連する水産経営の状況（１）～マグロ、カツオ、サケなど
第11回 重要漁獲対象資源に関連する水産経営の状況（２）～アジ、サバ、イワシなど
第12回 重要漁獲対象資源に関連する水産経営の状況（３）～ヒラメ、カレイ、ブリなど
第13回 漁業経営に関する総合討論
第14回 演習のまとめ
第15回 期末試験

理解すべき項目

１．水産経営における地域的特徴
２．水産経営における漁業種類ごとの差違
３．重要漁獲対象資源に関連する水産経営の状況
４．水産経営に関する現代的トピックスへの理解

授業外学習及び注意事項

１．途中入室は出席点を減じることがある
２．４年生以上は発表を行わない可能性がある

履修要件

成績評価の方法 出席率６割以上の者に期末試験を課す。

合格基準 期末試験において６０％以上の正答率を達成した者を合格とし、合格者の上位から３
：４：３の割合で優・良・可の評定を与える。

関連項目 「水産経済入門」、「水産経営学」、「水産経営学演習II」、「地域社会調査」
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授業科目 水産経営学演習 II
Industrial Administration on Fisheries

開講期 ６期

単位数 0

キーワード 水産経営、漁業経営、経営組織、漁業管理

担当教員 教員室 質問受付時間

佐野 雅昭 海洋社会科学講座３階３２６号室 月曜日 13:30～15:00

授
業
目
標

１．個別具体的な学術文献の読解を行い、理解力を高めること
２．水産経営に関わる高度な知識を習得すると同時に科学的な発 想方法への理解を深める
３．ディベートを通じて表現力・批判力を養成すること

なお、履修者は前もって与えられた具体的な学術論文の要約と論点をまとめた後、各々30分程度
の発表及び質疑を行う演習形式をとる。各資料は発表の前回までに履修者に配布することとし、
全履修者はそれを事前に十分予習しておくことが必要となる。発表の際には履修者間の積極的な
質疑と議論を期待する。

講

義

計

画

第1回 オリエンテーション～演習の目的と方法
第2回 ＜講義＞漁業構造論の方法論～現代日本における資本主義と水産業の捉え方
第3回 ＜講義＞水産経営・漁業経済における学説史～経済思想史との関連から
第4回 注意事項を参照
第5回 注意事項を参照
第6回 注意事項を参照
第7回 注意事項を参照
第8回 注意事項を参照
第9回 注意事項を参照

第10回 注意事項を参照
第11回 注意事項を参照
第12回 注意事項を参照
第13回 注意事項を参照
第14回 注意事項を参照
第15回 注意事項を参照

理解すべき項目

１．日本の漁業制度と漁業種類の特徴
２．漁業における経営問題の特質や水産物流通構造とその特徴
３．現代社会における漁業の存在状況

授業外学習及び注意事項

第４～１５回は水産経営分野の学術論文を読み、各自が発表を行う。沿岸漁業経営、養殖業経営
、漁業管理、資源管理型漁業、漁業権管理、水産物流通、水産物貿易、漁業労働問題、漁協経営
、経営組織論、沿岸域の多面的利用、などの各分野における代表的論文を教官が選び、体系的理
解が可能な順序で履修者に割り振ることとする。

履修要件

成績評価の方法
各履修者の報告に際し、その内容理解度、表現力、報告態度を評価する。積極的に議
論に参加した履修者にはその点も評価の対象に加える。また、出席率６割以上の者に
期末試験を課す。

合格基準
報告及び議論の内容において一定以上の評価を受け、かつ期末試験において６０％以
上の正答率を達成すること。成績上位者からおおよそ３：４：３の割合で優・良・可
の評定を与える

関連項目 「水産経済入門」、「水産経営学」、「水産経営学演習I」、「地域社会調査」
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授業科目 国際海洋政策論演習 I
International Marine Policy Seminar I

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 国連海洋法条約、日韓漁業条約、日中漁業条約

担当教員 教員室 質問受付時間

佐久間美明 管理研究棟３２３室 水曜日午後

授
業
目
標

海の利用にかんする条約等を学習・報告し、海洋秩序に関する理解を深める。

講

義

計

画

第1回 イントロダクション
第2回 国連海洋法条約１
第3回 国連海洋法条約２
第4回 国連環境開発会議１
第5回 国連環境開発会議２
第6回 責任ある漁業のための行動規範１
第7回 責任ある漁業のための行動規範１
第8回 国際捕鯨取締条約１
第9回 国際捕鯨取締条約２

第10回 ミナミマグロの保存のための条約１
第11回 ミナミマグロの保存のための条約２
第12回 ミナミマグロの保存のための条約３
第13回 日中漁業条約
第14回 日韓漁業条約
第15回 総合討論

理解すべき項目

各種条約制定の背景と運用状況

履修要件

成績評価の方法 出席と口頭報告、提出レポート

合格基準 国際的な海洋秩序について条約の制定と運用の視点から説明できること。

関連項目 国際海洋政策論演習ＩＩ
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授業科目 国際海洋開発論演習 II
International Marine Development II

開講期 ６期

単位数 2

キーワード プレゼンテーション、パワーポイント

担当教員 教員室 質問受付時間

佐久間美明 管理研究棟３２３室 水曜日午後ぷ

授
業
目
標

国際海洋開発に関わる学術論文の読破と発表を通じて、当該分野の課題と解決策について体系的
に理解する。併せて、プレゼンテーションとディスカッションの技法を習得する。

講

義

計

画

第1回 イントロダクション
第2回 開発途上国における漁村開発の問題点と解決策１
第3回 開発途上国における漁村開発の問題点と解決策２
第4回 開発途上国における漁村開発の問題点と解決策３
第5回 水産物貿易のあり方と、資源・環境・経営問題１
第6回 水産物貿易のあり方と、資源・環境・経営問題２
第7回 水産物貿易のあり方と、資源・環境・経営問題３
第8回 便宜置籍船問題と地域漁業管理機関の役割１
第9回 便宜置籍船問題と地域漁業管理機関の役割２

第10回 便宜置籍船問題と地域漁業管理機関の役割３
第11回 漁村における後継者不足と過剰就業問題１
第12回 漁村における後継者不足と過剰就業問題２
第13回 漁村における後継者不足と過剰就業問題３
第14回 国際的な食料問題と水産資源の役割１
第15回 国際的な食料問題と水産資源の役割２

理解すべき項目

漁村開発、過剰就業と後継者不足、便宜置籍船、ＷＴＯ

履修要件

成績評価の方法 出席とプレゼンテーション、レポート

合格基準 国際海洋開発に関わる問題を適切に議論し、報告できること。

関連項目 国際海洋開発論
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授業科目 国際海洋政策論演習 II
International Marine Policy Seminar II

開講期 ６期

単位数 2

キーワード 国際性 外交 貿易 海洋法 領土問題

担当教員 教員室 質問受付時間

佐野雅昭 海洋社会科学講座３階３２６号室 月曜日 13:30～15:00

授
業
目
標

１．海洋を巡る国際的な問題に関しての知識を得ること
２．日本の海洋を巡る外交関係を知ること
３．小論文の作成技術を身につけること

講

義

計

画

第1回 オリエンテーション～日本を取り巻く国際的政治環境
第2回 日米関係～クジラを巡って
第3回 日露関係～北方４島を巡る領土問題
第4回 日韓関係～竹島を巡る領土問題
第5回 日中関係～東シナ海油田開発を巡る紛争
第6回 ASEAN諸国と日本～東アジア共同体論
第7回 日豪関係～ミナミマグロの資源問題
第8回 ＷＴＯ体制に関する諸問題
第9回 ワシントン条約に関する諸問題

第10回 便宜置籍船と日本遠洋マグロ業界に関する諸問題
第11回 地球温暖化を巡る諸問題
第12回 国連海洋法条約を巡る諸問題
第13回 大陸棚条約を巡る諸問題
第14回 多国籍企業とアグリビジネスを巡る諸問題
第15回 期末試験

理解すべき項目

１．国際社会における日本の位置
２．国際的な海洋・水産政策の概要
３．小論文の作成技術

授業外学習及び注意事項

次回に演習を行うテーマについて、事前によく下調べをしておくこと。

履修要件

成績評価の方法 出席率６割以上の者において、毎回提出する小論文及び期末に行う論文形式の試験の
内容により評価を行う 

合格基準 毎回提出する小論文及び期末試験の内容を総合して順位付けを行い、上位から３：４
：３の割合で優・良・可の評定を与える。 

関連項目 「水産経済入門」、「国際海洋政策論」、「国際海洋政策論演習I」
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授業科目 地域社会調査演習
Regional Socio-economic Field Survey

開講期 ３期

単位数 2

キーワード フィールドワーク、社会調査、地域資源

担当教員 教員室 質問受付時間

佐久間美明 管理研究棟３２３室 水曜日午後

授
業
目
標

社会科学的な分析には欠かせない，現地調査の各種手法を取得する事を目的とする。

講

義

計

画

第1回 各種調査手法に関する講義１（アンケート調査）
第2回 各種調査手法に関する講義２（ヒアリング調査）
第3回 各種調査手法に関する講義１（文献調査）
第4回 統計データの利用法に関する演習１
第5回 統計データの利用法に関する演習
第6回 調査目標と調査内容の議論
第7回 調査項目の明確化と絞り込み
第8回 調査票の設計
第9回 現地でのヒアリング調査演習

第10回 現地でのモニター調査演習
第11回 現地でのアンケート調査演習
第12回 調査結果の分析に関する演習１
第13回 調査結果の分析に関する演習２
第14回 調査レポート作成
第15回 現地報告会による地域貢献

理解すべき項目

地域調査の手法，統計データ分析手法，プレゼンテーションの技法

参考書

田中圭治郎編（2000）「現場の学問・学問の現場」世界思想社，川喜多二郎（1973）「野外科学
の方法」中公新書

授業外学習及び注意事項

数日間泊まりがけで現地調査を行う。具体的には以上のような流れで調査することを予定してい
る。

履修要件

成績評価の方法 出席点と現地報告会，およびレポート

合格基準 現地調査による情報収集能力と的確な分析技術の取得

関連項目 海洋社会科学講座が担当する他の科目で身につけた知識を実際に活かす調査である。
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授業科目 漁家調査演習
Field Survey of Fishery Housefold

開講期 ４期

単位数 2

キーワード ヒアリング調査、漁家所得、見積もり家族労賃

担当教員 教員室 質問受付時間

佐久間美明 管理研究棟３２３室 水曜日午後

授
業
目
標

漁家調査を行い、漁村のミクロな情報を収集・発信する。

講

義

計

画

第1回 イントロダクション
第2回 漁業収入と漁家所得
第3回 投資、貯蓄、消費の関係
第4回 統計資料の活用法１
第5回 統計資料の活用法２
第6回 統計資料の活用法３
第7回 ヒアリング調査票設計１
第8回 ヒアリング調査票設計２
第9回 アンケート調査票設計１

第10回 アンケート調査票設計２
第11回 アンケート調査票設計３
第12回 現地における漁家調査１
第13回 現地における漁家調査２
第14回 現地における漁家調査３
第15回 総合討論

理解すべき項目

漁家調査法、漁家経営、見積もり家族労賃、投資と貯蓄の関係、家計と経営の分離

履修要件

成績評価の方法 出席と総合討論、およびレポート

合格基準 漁家調査手法を使いこなせること

関連項目 地域社会調査法、地域社会調査演習



AGRI-FISH-WEBシステム

file:///C/Users/ia18057user/Desktop/01学部関係作業フォルダ/教務関係/シラバス関連/シラバス/水産学部/H18/H18.html[2023/03/26 13:03:21]

 

授業科目 総合演習
Integrated Tutorial

開講期 ６期

単位数 2

キーワード 食糧問題、資源管理、環境、持続的開発、国際化、地域社会

担当教員 教員室 質問受付時間

佐久間美明 管理研究棟３２３ 水曜日午後

授
業
目
標

１．水産業における現場の問題を発見し、指摘できるようになる。
２．問題に対する提言を行えるようになる。
３．ワークショップのやり方を身につける。

講

義

計

画

第1回 イントロダクション
第2回 問題解決の技法１
第3回 問題解決の技法２
第4回 問題解決の技法３
第5回 ワークショップの技法１
第6回 ワークショップの技法２
第7回 ワークショップの技法３
第8回 ワークショップの技法４
第9回 社会調査法１

第10回 社会調査法２
第11回 社会調査法３
第12回 漁業生産の現状と課題
第13回 水産物流通の現状と課題
第14回 漁村地域の現状と課題
第15回 総合討論

理解すべき項目

ワークショップ、社会調査法、問題解決技法

授業外学習及び注意事項

本科目は教職免許取得のためには必須であり、水産教員養成課程の基軸科目となっているが、水
産学科では自由科目となり、卒業用件科目にはならない。

履修要件

成績評価の方法

合格基準 総合的課題について、自ら調査しレポートにまとめ、他者に分かりやすく伝える技術
を修得していること。

関連項目
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授業科目 魚類学
Ichthyology

開講期 ３期

単位数 2

キーワード 各大分類群の特徴と代表種、魚体各部の名称、骨格の構成要素、呼吸の機構、摂食と
消化の機構、性と生殖の機構、代表的な水産重要魚種

担当教員 教員室 質問受付時間

四宮 明彦 資源育成科学棟2階206号
室

平日1500-1700 事前連絡あれば他の時間可 電話 099-286-41
42

授
業
目
標

（１）魚類の分類体系について、各大分類群(下記講義計画の第３～５回中に*で示した分類群)の
特徴と代表種を理解する。（２）魚体各部の名称、骨格の構成要素、呼吸の機構、摂食と消化の
機構、性と生殖の機構を理解する。（３）代表的な水産重要魚種の形態、生態、分布を理解する
。

講

義

計

画

第1回 魚類とは：脊椎動物門の概要、魚類の種数、環境への適応
第2回 体形と各部の名称：体形、体の区分、鰭、形態測定、計数形質
第3回 現世魚類の大別1 無顎類：ヤツメウナギ類*、メクラウナギ類*

第4回 現世魚類の大別2 顎口類：軟骨魚類（全頭類*、板鰓類*）
第5回 現世魚類の大別3 顎口類：硬骨魚類（肉鰭類*、条鰭類*；軟質類*、新鰭類*）
第6回 新鰭類の進化1：アロワナ上目、カライワシ上目、ニシン上目、原棘鰭上目
第7回 新鰭類の進化2：骨鰾上目、ワニトカゲギス上目、ハダカイワシ上目
第8回 新鰭類の進化3：側棘鰭上目、棘鰭上目
第9回 骨格系：内部骨格の構成、頭蓋、脊柱、肩帯、腰帯、坦鰭骨

第10回 呼吸機構：細胞呼吸、鰓構造、鰓以外の呼吸
第11回 消化系：摂食機構、食道、胃、腸と幽門垂、肝臓、膵臓
第12回 性と生殖：生殖腺、雌雄性と性転換、二次性徴
第13回 水産重要魚種の分類、形態、生態、分布1

第14回 水産重要魚種の分類、形態、生態、分布2

第15回 期末試験

理解すべき項目

脊椎動物門における魚類の位置、各大分類群の特徴と代表種、魚体各部の名称、骨格の構成要素
、呼吸の機構、摂食と消化の機構、性と生殖の機構、代表的な水産重要魚種

参考書

教科書：「魚学概論」（恒星社厚生閣）岩井 保著、「水産重要魚類160種」プリント資料

履修要件

成績評価の方法 授業時間中に提出するミニレポート（１４点）および期末試験（８４点）

合格基準 魚類の大分類群、魚類の生物学的特性、代表的水産魚種が説明できること

関連項目 魚類学実験
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授業科目 栄養化学
Nutritional Chemistry

開講期 ３期

単位数 2

キーワード 栄養 食物 代謝 健康 栄養素

担当教員 教員室 質問受付時間

越塩 俊介 資源利用科学講座 化学棟3階305号室

授
業
目
標

栄養学に関する一般的な知識を教授し、食物と栄養との関連について概説する。主要な栄養素で
あるタンパク質、脂質、炭水化物の化学的性状およびそれらの生体内における消化、吸収および
代謝について栄養化学的に概説し、また、微量栄養素であるビタミン、ミネラルなどの生理的役
割、食品中の含量、所要量について講義することによって、学生に生体成分に関する基礎的知識
（化合物名、化学的性状など）を再確認させながら、人間における食事と栄養、その栄養代謝と
の関わりについての知識を深めることを目標とする。

講

義

計

画

第1回 栄養学とは、食物の果たす役割
第2回 栄養素の化学（炭水化物）
第3回 栄養素の化学（脂質）
第4回 栄養素の化学（タンパク質）
第5回 酵素と栄養代謝
第6回 栄養素の消化吸収
第7回 炭水化物の代謝
第8回 脂質の代謝
第9回 脂質の代謝と栄養・健康

第10回 タンパク質の栄養代謝と栄養
第11回 無機質
第12回 ビタミン
第13回 食品と栄養
第14回 食事と健康および国民の栄養
第15回 筆記試験

理解すべき項目

栄養素の化学、栄養素の代謝、栄養に関する基礎知識

参考書

新栄養化学（朝倉書店）

履修要件

成績評価の方法 出席状況、期末試験の成績

合格基準 栄養化学に関連した基礎知識と食事・栄養と健康に関する項目について概ね理解する
レベル

関連項目 「生物化学」「水族栄養飼料学」「水族栄養飼料学実験」
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授業科目 基礎生物化学
Basic Biochemistry

開講期 ３期

単位数 2

キーワード 脂肪、タンパク質、アミノ酸、核酸、ビタミン

担当教員 教員室 質問受付時間

田中 淑人 資源利用科学講座化学棟2階206号室 金曜日15:00～17:00

授
業
目
標

生物化学は生物の生命現象や行動を化学の言語で理解し解明する学問であり、大まかに分けると
1）生体の化学成分と構造、2) 代謝、 3) 遺伝、から成っている。本講義では生物化学の基礎であ
る生物を構成する化学物質の構造(名称)と性質を学ぶ。

講

義

計

画

第1回 化学構造を学ぶ上での基礎有機化学事項
第2回 化学構造を学ぶ上での基礎有機化学事項
第3回 糖質の基礎事項
第4回 単糖類の名称と構造
第5回 多糖類の構造と性質
第6回 脂質の基礎事項
第7回 脂肪酸の名称と構造
第8回 トリグリセリド・リン脂質・糖脂質・ステロイド
第9回 タンパク質の基礎事項

第10回 アミノ酸とペプチド
第11回 タンパク質の高次構造
第12回 核酸の基礎事項
第13回 ヌクレオシドとヌクレオチドの構造と名称
第14回 ビタミンと補酵素
第15回 期末試験

理解すべき項目

基本的な生体成分の化学構造と名称が結びつき、化学的な記述や言い回しが化学構造上で意味す
るところがわかるようになること。

履修要件

成績評価の方法 出席と期末試験。小テストを行うこともある。

合格基準 主要生体成分の基本的な構造と名称を理解し、代謝過程を文章や化学式で表現できる
レベル

関連項目 栄養化学、水圏代謝生化学
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授業科目 微生物学
Microbiology

開講期 ３期

単位数 2

キーワード 微生物、生理、生態、遺伝、分類、環境、物質循環

担当教員 教員室 質問受付時間

坂田 泰造 資源利用科学講座 化学棟３階３０６号室 木曜日10:30～17:00

授
業
目
標

自然環境（水圏、陸圏）、動植物、食品中に生存する微生物群は、その種類および機能が多様で
あり、生態系の重要な構成要素である。微生物群には細菌、カビ（糸状菌）、酵母、原生動物、
微細藻類、ウイルスなどが含まれる。微生物群の生理、生態、代謝、遺伝などの基礎的概念を学
習し、自然界において微生物群が果たす役割について理解する。

講

義

計

画

第1回 微生物の生態と分類I（物質循環と微生物）
第2回 微生物の生態と分類II（エネルギー源に基づく微生物の分類）
第3回 微生物の生態と分類III（細胞形態に基づく微生物の分類）
第4回 微生物の増殖I（分裂、出芽、胞子形成、増殖曲線）
第5回 微生物の増殖II（増殖因子の影響）
第6回 微生物の代謝I（糖代謝、電子伝達鎖、ATP生産）
第7回 微生物の代謝II（脂質、アミノ酸代謝、二次代謝産物）
第8回 微生物の代謝III（発酵、腐敗、呼吸、光合成）
第9回 微生物の遺伝I（DNAの構造、複製）

第10回 微生物の遺伝II（DNAの転写、翻訳、オペロン）
第11回 微生物の遺伝III（細菌の遺伝子組換え現象）
第12回 微生物の遺伝IV（遺伝子解析、遺伝子操作）
第13回 微生物と動植物（共生、寄生、病原性、免疫）
第14回 微生物の利用（発酵食品、プロバイオティクスなど）
第15回 期末試験

理解すべき項目

微生物の分類、細胞の構造と機能、エネルギー代謝、物質循環、遺伝子の構造と機能

参考書

微生物学入門編（培風館）、微生物学キーノート（シュプリンガー・フェアラーク）

履修要件

成績評価の方法 出席と期末試験の成績

合格基準 微生物の基礎的概念（分類、生理、生態、遺伝）について講義内容をおおむね理解で
きていること。

関連項目 微生物学実験、分子生物学、分子微生物生態学、基礎生物化学
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授業科目 水産資源生物学
Fisheries Biology

開講期 ４期

単位数 2

キーワード 水産資源，年齢と成長，成熟と産卵，分布と回遊

担当教員 教員室 質問受付時間

大富 潤、増田 
育司

資源育成科学講座 資源育成科学棟3階308号室（大富）・3
07号室（増田） 木曜日13：30～17：00

授
業
目
標

水産資源学の目的は，水産資源の適正な管理と利用である。この授業は，それらを実践するため
に必要な水産資源の特徴，構造，機能を理解することを目的とする。また，水産資源の生物学的
特性として特に重要な成長，成熟，分布と回遊について，研究の具体例を紹介しながらわかりや
すく解説する。将来進む分野に関係なく，水産学部生として身につけたい水産資源生物の基本知
識を教授する。なお，第２～８回目には，授業の最後に地元の海の水産資源を紹介する。

講

義

計

画

第1回 水産資源の種類 

第2回 水産資源の特徴
第3回 水産資源の単位と組成
第4回 「系群」とその識別方法
第5回 年齢査定法
第6回 年齢形質について
第7回 成長解析
第8回 成長曲線
第9回 成熟（卵形成と精子形成） 

第10回 生殖周期 

第11回 産卵期と産卵場
第12回 産卵頻度と産卵数 

第13回 再生産曲線 

第14回 分布と回遊 

第15回 期末試験

理解すべき項目

水産資源，資源の増大・減少要因，維持生産量，適正漁業

参考書

「水産資源学」能勢幸雄・石井丈夫・清水 誠著（東京大学出版会），「魚をとりながら増やす」
松宮義晴著（成山堂書店），「海洋資源生物学序説」岩井 保著（恒星社厚生閣）

履修要件

成績評価の方法 期末試験

合格基準 水産資源の特徴，構造，機能および生物学的特性を理解していること

関連項目 水産資源解析学，水産資源管理学，水産資源学実験
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授業科目 食品冷凍工学
Food Refrigeration Engineering

開講期 ４期

単位数 2

キーワード
凍結魚、冷凍食品、低温貯蔵、凍結障害、凍結焼け、スーパーチリング、
コールドチェーン、解凍、冷凍サイクル、凍結・解凍装置

担当教員 教員室 質問受付時間

御木 英昌 資源利用科学講座
食糧科学研究棟２階２０１研究室 電話（099-286-4210)、または随時

授
業
目
標

冷凍は、食品を保蔵する最も有効な低温貯蔵法である。はじめに、低温貯蔵における食品の物理
的、化学的および微生物学的な変化とその貯蔵原理について概説する。利用技術のソフト面から
は、冷凍食品の流通と加工・利用について述べる。一方、機械的なハード面からは冷凍機の原理
、凍結および解凍装置について述べる。
さらに、冷凍の応用分野及び先端技術等について関連する項目で随時紹介する。

講

義

計

画

第1回 食品冷凍の現状と課題
第2回 低温による貯蔵原理
第3回 水産物の冷蔵・凍蔵法
第4回 同 上
第5回 冷凍食品
第6回 凍結貯蔵温度と貯蔵期間
第7回 凍結貯蔵中の物理的変化
第8回 凍結貯蔵中の化学的変化
第9回 食品の低温流通機構（コールドチェーン）

第10回 食品冷凍の解凍
第11回 低温生成の原理と冷凍機
第12回 冷凍サイクルとｐ－ｈ線図
第13回 冷凍能力の計算
第14回 凍結および解凍装置
第15回 期末試験

理解すべき項目

・食品冷凍の科学的意義
・スーパーチリング
・氷結晶の生成と凍結速度
・魚肉の凍結障害と凍結変性
・解凍硬直と凍結焼け
・冷凍食品の定義
・品質保持期間とT.T.T.(Temperature-Time-Toleranceの概念
・低温生成の原理と冷凍機
・凍結・解凍装置の構造と原理

参考書

・水産食品の加工と貯蔵（小泉千秋・大島敏明編）
―第３章冷凍品（御木英昌執筆）：恒星社厚生閣、2005.
・食品冷凍工学（田中和夫・小嶋秩夫著）：恒星社厚生閣、1986.
・冷凍食品を知る（野口 敏著）：丸善、1997.

授業外学習及び注意事項

特にありません。

履修要件
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成績評価の方法 出席、レポートおよび期末試験による総合評価。

合格基準
出席：授業時間数の2/3以上の出席日数であること。
期末試験：食品冷凍工学の講義内容をおおむね理解する程度。 
レポート：具体的で論理的内容であること。

関連項目 水産概論、水産食品の科学、食品環境制御学、
食品生化学、食品衛生学、水産食品製造学実習等。
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授業科目 水産増養殖学
Aquaculture Science

開講期 ４期

単位数 2

キーワード 養殖、増殖、魚類生産

担当教員 教員室 質問受付時間

越塩 俊介、門
脇 秀策、山本 
淳

資源利用科学講座 資源利用科学棟3階、資源育成科学講座 
資源育成科学棟3階、資源育成科学講座 資源育成科学棟2
階

水曜日13:30～17:00

授
業
目
標

近年わが国漁業のキーワードのひとつである「食糧としての水産物の安定的供給」を考えるとき
、水産増養殖業を無視することはできません。この授業ではわが国の代表的な魚貝類の様々な養
殖・増殖方法を解説するとともに、その対比として海外における増養殖事情を紹介します。

講

義

計

画

第1回 水産増養殖の定義と目的
第2回 養殖の歴史と現状-1

第3回 養殖の歴史と現状-2

第4回 内水面養殖（ニジマス）
第5回 染色体操作による性の統御と不妊化
第6回 内水面養殖（ウナギ・コイ）
第7回 内水面養殖（アユ・ギンザケ）
第8回 海面養殖（ブリ）
第9回 海面養殖（マダイ・トラフグ）

第10回 海面陸上養殖（ヒラメ・クルマエビ）
第11回 海面複合養殖（海藻・アワビ類）
第12回 栽培漁業の歴史と現状
第13回 海外の増養殖事情-1

第14回 海外の増養殖事情-2

第15回 試験

理解すべき項目

水産用種苗の種類、ふ化管理、稚仔育成、成長、養殖の方式、漁業権

参考書

水族育成論（成山堂）

履修要件

成績評価の方法 期末試験

合格基準 魚貝類養殖の方法、問題点、将来の課題が説明できること

関連項目 餌料生物学、水族生産環境学、魚病学、水族栄養飼料学
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授業科目 水質保全学
Environmental Pollution and Ecotoxicology

開講期 ４期

単位数 2

キーワード 化学物質、環境汚染、生態影響、生態毒性

担当教員 教員室 質問受付時間

小山 次朗 付属海洋資源環境教育研究センター 講義終了後

授
業
目
標

・環境と環境汚染物質の関係、環境と生物の関係および汚染物質と生物の関係を学習
・化学物質による環境汚染メカニズムとその生態影響の評価方法を習得
・化学物質による環境汚染を防止するための制度を学習

講

義

計

画

第1回 概論（何を学ぶか）
第2回 水域環境の成り立ち
第3回 水質
第4回 公害・環境問題史
第5回 富栄養化
第6回 有害物質の環境内動態
第7回 化学物質のハザードアセスメント
第8回 化学物質のリスクマネージメント
第9回 生物濃縮

第10回 酸性雨・水銀汚染と生態影響
第11回 農薬汚染と生態影響
第12回 有機塩素化合物汚染と生態影響
第13回 有機スズ化合物・環境ホルモン汚染と生態影響
第14回 ダイオキシン類汚染と生態影響
第15回 期末試験

理解すべき項目

水域環境の成り立ち
環境汚染物質のリスクアセスメントとリスクマネージメント
化学物質による環境汚染とその生態影響

参考書

毎回配布するプリントで授業をすすめる。
（参考図書）
明日の環境と人間（河合真一郎・山本義和著）、化学同人 農薬毒性の事典（植村振作 他著）、
三省堂

履修要件

成績評価の方法 毎回提出の簡単なレポート（出席点を含む）および期末試験で総合評価する。

合格基準 理解すべき項目がほぼ修得されていること

関連項目 環境保全実習



AGRI-FISH-WEBシステム

file:///C/Users/ia18057user/Desktop/01学部関係作業フォルダ/教務関係/シラバス関連/シラバス/水産学部/H18/H18.html[2023/03/26 13:03:21]

 

授業科目 水族館論
Review of Aquarium Study

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 飼育係、水族館施設、教育、歴史、展示、水の循環、魚病、収集と輸送

担当教員 教員室 質問受付時間

荻野 洸太郎 非常勤 集中講義期間中

授
業
目
標

日本に初めて本格的な水族館が建設されたのは1897年で、場所は神戸・和田岬においてであった
。それからちょうど100年目にあたる1997年にかごしま水族館が建設された。ほぼ100年にわたる
日本の水族館の歴史は、時代とともに大きく変わり、技術的にも大幅な進歩を見せた。水族館の
現場で30年以上関わってきた者として実体験を話しながら水族館とはいったい何か、そしてこれ
からの水族館の存立理由とは何かについて学習する。

講

義

計

画

第1回 水辺の生きものとの出会いから
第2回 駆け出しの飼育係～兵庫県姫路市立水族館で～
第3回 日本海で出会った魚たち～石川県立のとじま水族館で～
第4回 水族館の歴史（世界と日本）
第5回 施設と展示生物の概要～鹿児島市立かごしま水族館の場合～
第6回 北米の水族館の概要と教育普及活動
第7回 北米の水族館におけるボランティア活動
第8回 かごしま水族館の教育普及活動
第9回 かごしま水族館のボランティア活動

第10回 水族館と水生植物の育成展示
第11回 飼育水循環のしくみ
第12回 水族館で見られる魚の病気
第13回 水族の収集と輸送
第14回 水族館における調査研究
第15回 水族館論～水族館存立の意義とは～

理解すべき項目

世界と日本の水族館の歩みの違い、水族館の施設と循環のしくみ、教育活動とボランティア活動
、水族の病気と対応、水族の収集と輸送方法、水生植物育成方法など

参考書

水族館に生きて（荻野洸太郎著、かごしま文庫-66、春苑堂出版、鹿児島.）

履修要件

成績評価の方法 最終レポート（１００点満点）の提出による評価

合格基準 水族館の存在意義を理解していること

関連項目 水産生物学、水圏生態学、魚類学
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授業科目 水産動物学
Aquatic Zoology

開講期 ４期

単位数 2

キーワード 無脊椎動物，形態，分類，機能，水産有用種

担当教員 教員室 質問受付時間

鈴木 廣志 資源育成科学講座 資源育成科学棟2階209号室 授業直後の時間

授
業
目
標

水圏に生息する無脊椎動物のうち，人間と関連の強い動物群について，その形態・分布・行動習
性・人との関わり・産業的価値などについて理解を深める。さらに，無脊椎動物の系統関係につ
いて形態を主体として理解する。

講

義

計

画

第1回 種とは？ 分類とは？ 系統とは？
第2回 カイメンの仲間たち－海綿動物門
第3回 ヒドロ,クラゲ，イソギンチャク，サンゴの仲間たち－刺胞動物門
第4回 ヒラムシ、サナダムシの仲間たちー扁形動物門
第5回 ワムシの仲間たち－輪形動物門
第6回 軟体動物門の概要およびアワビ，サザエの仲間たち－軟体動物門（１：腹足綱）
第7回 アサリ，アコヤガイの仲間たち－軟体動物門（２：二枚貝綱）
第8回 スルメイカ，マダコの仲間たち－軟体動物門（３：頭足綱）
第9回 ウミユリ、ヒトデ、ウニ，ナマコの仲間たち－棘皮動物門

第10回 ゴカイ，イソメの仲間たち－環形動物門
第11回 節足動物門の概要およびミジンコ、ウミホタルの仲間たち－節足動物門（１）
第12回 コペポダ、チョウ、フジツボの仲間たち－節足動物門（２）
第13回 アミ，クルマエビ，ガザミの仲間たち－節足動物門（３：軟甲綱）
第14回 海産無脊椎動物のまとめ(含；生物分類技能検定について)

第15回 期末試験

理解すべき項目

無脊椎動物の形態的多様性を知り、様々な生活様式への適応放散を理解する。さらに，形態や発
生の動物群間における共通性や変化が意味するものをその系統関係とあわせて理解する。 

参考書

林・岩井共著｢基礎水産動物学｣保育社，中山書店｢系統動物分類学｣全１０巻，その他講義中にも
随時紹介する。

授業外学習及び注意事項

毎時間、まとめと出席をかねた終了前１0分間のミニテストを実施する．

履修要件

成績評価の方法 ミニテスト（２点Ｘ１４回=２８点）および学期末試験（７２点）によって評価をす
る。

合格基準 見知らぬ水生生物を見たときにその所属する動物群が推定できるなど，主な動物群の
形態的、生態的特徴を６割がた理解していれば合格。

関連項目 水産生物学，魚類学，水圏生態学
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授業科目 藻類学
Phycology

開講期 ４期

単位数 2

キーワード 藻類、海藻、植物プランクトン、海草、形態、分類、生活史、多様性、環境保全、増
養殖、水産

担当教員 教員室 質問受付時間

寺田 竜太 資源育成科学講座2階203号室 金曜日9:00～12:00

授
業
目
標

海産植物は、藻類や海産顕花植物など多様な生物群で構成されており、一次生産者として海洋生
態系で重要な役割を担っている。
本論では、1）藻類を中心とする海産植物の分類体系，2）藻類が生態系で果たす役割、3）藻類
生態系の保全と資源としての利用法、を理解することを目的とする。
特に，海産植物の分類体系と生活史・生殖様式を重点的に論じる。また、生物群集（群落）の分
布を決定づける環境要因と、群集が再生産する機構を論じ、それらの保全や有用海藻の増養殖に
ついて理解を深める。

講

義

計

画

第1回 総論1：海産植物の概要（生態系で果たす役割，特性，他の植物との相違）
第2回 総論2：海産植物の分類体系、学名の規則（国際植物命名規約）
第3回 総論3：海藻（海産大型藻類）と海草（海産顕花植物）の特徴と体系
第4回 総論4：海産植物の分布と生育環境、藻場の保全と再生、藻類に関する環境問題
第5回 藍色植物門、原核緑色植物門、灰色植物門、クリプト植物門
第6回 紅色植物門1：紅藻綱原始紅藻亜綱
第7回 紅色植物門2：紅藻綱真性紅藻亜綱
第8回 不等毛植物門1：褐藻綱その1

第9回 不等毛植物門2：褐藻綱その2、珪藻綱、ラフィド藻綱
第10回 渦鞭毛植物門、ユーグレナ植物門、ハプト植物門、クロララクニオン植物門
第11回 緑色植物門：アオサ藻綱、緑藻綱
第12回 有用海藻の採取・増養殖1：紅藻アマノリ属
第13回 有用海藻の採取・増養殖2：褐藻コンブ属・ワカメ属、モズク科
第14回 有用海藻の採取・増養殖3：紅藻テングサ属・オゴノリ属・キリンサイ属
第15回 期末試験

理解すべき項目

１．海産植物の分類体系、生活史と生殖様式の多様性
２．海産植物の分布に影響を与える環境条件
３．海産植物の増養殖法の原理

参考書

新日本海藻誌（内田老鶴圃）
原色日本海藻図鑑（保育社）
日本の海藻（学習研究社）
藻類学実験・実習（講談社）
有用海藻誌（内田老鶴圃）
藻類の生活史集成1-3巻（内田老鶴圃）
藻類多様性の生物学（内田老鶴圃）
海藻資源養殖学（緑書房）
全て書店で購入可能だが、図書館にも常備

授業外学習及び注意事項

講義の順番を入れ替える場合がある。
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履修要件

成績評価の方法 テスト（100点）を基に評価

合格基準 理解すべき項目を説明できること

関連項目 水産生物学、赤潮生物学、増養殖実践論、藻類学実験、海洋多様性生物学実習
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授業科目 分子生物学
Molecular Biology

開講期 ４期

単位数 2

キーワード DNA、RNA、タンパク質、複製、転写、翻訳、遺伝子

担当教員
教
員
室

質問受付時間

板倉 隆夫

講
義
棟
１
階

【オフィスアワー】火曜５限目（ドアのノックは不要です）
【メール・HP】bunsei2006@kadai.net 宛にメールを送るとWeb掲示板（http://kada
i.net/bunsei2006）に自動掲載されます。回答もこのWeb掲示板上で行います。個
別対応を希望する場合は itakura@kadai.net 宛に送ってください。
【授業後】授業直後の時間にも質問などに対応します。
【学習シート等】毎回授業の最後に「出席・質問票」を配ります。回答はWeb掲
示板に掲載します。
【その他】Skypeでの質問を受け付けます（Skype名：mb_itakura、カメラ付、チ
ャットでも可）。ただし、できるだけ上記オフィスアワーの時間帯にお願いし
ます。

授
業
目
標

分子生物学は、日々進歩する学問です。その進歩についていくためには、しっかりとした基礎が
必要です。次のような目標を持って学習を進めます。
・遺伝子を学ぶ前に、遺伝子の産物であるタンパク質の構造と機能の多様性やおもしろさを知る
。
・細胞内でのＤＮＡやＲＮＡの働きについて、基礎的知識を身に付ける。
・遺伝子には構造遺伝子と遺伝子発現調節領域があることを知る。

講

義

計

画

第1回 はじめに
第１幕 細胞という劇場 ・・・細胞、生体膜

第2回 第１幕 （つづき） ・・・組織、器官
第3回 第２幕 タンパク質の姿 ・・・アミノ酸、ペプチド結合
第4回 第２幕 （つづき） ・・・タンパク質の立体構造
第5回 第３幕 タンパク質の働きぶり ・・・さまざまなタンパク質
第6回 第３幕 （つづき） ・・・酵素
第7回 第７幕 ＤＮＡの姿 ・・・ヌクレオチド、ＤＮＡ
第8回 第７幕 （つづき） ・・・染色体、対立遺伝子
第9回 第８幕 ＤＮＡを複製する ・・・ＤＮＡの複製

第10回 第８幕 （つづき） ・・・ＤＮＡの複製
第11回 第９幕 遺伝子からタンパク質へ ・・・ＲＮＡへの転写
第12回 第９幕 （つづき） ・・・タンパク質への翻訳
第13回 第９幕 （つづき） ・・・タンパク質への翻訳
第14回 第１１幕 遺伝子の読み取りの調節・・・遺伝子の発現調節
第15回 期末テスト

理解すべき項目

１．生体高分子の構造を形成し安定化させる化学結合
２．生体高分子の機能の基礎となる分子間相互作用、特に疎水的相互作用の本質
３．セントラルドグマにおける複製、転写、翻訳のしくみ
４．遺伝子発現調節領域のはたらき

参考書

●教科書： 『好きになる分子生物学』多田富雄監修 萩原清文著 講談社(定価2000円＋税）
教科書は、予習のためにあると考えてください（もちろん復習にも役立ちます）。授業では、予
習を前提にして、教科書の内容をより深めたり、さらに発展させたり、別の角度から眺めたりし
ます。
●参考書： 分子生物学や生化学の教科書の中から、自分自身にふさわしいと思うものを選んでく
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ださい。化学の知識が不足していると感じる人は、かなり基礎的な（高校レベルの）化学の本を
購入して勉強してください。

授業外学習及び注意事項

選抜は、「基礎化学」あるいは「有機化学基礎」（いずれか良い方）の成績で行います。
教室に設備されているノートパソコンを利用しますので、学術情報基盤センターのIDとパスワー
ドを用意してください。また、「席決め」をします。６回目と１１回目の授業で「席替え」をし
ます。ただし、前方の数列を希望者に開放します。

履修要件

成績評価の方法
毎回授業の最初に小テスト（予習・復習のチェック）を実施します。模範解答はWeb
掲示板（http://kadai.net/bunsei2006）に掲載します。また、重要学習項目の「学習カー
ド」を各自で作成してもらい、平常点として評価します。細かな配点については、授
業の中で伝えますが、期末テストへの配点は３０点を予定しています。

合格基準

・生命を分子レベルで見るための化学的基礎知識が身に付いている。
・タンパク質の構造と機能について、基本的なことが身に付いている。
・遺伝子には構造遺伝子と遺伝子発現調節領域があることを知っており、その構造と
機能について基礎的知識を持っている。
・ＤＮＡおよびＲＮＡの構造と機能について、基礎的知識が身に付いている。

関連項目 化学、生化学、遺伝、進化、遺伝子工学
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授業科目 水圏生態学
Aquatic Ecology

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 分布，個体群生態，個体群の成長，生態系，保全生態

担当教員 教員室 質問受付時間

鈴木 廣志 資源育成科学講座 資源育成科学棟2階209号室 月、火、木、金の1600－1700

授
業
目
標

生態系の中でも特に水域における生態系を対象とし，その特徴とメカニズムを理解する。人間活
動や水産業と自然系との関わりについて，自然との共生を視野に入れて考えられるようにする。

講

義

計

画

第1回 生態学とは？ 生態系とは？ 基本的な概念の解説。
第2回 水生生物の生活形
第3回 生態学的研究法;分布を調べる
第4回 生態学的研究法;分布と種分化
第5回 個体群の成長
第6回 淡水域の生態系
第7回 河口・汽水域の生態系
第8回 通し回遊と種の形成
第9回 海洋域全体の生態系の概説，潮間帯の生態系

第10回 浅海・沿岸域の生態系
第11回 外洋域の生態系
第12回 深海域の生態系
第13回 湿地（特にマングローブ水域）の生態系
第14回 生態系の構成・循環・保全
第15回 期末試験

理解すべき項目

生態学的調査法，生態学的理論に関する知識を修得し，水圏の特殊性，水産業などの人間活動の
影響について理解する。そして自然界の保護・保全，および自然との共生についてさらに理解を
深める。

参考書

関 監訳｢生物海洋学入門｣講談社サイエンティフィック 伊藤・他｢動物生態学｣蒼樹書房その他講
義中にも随時紹介する。

履修要件

成績評価の方法 毎回のミニレポート（１点Ｘ１４回=１４点）および学期末試験（８６点）によって
評価をする。

合格基準 生態学的調査法及び理論の概要を習得し，生態学的調査計画が立案できれば合格。

関連項目 生態学基礎，水産資源生物学，水産動物学、水産資源解析学
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授業科目 水産資源解析学
Fish Population Dynamics

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 資源量、加入量、生残率、漁獲方程式、等漁獲量曲線

担当教員 教員室 質問受付時間

増田 育司 資源育成科学講座 資源育成科学棟3階
307号室 木曜日13:30～17:00

授
業
目
標

人類の大切な食糧源である水産資源は適切な状態で維持・管理されねばならない。本「水産資源
解析学」では、（１）水産生物資源の様々な資源量推定法を修得するとともに、（２）成長－生
残モデルに基づく最適漁獲の理論を理解する。

講

義

計

画

第1回 水産資源学の目的
第2回 資源量指数（１）漁獲量、漁獲努力量、単位努力当たり漁獲量
第3回 同上 （２）資源量指数
第4回 資源量推定法（１）目視法、魚探法
第5回 同上 （２）部分観察法、卵数法
第6回 同上 （３）組成変化法、デルーリー法
第7回 同上 （４）コホート解析法、標識放流法
第8回 成長－生残モデル（１）年級群の加入と生残過程、生残率と漁獲率
第9回 同上 （２）全減少係数の推定法

第10回 同上 （３）自然死亡係数の推定法
第11回 同上 （４）漁獲係数の推定法
第12回 同上 （５）ある年級からの漁獲、年平衡漁獲量
第13回 同上 （６）等漁獲量曲線その１
第14回 同上 （７）等漁獲量曲線その２
第15回 期末試験

理解すべき項目

単位努力当たり漁獲量、資源量指数、資源量推定法、年級群の加入と生残過程、全減少係数、自
然死亡係数、漁獲係数、年平衡漁獲量、等漁獲量曲線

参考書

参考書：水産資源学（能勢・石井・清水共著、東京大学出版会）、魚をとりながら増やす（松宮
、成山堂書店）、水産資源管理概論（松宮、水産研究叢書46，日本水産資源保護協会）、漁業管
理のＡＢＣ（桜本、成山堂書店）

授業外学習及び注意事項

講義の終了前に確認テストを行うとともに、質問事項を記入し、次回に答える。レポートを２回
課す。

履修要件

成績評価の方法 確認テスト（１点ｘ１４回＝１４点）、課題レポート（１０点ｘ２回＝２０点）およ
び期末試験（６６点）による総合評価

合格基準 様々な資源量推定法ならびに成長－生残モデルに基づく最適漁獲の理論が理解できる
こと

関連項目 水産資源生物学、水産資源管理学、水産資源学実験
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授業科目 水族生産環境学
Aquaculture Environment

開講期 ５期

単位数 2

キーワード
富栄養化段階、青潮、養魚場の環境指標と基準値、養魚のエネルギー収支、養魚場の
酸素収支、適正給餌、パソコン養殖管理、水質調査法、海藻の水質浄化機能、混養、
環境保全、複合エコ養殖

担当教員 教員室 質問受付時間

門脇 秀策 資源育成科学棟３階
３０４号室 水曜日09:00～17:00

授
業
目
標

(1)海域および湖沼における富栄養化段階,水質汚濁の環境指標と基準値,養魚場の環境指標と基準
値,青潮発生のメカニズを理解する。(2)沿岸水域の特徴，底堆積物表層の物質循環，養殖魚のエネ
ルギー収支，養魚場の水質調査法と酸素収支，海面養魚の適正な給餌法と飼育密度を理解する。(
3)国内外における持続可能な養魚生産の環境管理と保全、海藻類による水質浄化，魚介類と海藻
の環境保全型複合エコ養殖の具体策を説明できる。

講

義

計

画

第1回 海域および湖沼における富栄養化段階
第2回 汚染と汚濁、水質汚濁の環境指標と基準値
第3回 富栄養から底層水の貧酸素化現象、青潮発生のメカニズム
第4回 底堆積物表層における物質循環と栄養塩の溶出
第5回 干潟、海浜、磯場、浅場の特徴
第6回 養殖業と養殖生態系の課題
第7回 養殖魚と餌のゆくえ（エネルギー収支）
第8回 養魚場の環境指標と基準値（持続的養殖生産確保法）
第9回 養魚場の酸素分布調査法と酸素バランス

第10回 パソコン養殖による適正給餌と経営改善の事例
第11回 ノルウェーの海づくり、魚づくり、餌づくり
第12回 中国の混養
第13回 海藻類による水質浄化と環境修復
第14回 魚介類と海藻の環境保全型の複合エコ養殖
第15回 期末試験

理解すべき項目

１.海域および湖沼における富栄養化段階,水質汚濁の環境指標と基準値,養殖漁場の環境指標と基
準値,青潮の発生機構。
２.沿岸水域の特徴，底堆積物表層の物質循環，養殖魚のエネルギー収支，養魚場の水質調査法と
酸素収支，海面養魚の適正な給餌法と飼育密度。
３.国内外における持続可能な養魚生産の環境管理、海藻類による水質浄化，魚介類と海藻の環境
保全型複合エコ養殖

参考書

「海面養殖と養魚場環境」水産学シリーズ82、「水産養殖とゼロエミッション研究」水産学シリ
ーズ123：恒星社厚生閣、「沿岸の環境圏」平野敏行：フジテクノシステム

授業外学習及び注意事項

毎回講義の終了前に講義内容の「要点」や「質問・感想」を短文（Ｂ６用紙）でミニレポートを
提出してもらう。質問は次の講義で返答する。

履修要件

成績評価の方法 ミニレポート（14点）及び期末試験（86点）を総合して評価する。

合格基準 養殖生態系の構造と適環境、餌のゆくえ、複合エコ養殖と環境修復について理解し、
持続可能な水族生産環境の管理と保全の具体策について理解し説明できる。
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関連項目 海づくり実習、藻類学、水圏生態学、水産生物学おうよび水圏物質循環論（共通教育
科目）
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授業科目 食品衛生学
Food Hygiene

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 衛生指標菌、食中毒細菌、食品汚染物質、添加物、HACCP

担当教員 教員室 質問受付時間

上西 由翁 水産学部資源利用科学講座実習棟１階 金曜日15:00～17:00

授
業
目
標

健康的な食生活を送るには、栄養バランスのよい食事が必要である。しかし、このような食品で
もまず前提となるのは食品としての安全性である。食品の安全性は「食品衛生法」によって確保
されているが、飲食に伴う危害は微生物から化学物質に至るまで広範囲に及ぶ。 食品衛生学では
、食品の生産から消費までに発生しうる食中毒や食品の危害とは何かについて考えるとともに、
これらを防止するための方法を学習する。

講

義

計

画

第1回 食品衛生行政－食品衛生関連法規と食中毒統計
第2回 食品と微生物－ミクロフローラと衛生指標細菌
第3回 細菌性食中毒－感染型細菌の種類と特性１
第4回 〃 －感染型細菌の種類と特性２
第5回 細菌性食中毒－毒素型細菌の種類と特性
第6回 その他食中毒－経口感染症、人畜共通感染症、原虫、寄生虫、ウイルス
第7回 自然毒食中毒－動物性、植物性、真菌類
第8回 化学性食中毒－ヒスタミン、酸化脂質、重金属
第9回 食品汚染－有害化学物質、農薬、環境ホルモン、プリオン病など

第10回 食品添加物－安全性評価、ADI

第11回 〃 －添加物の規格・基準、食品表示
第12回 食品の微生物制御－内部および外部環境要因
第13回 HACCPとは－背景と概念、一般衛生管理
第14回 HACCP計画－マグロ油漬け缶詰を例として
第15回 期末試験

理解すべき項目

１．食中毒を分類し、それぞれの特徴と予防法を知る 
２．食品添加物の規格・基準を理解し、食品表示について学ぶ 
３．食品の微生物制御を理解し、HACCPとは何かを理解する

参考書

授業開始時にテキストを配布する。参考図書、文献等は授業中に掲示する。

授業外学習及び注意事項

私語厳禁

履修要件

成績評価の方法 期末試験と出席状況（休みは１回につき－４点減点、遅刻は１回につき－２点減点）

合格基準
(1) 専門用語の理解度
(2) 内容の理解度 
(3) 食品危害の発生を防止する能力

関連項目 食品衛生学実験
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授業科目 食品生化学
Food Biochemistry

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 魚介類の一般成分，水産食品の機能性．

担当教員 教員室 質問受付時間

安藤 清一 資源利用科学講座 化学棟2階B-202号室 木曜日08:30～17:00

授
業
目
標

食糧科学の基礎科目として，魚介類の構成成分の特徴を解説する．また，魚介類の貯蔵・加工に
ともなうタンパク質と脂質の生化学的変化についても講義を行い，食糧資源としての魚介類の特
徴を理解することを目標とする．

講

義

計

画

第1回 食糧としての魚介類の特徴
第2回 魚介類の色調（ミオグロビン，カロテノイド，メラニン）
第3回 魚介類の筋肉組織と一般成分（赤身の魚と白身の魚）
第4回 筋原繊維タンパク質の構造と筋収縮の制御機構
第5回 筋肉タンパク質（筋形質タンパク質，筋原繊維タンパク質，筋基質タンパク質）の溶出

特性
第6回 魚介類筋肉エキス成分の特徴
第7回 魚介類の死後変化の特徴と鮮度判定法
第8回 脂質の分類
第9回 魚介類筋肉脂質の特徴

第10回 魚介類内臓脂質の特徴
第11回 脂肪酸の鎖長延長と不飽和化およびエイコサノイドの生成
第12回 脂肪酸の自動酸化と酸化防止
第13回 酵素反応による機能性脂質の生産
第14回 水産食品の機能性
第15回 期末試験

理解すべき項目

魚介類の構成成分の生化学的特徴

履修要件

成績評価の方法 期末試験の成績（60点以上を合格とする）

合格基準 食糧資源としての魚介類の特徴について，理解すること

関連項目 食品化学実験
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授業科目 水圏代謝生化学
Metabolic Biochemistry of Aquatic Organisms

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 水圏生物、代謝、エキス成分、アミノ酸、ペプチド、核酸関連物質、タンパク質、酵
素

担当教員 教員室 質問受付時間

山田 章二 資源利用科学講座・化学棟1階 B-103号室 水曜日13:00～17:00

授
業
目
標

生物化学の基礎を学ぶ。
水圏生物に存在する種々の化合物について、構造、分布、代謝、機能を学ぶ。

講

義

計

画

第1回 生物化学基礎（物質について）
第2回 生物化学基礎（代謝について）
第3回 エキス成分
第4回 遊離アミノ酸-1（構造）
第5回 遊離アミノ酸-2（機能）
第6回 オリゴペプチド-1（構造）
第7回 オリゴペプチド-2（機能）
第8回 核酸関連物質-1（構造）
第9回 核酸関連物質-2（機能）

第10回 有機塩基、有機酸、糖
第11回 その他の低分子化合物
第12回 タンパク質と酵素-1（構造）
第13回 タンパク質と酵素-2（機能）
第14回 その他の高分子化合物（「授業アンケート」実施）
第15回 筆記試験

理解すべき項目

アミノ酸、ペプチド、タンパク質、酵素、核酸、有機塩基、糖、有機酸

参考書

関連する参考書は随時紹介する。

授業外学習及び注意事項

「基礎生物化学（3期）」を履修しておくことが望ましい。

履修要件

成績評価の方法 筆記試験

合格基準 生物化学の基礎を理解しているか。
各物質について、構造、分布、代謝及び機能を理解しているか。

関連項目 「基礎生物化学（3期）」、「食品生化学（5期）」、「生物化学実験（6期）」
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授業科目 水産工業化学
Chemical industry of marine products

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 水産物、工業製品、化学反応、製造プロセス

担当教員 教員室 質問受付時間

東京海洋大学
大島敏明教授 控室（資源利用科学実習棟２階２０１号室） 集中講義期間中

授
業
目
標

水産物を利用した各種工業製品の製造プロセスにおいて、有機・無機の成分区分を問わず基礎と
なる化学反応がどのように作用しているか、また実際に活用されているそれらの種類と用途につ
いて概説する。さらに、水産物を対象とした化学工業における最先端技術や研究動向についても
展望する。

講

義

計

画

第1回 概要、無機質を利用する工業
第2回 〃
第3回 〃
第4回 脂質を利用する工業、タンパク質を利用する工業、アミノ酸を利用する工業
第5回 〃
第6回 〃
第7回 〃
第8回 〃
第9回 核酸を利用する工業、バイオリアクターを利用する工業、先端技術、研究動向、将来展

望
第10回 〃
第11回 〃
第12回 〃
第13回 〃
第14回 〃
第15回 〃

理解すべき項目

上記の各項目

参考書

プリントを配布する。

授業外学習及び注意事項

集中講義で実施し、実施は夏期休暇中に行う。

履修要件

成績評価の方法 集中講義の後に提出するレポートから、講義内容の理解度を判定する。

合格基準 理解度６０％を合格基準とする。

関連項目 特にありません。
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授業科目 分子微生物生態学
Molecular Microbial Ecology

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 海洋微生物、海洋生態系、微生物の分類、分子生物学、赤潮

担当教員 教員室 質問受付時間

吉川 毅 資源利用科学棟3階Ｂ-307号室 水曜日 9:00～12:00

授
業
目
標

本授業では、海洋生態系の一員として、また海洋環境の汚染・浄化にも関与している海洋微生物
を対象とする。まず海洋微生物の生態、分類体系と多様性について教授した後、分子生物学的手
法の応用により明らかとなった微生物生態に関する新知見を紹介する。また、これらの知見に基
づいて海洋環境問題を解決する可能性について考える。

講

義

計

画

第1回 海洋における微生物の生態（概論）
第2回 分子遺伝学の基礎
第3回 遺伝子工学の基礎
第4回 海洋細菌の分類体系：表現型に基づく古典的な分類法
第5回 海洋細菌の分類体系：分子指標に基づく分子分類法
第6回 海産微細藻類の分類体系：表現型に基づく古典的な分類法
第7回 海産微細藻類の分類体系：分子指標に基づく分子分類法
第8回 藻類の葉緑体の構造と細胞内共生
第9回 分子微生物生態学とは?：分子生物学的技法の海洋微生物生態学への応用

第10回 分子微生物生態学的手法により見出された新奇の海洋微生物
第11回 遺伝子の水平伝搬と海洋微生物の多様性
第12回 海洋生物間の相互作用：共生、寄生
第13回 赤潮発生のメカニズム：赤潮藻類個体群の動態解析と赤潮防除
第14回 分子微生物生態学の最近のトピック
第15回 期末試験

理解すべき項目

(1)海洋微生物の生態学的な役割 (2)分子生物学の実験手法に関する基礎 (3)分子生物学的手法の海
洋微生物生態学への応用の事例 (4)分子生物学的手法の応用により得られた海洋微生物に関する新
知見

参考書

石田祐三郎著「海洋微生物の分子生態学入門」培風館
石田祐三郎・杉田治男編「水圏の環境微生物学」恒星社厚生閣

履修要件

成績評価の方法 出席数、小テストおよび期末試験

合格基準 小テストおよび期末試験の解答から「理解すべき項目」に記載されている内容を6割
程度理解していると判断できること。出席状況も加味する。

関連項目 微生物学、分子生物学および生化学



AGRI-FISH-WEBシステム

file:///C/Users/ia18057user/Desktop/01学部関係作業フォルダ/教務関係/シラバス関連/シラバス/水産学部/H18/H18.html[2023/03/26 13:03:21]

 

授業科目 魚病学
Fish Pathology

開講期 ６期

単位数 2

キーワード 養殖魚、感染症、ストレス、生体防御、免疫

担当教員 教員室 質問受付時間

山本 淳 資源育成科学棟2階210号室 水曜日8:30～17:00

授
業
目
標

魚類養殖は安定した動物タンパクの重要な供給現の一つで、これを無視することはできません。
集約的な養殖環境は飼育魚の生理に何らかの影響を与えるとともに、環境の悪化を招き、それら
の結果として魚病の発生を助長すると考えられます。この授業では魚類生理学の基礎を理解した
上で、わが国の代表的な養殖魚類に発生する魚病について、歴史、病原体の性質、病態、疫学、
診断法、治療法などを説明します。

講

義

計

画

第1回 魚病学総論（歴史と現状）、ウイルス病-1（総論）
第2回 ウイルス病-2（サケ科魚類の疾病）
第3回 ウイルス病-3（コイ科魚類、海産魚類、甲殻類の疾病）
第4回 ウイルス病-4（防疫の成功例）
第5回 細菌病-1（総論）
第6回 細菌病-2（サケ科魚類の疾病）
第7回 細菌病-3（サケ科魚類の疾病）
第8回 細菌病-4（海産魚類の疾病）
第9回 細菌病-5（海産魚類の疾病とワクチン）

第10回 真菌病と原虫病
第11回 寄生虫病-1（淡水魚類の疾病）
第12回 寄生虫病-2（海産魚類の疾病）
第13回 寄生虫病-3（ホルマリン問題、人体寄生虫）
第14回 環境性疾病とストレス
第15回 期末試験

理解すべき項目

魚類の鰓・腎臓の機能、ウイルスと細菌の違い、魚類病原体の生活史、防疫

参考書

魚介類の感染症・寄生虫病（江草、恒星社厚生閣）、
魚病学概論（室賀・江草、恒星社厚生閣）、

授業外学習及び注意事項

授業内容のファイル（CD-R）を配布しますが、閲覧にはパワーポイントが必要です。

履修要件

成績評価の方法 授業後提出する学習連絡シート：2点×14回＝28点
期末試験：72点

合格基準 病魚の病態、診断、病原体、治療法、防疫方法などを説明できること

関連項目 魚病学実験
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授業科目 実験データのまとめ方
Scientific communication

開講期 ６期

単位数 2

キーワード データ、統計処理、プレゼンテーション

担当教員 教員室 質問受付時間

鈴木廣志
山本 淳
大富 潤
寺田竜太
小針 統

資源育成科学棟 水曜日8:30～17:00

授
業
目
標

研究や調査の過程で得られたデータを他人にわかりやすく示し、自分の仮説や発見した事実を他
人に正確に理解してもらうことは大切である。この授業では受講生が自ら収集したデータをもと
に、適切な統計処理方法を学び、適切な図表を用いた説得力のある発表の方法を学ぶ。プレゼン
テーションソフトを使って口頭発表を行うとともに、他人の発表に対して積極的かつ的確な批評
を行う力を養う。

講

義

計

画

第1回 オリエンテーション
本科目の目的、授業概要、成績評価方法の説明、パソコンの使い方、ブリーフケースの
使い方、課題ファイルの保存方法

第2回 研究課題の設定
授業計画の再説明、班分け、班名作成、データ閲覧、研究課題の相談、結果のイメージ
作成、報告書の作成
コラム：書式設定、図挿入（ワードの使い方）

第3回 パワーポイントの使い方、模範発表
コラム：図表の意義

第4回 データ解析・図表作成
データの再構成、エクセルによるデータ計算・図表作成
コラム：データ計算、構成方法（エクセルの使い方1）

第5回 データ解析・図表作成
データの再構成、データ計算、図表作成
コラム：データの分布型（統計基礎）

第6回 データ解析・図表作成
データの再構成、データ計算、図表作成
コラム：差の検定（実践統計1）

第7回 プレゼンテーションファイル作成
図表の貼り付け、説明資料の作成
コラム：相関と回帰（実践統計2）

第8回 中間報告会
1～5班：中間報告7分、発表に対する批評5分、質疑応答＠3分

第9回 中間報告会
6～10班：中間報告7分、発表に対する批評5分、質疑応答＠3分

第10回 データの再解析、図表作成
批評に基づくデータの再解析、図表作成、統計解析

第11回 データの再解析、図表作成
批評に基づくデータの再解析、図表作成、統計解析

第12回 データ発表会
1～5班：発表7分、発表に対する批評5分、質疑応答＠3分

第13回 データ発表会
6～10班：発表7分、発表に対する批評5分、質疑応答＠3分

第14回 報告書作成
目的、方法、結果の記述、議論の構成、図表挿入

第15回 総合討論、総括
学生による総合討論、教員からの批評、学生アンケート

理解すべき項目
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適切な統計処理方法の選び方、適切な図表の選び方と作り方、効果的な表現

参考書

ブルーバックス「発表の方法」「生物学の考える技術」

履修要件

成績評価の方法 グループ作業における貢献点（30点）、発表点（50点）、批評点（20点）

合格基準 効果的な発表および他人の発表に対して的確な批評ができること

関連項目 卒業研究
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授業科目 餌料生物学
Biology of Fish Feed Organisms

開講期 ６期

単位数 2

キーワード 養殖、餌料、生物、種苗生産、植物プランクトン、動物プランクトン、ワムシ、栄養
、生理

担当教員 教員室 質問受付時間

山内達也 非常勤 集中講義期間中の休憩時間等

授
業
目
標

1) 我が国の水産業、水産技術発展の歴史を通して、水産増養殖について理解を深める。
2) 種苗生産の実際を紹介しながら、種苗生産に必要な事項について説明する。
3) 餌料生物＝特にワムシの特性や培養法を理解する。

講

義

計

画

第1回 国の施策と主要事業の展開
第2回 水産養殖（養殖種苗、餌料、病害とその対策）
第3回 生産技術の発展、種苗放流と効果
第4回 再生産保護、漁場造成、環境条件改善、漁獲規制等
第5回 まとめ（水産資源を増加させるために必要な施策）
第6回 親魚の確保と産卵
第7回 水づくり（水温、塩分、溶存酸素）
第8回 水づくり（pH、NH3、NO2-、生物的要因
第9回 餌づくり（仔稚魚の消化器系の発達）

第10回 餌料生物（魚類、甲殻類、棘皮、軟体動物の食性）
第11回 餌料生物の栄養価（蛋白質、脂質、ビタミンほか）
第12回 シオミズツボワムシ（餌料としての特性と餌料系列）
第13回 生物学的特性と栄養強化（種苗生産の実際）
第14回 大量培養法
第15回 試験

理解すべき項目

各餌料生物種の増殖特性および魚介類仔稚魚に対する餌料効果

参考書

初期餌料生物-シオミズツボワムシ、恒星社厚生閣

履修要件

成績評価の方法 試験（満点100点）による評価

合格基準 各餌料生物種の増殖特性および魚介類仔稚魚に対する餌料効果を理解していること

関連項目 水産生物学
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授業科目 水産資源管理学
Fisheries Ecology and Management

開講期 ６期

単位数 2

キーワード 地元の海，水産資源，乱獲，資源管理，考える，表現する

担当教員 教員室 質問受付時間

大富 潤 資源育成科学講座 資源育成科学棟３階 308号室 火曜日13:30～17:00

授
業
目
標

生物学的アプローチによる水産資源学。この授業では，水産資源の特徴を理解し，資源を最大持
続的に利用するための方策について考える機会を与える。講義と集団討論（ディスカッション）
を通じて，資源を管理するためには対象生物の生活史およびそれをとりまく生物的・非生物的環
境の特性を十分に把握する必要があることを理解するとともに，管理が“一筋縄にはいかない”の
はなぜなのかを考える。そして，「自分ならこうする」という意見を持ち，それをうまく表現で
きるようになることを目標とする。

講

義

計

画

第1回 鹿児島湾深海底を探る
第2回 地元の海の水産資源
第3回 漁業を分類すると？
第4回 農業と漁業を比べてみよう！（ディスカッション）
第5回 農業と漁業を比べてみよう！（プレゼンテーション）
第6回 なぜ水産資源は管理が必要なのか？（乱獲と資源管理）
第7回 資源管理の目的と方法
第8回 質疑応答と中間ミニテスト
第9回 ミニテストの解説とローカル資源の管理の事例（漁業者と研究者の連携）

第10回 資源管理に必要な生物学的特性値の求め方（成熟解析）
第11回 資源管理に必要な生物学的特性値の求め方（成長解析）
第12回 資源生物学的研究の実際（資源生物学的特性値）
第13回 資源生物学的研究の実際（種苗放流の効果）
第14回 総合討論：資源管理のために大学ができることは？
第15回 期末試験

理解すべき項目

管理に必要な資源特性値と資源管理の考え方，資源管理の実際とその問題点を理解し，地元の海
の水産資源を把握する。

参考書

「魚をとりながら増やす」松宮義晴著（成山堂書店）
「エビ・カニ類資源の多様性」大富 潤・渡邊精一編（恒星社厚生閣）
「かごしま海の研究室だより」大富 潤（南日本新聞社）

授業外学習及び注意事項

「水産資源生物学」を受講していることが望ましい。

履修要件

成績評価の方法 毎回のミニレポート（20点），中間ミニテスト（20点）および期末試験（60点）

合格基準 水産資源管理の理論と実際について理解し，自分の考えをうまく表現できること。

関連項目 水産資源生物学，水産資源解析学，水産資源学実験
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授業科目 水族生理学
Physiology of Aquatic Animals

開講期 ６期

単位数 2

キーワード 浸透圧、適応、代謝調節

担当教員 教員室 質問受付時間

中村 薫 資源育成科学講座 資源育成科学棟3階301号室 水曜日 9:00～17:00

授
業
目
標

魚類など水棲動物が淡水や海水に適応した生活を遂行する上で必要な生理的機能を概説する。生
命活動を支え維持する体内ホメオスタシス機構をおもに魚類を中心とした事例で講義する。

講

義

計

画

第1回 序論-陸棲動物と水棲動物の生理的相違、魚類の進化的位置付け
第2回 血液の働き、魚類の血液電解質組成
第3回 電解質の役割、血液性状-血糖，乳酸、尿素、蛋白質、アイソザイム
第4回 ヘマトクリット、血色素量、赤血球数、血液緩衝作用
第5回 酸素解離曲線、酸素飽和圧、Bohr効果、Root効果
第6回 呼吸機能-酸素消費量と温度、環境溶存酸素の影響
第7回 体液浸透圧調節、osmoregulator 、osmoconformer、腎，鰓，腸の役割
第8回 尿量調節、浄化値、対向流システム
第9回 間脳内分泌系-視床下部、脳下垂体、内分泌器官

第10回 淡水・海水適応の内分泌機序
第11回 血糖等の代謝調節機序
第12回 成長成熟の内分泌機序
第13回 繁殖期と日長
第14回 脳脊髄神経、自律神経系
第15回 期末試験

理解すべき項目

魚類等、水棲動物にみられる生理学的機構は私達が備えているものとその原則は殆ど同一である
。魚類等では浸透圧調節機構の特化とその駆使が基本となる。魚類等を中心して紹介する、我々
ヒトを含めた生命活動体の本髄を理解して欲しい。

参考書

魚類生理学概論（田村保編、恒星社厚生閣）

履修要件

成績評価の方法 期末試験

合格基準 水棲生活での生理的調節機序を理解できたかを問う

関連項目 水族生理学実験



AGRI-FISH-WEBシステム

file:///C/Users/ia18057user/Desktop/01学部関係作業フォルダ/教務関係/シラバス関連/シラバス/水産学部/H18/H18.html[2023/03/26 13:03:21]

 

授業科目 細胞化学
Molecular Cell Biology

開講期 ６期

単位数 2

キーワード 細胞の構造と機能、タンパク質分子の機能、物質輸送、情報伝達

担当教員 教員室 質問受付時間

林 征一 資源利用科学講座 化学棟2階B-205号室 金曜日08:30～11:30

授
業
目
標

魚介類の養殖における卵母細胞の成熟過程、精子の形成過程、川と海を回遊する魚類の浸透圧調
節など、魚介類には興味ある現象が多く、これらの現象は細胞における分子レベルで明らかにさ
れつつある。分子と細胞の構造と機能との関係は、近年急速に解明されている分野であるが、そ
の進展はヒトなど哺乳動物において著しい。これらの知識は魚介類の現象を細胞及び分子レベル
で理解する上で基礎となる。

講

義

計

画

第1回 魚類の卵母細胞の成熟過程と細胞化学
第2回 細胞の構造と機能の研究法 顕微鏡、生化学的手法
第3回 〃 細胞培養、トレーサー実験など
第4回 生体膜の構造と機能
第5回 生体膜タンパク質の構造と機能
第6回 生体膜を介した物質輸送の機構
第7回 〃 小腸上皮細胞からの栄養素の吸収・輸送
第8回 〃 胃上皮細胞によるHCl分泌機構
第9回 〃 赤血球による酸素、炭酸ガス輸送

第10回 酵素の役割
第11回 〃
第12回 タンパク質の細胞内取り込み、細胞外への分泌機構
第13回 細胞の情報伝達機構
第14回 〃
第15回 試験

理解すべき項目

細胞の構造・機能とタンパク質や核酸との関係

履修要件

成績評価の方法 毎時間の小テスト、出席、期末テスト、質問の有無などを総合して評価する。

合格基準 細胞の構造と機能に関わる分子についての理解

関連項目 生化学、微生物学、栄養化学、比較生理学
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授業科目 資源利用科学概論
Introduction of Biochemistry and Technology

開講期 ６期

単位数 2

キーワード 海洋生物の化学、水産食品の科学

担当教員 教員室 質問受付時間

利用学講座全教員 資源利用科学講座 化学棟３階 週日10:30～12:00

授
業
目
標

資源利用科学講座では、海洋生物の栄養・代謝や生命現象を生化学的側面から解明し、水産増殖
に必要な人工飼料の開発、環境保全や食糧資源の有効利用を図るための研究･教育を行っている
。本講義は、資源利用科学講座の教員が現在行っている研究の内容およびその関連分野について
それぞれの教員が分かりやすく概説するものである。

講

義

計

画

第1回 ガイダンス
第2回 水族栄養学の研究概説１
第3回 水族栄養学の研究概説２
第4回 食品工学の研究概説１
第5回 食品工学の研究概説２
第6回 生物化学の研究概説１
第7回 生物化学の研究概説２
第8回 微生物学の研究概説１
第9回 微生物学の研究概説２

第10回 食品化学の研究概説１
第11回 食品化学の研究概説２
第12回 海洋生物工学の研究概説１
第13回 海洋生物工学の研究概説２
第14回 水産資源利用学の今後の展望
第15回 レポートの作成方法

理解すべき項目

海洋生物や水産食品の化学物質についての基礎的な理解
卒業研究を選択するための基礎的知識

参考書

適宜、資料を配付する

履修要件

成績評価の方法 出席とレポートによる総合評価

合格基準 ２／３以上の出席、レポートの提出

関連項目 「海洋生物の化学」、「水産食品の科学」の他資源利用科学講座の開設科目
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授業科目 食品環境制御学
External Parameter control for Food Processing

開講期 ６期

単位数 2

キーワード 水産食品、品質、理化学的環境因子、制御、予測

担当教員 教員室 質問受付時間

進藤 穣 資源利用科学実習棟
２階第１２教官室 金曜日08:30～17:00

授
業
目
標

水産食品の品質に及ぼす理化学的環境因子(温度、ガス、水分、pH、光)の影響を理解し、水産食
品の貯蔵・加工操作で環境因子の制御法を習得する。

講

義

計

画

第1回 核酸関連化合物の分解の機構および予測・抑制
第2回 〃
第3回 〃
第4回 硬直現象の機構と遅延化
第5回 タンパク質の変性機構と抑制
第6回 加熱殺菌法の最適化
第7回 〃
第8回 〃
第9回 脂質酸化の機構と抑制、魚肉の変色機構と抑制

第10回 ガス置換包装の効果
第11回 微生物の発育と水分活性、脂質酸化と水分活性
第12回 水分活性の制御
第13回 〃
第14回 着色フィルムの効果、タンパク質の変性とpH、
第15回 試験

理解すべき項目

・水産食品の諸成分に及ぼす理化学的環境因子の影響
・水産食品の貯蔵・加工操作で環境因子の制御法

履修要件

成績評価の方法 出席、レポート、および期末試験

合格基準 系統立てて水産食品の品質に及ぼす理化学的環境因子の影響を述べられること。
水産食品の品質変化の予測法を理解していること。

関連項目 水産食品の科学，食品冷凍工学および食品生化学
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授業科目 水族栄養飼料学
Aquatic Animal Nutrition

開講期 ６期

単位数 2

キーワード 魚類の栄養要求、水産増養殖学、栄養生理学

担当教員 教員室 質問受付時間

越塩 俊介 資源利用科学講座化学棟3階302号室 金曜日10:00～17:00

授
業
目
標

水族栄養学に関する基礎的な知識を教授することによって、主に魚類の栄養要求、栄養代謝、栄
養生理をマスターさせ、他の動物群と異なる水族の特徴についての知識を深める事を目標とする
。さらに、増養殖分野における養魚飼料学への応用についても概説し、その最新情報を提供する
。

講

義

計

画

第1回 水族栄養学と水産増養殖
第2回 魚類養殖における飼料の役割
第3回 魚類における栄養素の消化、吸収
第4回 魚類のエネルギー要求 - I

第5回 魚類のエネルギー要求 - II

第6回 魚類のタンパク質要求 - I

第7回 魚類のタンパク質要求 - II

第8回 魚類の脂質要求 - I

第9回 魚類の脂質要求 - II

第10回 魚類の炭水化物要求 - I

第11回 魚類の炭水化物要求 - II

第12回 魚類のビタミン要求 - I

第13回 魚類のビタミン要求 - II

第14回 魚類のミネラル要求
第15回 期末試験

理解すべき項目

魚類の栄養代謝、消化・吸収、栄養生理
魚類の増養殖
種苗生産
魚類飼料学

参考書

魚類の栄養と飼料（恒星社厚生閣）

履修要件

成績評価の方法 出席率、期末試験の成績、英語による小テスト

合格基準 上記理解すべき項目についておおむね理解するレベル

関連項目
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授業科目 畜産製造学
Animal Food Processing

開講期 ６期

単位数 2

キーワード 牛乳、乳製品、肉製品、卵

担当教員 教員室 質問受付時間

青木 孝良 （鹿児島大学農学部） 授業終了後

授
業
目
標

乳、肉、卵はその特性を利用して様々な加工品が作られてきた。また、最近ではその中に含まれ
ている成分を分離して、食品加工素材として利用されている。本講義では、主に牛乳を中心にし
て、その成分の理化学的性質、存在形態、生合成、栄養生化学的特性について講述する。次いで
、飲用乳、チーズ、バター練乳、粉乳、ヨーグルトの製造について講述する。さらに、肉、卵の
特性とそれらの製品についても簡単に紹介する。本講義では、畜産物から製品ができるまでの過
程を科学的に理解しすることを目標としている。

講

義

計

画

第1回 牛乳の生産と利用、牛乳成分の成り立ち
第2回 牛乳成分の化学 タンパク質、カゼイン
第3回 カゼインミセルの構造、レンネット凝固
第4回 ホエータンパク質の特性
第5回 乳脂肪の構造と特性
第6回 乳の糖質の構造と特性
第7回 乳のミネラル、ビタミンの特徴、牛乳成分の生合成
第8回 牛乳の主な加工処理方法
第9回 飲用乳、チーズ、バターの製造

第10回 練乳、粉乳、発酵乳の製造
第11回 原料肉の特性
第12回 肉製品の製造
第13回 鶏卵の構造、殻付卵貯蔵中の変化
第14回 卵製品の製造
第15回 試験

理解すべき項目

乳・肉・卵の成分特性
畜産食品の製造原理

授業外学習及び注意事項

伊藤敞敏他編、文永堂出版「動物資源利用学」を教科書として使用するので、準備すること。

履修要件

成績評価の方法 出席及び試験

合格基準 出席率60％以上、試験の成績60点以上

関連項目
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授業科目 水産生物学実験基礎
Fundamental laboratory work of Aquatic Biology

開講期 ４期

単位数 2

キーワード 実験器具・生物標本の取り扱い、マナー

担当教員 教員室 質問受付時間

山本 淳 資源育成科学棟2階210号室 授業時間中

授
業
目
標

この実験科目は水産学部2年生に海洋生物学の基礎的な実験方法を学んでもらうための科目であ
る。この一連の実験を受講することによって、実際の海の生物に触れてもらうことはもちろんの
こと、その分類や生態と環境調査の初歩的な技術や考え方が習得できる。

実

験

計

画

第1回 オリエンテーション
第2回 顕微鏡で長さを計る
第3回 生物の大きさを計る
第4回 生物の分布様式を調べる・生息数を推定する
第5回 プランクトンの個体数を推定する
第6回 プランクトンの生物量を推定する
第7回 魚類の外部形態
第8回 魚類の内部形態
第9回 細菌数の測定(1)

第10回 細菌数の測定(2)

第11回 魚体測定法
第12回 生物統計学
第13回 身近な水を調べる
第14回 県水産技術開発センターの見学
第15回 県水産技術開発センターの見学

実験の進め方

実験室の収容人数の都合で2班に分かれて実験を行うので、ガイダンスには必ず出席すること。

参考書

教科書：「生物学実験基礎」実験の手引き

授業外学習及び注意事項

「実験・実習のための安全の手引き」を事前に読んでおくこと

履修要件

成績評価の方法 出席とレポート

合格基準 期限内に指定された項目、形式のレポートを提出すること。

関連項目 水産生物学
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授業科目 水産化学実験基礎
Fundamental Chemical Analysis in Fisheries

開講期 ４期

単位数 2

キーワード 標準液、中和滴定、酸化還元滴定、溶存酸素、比色分析、有効数字

担当教員 教員室 質問受付時間

林 征一 資源利用科学講座 化学棟２階 B-205号室 水曜日08:30～12:00

授
業
目
標

化学実験で用いる汎用試薬を自分で調製出来るようになること、その際使用する器具の名称、化
学薬品の取扱い上の注意、廃液の処理方法についても学ぶ。中和滴定による定量、酸化還元滴定
を応用した溶存酸素の定量、また比色分析などを通して定量実験の基礎を学ぶ。更に、定量実験
における有効数字、有効数字の取扱いについても理解を深める。

実

験

計

画

第1回 化学実験の一般的注意 : 災害防止のための注意、実験廃棄物の処理法など
第2回 基本操作法 : 実験器具名称、器具の洗浄法、質量分析、容量分析
第3回 中和滴定実験 : 標準液の調製
第4回 〃 : 強酸・弱塩基間、弱酸･強塩基間、強酸・強塩基間の中和とpH指示薬
第5回 〃 ： 0.1M HClのファクター決定
第6回 〃 ： 0.1M NaOHのファクター決定
第7回 〃 ： 食酢中の酢酸量の定量
第8回 酸化還元滴定を利用した溶存酸素の定量原理
第9回 試薬の準備

第10回 チオ硫酸ナトリウム標準溶液の作成とファクターの決定
第11回 海水、池水、水道水中の溶存酸素の測定
第12回 比色分析 ： 透過率と吸光度との関係
第13回 〃 ： 過マンガン酸カリウム溶液の吸収スペクトルの測定
第14回 〃 ： 過マンガン酸カリウム溶液の検量線の作成
第15回 器具の整理、実験室の清掃、本実験についての反省、感想など

授業外学習及び注意事項

（理解すべき項目）
１．中和滴定、酸化還元滴定の原理。
２．分光光度計の原理。
３．定量実験における精度と正確さの関係。

履修要件

成績評価の方法 出席とレポート

合格基準 理解すべき項目１，２，３が理解されていること。実験は全出席

関連項目 基礎化学
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授業科目 魚類学実験
Laboratory Work of Ichthyology

開講期 ５期

単位数 1

キーワード 代表的淡水魚類の形態、軟骨魚類の外部・内部形態と各器官の名称、構造、機能、硬
骨魚類の頭部骨格、脊柱など骨格系の名称、構造

担当教員 教員室 質問受付時間

四宮 明彦 資源育成科学棟2階206号
室

平日1500-1700 連絡あれば他の時間可）電話 099-286-414
2

授
業
目
標

（１）標本の観察と描画により代表的な淡水魚類の形態を理解する。（２）軟骨魚類のシロザメ
を材料に外部形態、内部形態を観察、描画し、各器官の名称、構造、機能を理解する。（３）硬
骨魚類のカツオを材料に頭部骨格、脊柱の骨格標本を作製し、骨格系の名称、構造を理解する。

実

験

計

画

第1回 川内川産の淡水魚類６種の外部形態１
第2回 川内川産の淡水魚類６種の外部形態２
第3回 シロザメの外部形態１：魚体側面
第4回 シロザメの外部形態２：腹面、尾部断面筋肉系
第5回 シロザメの内部形態１：顎域、口蓋、鰓裂
第6回 シロザメの内部形態２：噴水孔、内臓概観
第7回 シロザメの内部形態３：消化器官、雌雄の生殖器官
第8回 シロザメの内部形態４：雌雄の生殖器官
第9回 シロザメの内部形態５：眼域筋肉系と眼球構造

第10回 シロザメの内部形態６：中枢神経系
第11回 カツオ頭部形態観察
第12回 カツオ頭部煮沸、骨格採取、洗浄
第13回 カツオ頭部骨格系の観察１：頭蓋骨、顎弓、懸垂骨
第14回 カツオ頭部骨格系の観察２：舌弓、鰓弓、脊椎骨
第15回 スケッチ清書、観察結果のまとめとプレゼンテーション

実験の進め方

実験の開始時に内容、注意事項、手順を説明する。

参考書

魚学概論 （恒星社厚生閣）岩井 保著

授業外学習及び注意事項

（１）定員３６人まで、育成コース優先となる。水産動物学実験と一緒に履修すること。（２）
「実験・実習のための安全の手引き」を読んでおくこと。（３） 毎回白衣とゴム手袋を持参する
こと。

履修要件

成績評価の方法 出席および提出されたスケッチ。

合格基準 毎回指示した内容が適切にスケッチされていること。

関連項目 魚類学、水産生物学実験基礎
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授業科目 餌料生物学実験
Experiment on Biology of Fish Feed Organisms

開講期 ５期

単位数 1

キーワード 植物プランクトン、動物プランクトン、培養、飼育

担当教員 教員室 質問受付時間

小針 統
山崎繁久

資源育成科学講座
資源育成科学棟213号室 火曜日08:30～17:00

授
業
目
標

1. 天然餌料や増養殖の初期餌料として利用される主な植物、動物プランクトンの分類群や発育段
階を識別、同定できる
２．顕微鏡や機器を使ったプランクトンの標本解析、水質分析、培養や飼育方法を習得し、実践
できる
３．プランクトン標本解析、培養、飼育に影響を及ぼす注意点を理解する

実

験

計

画

第1回 赤潮プランクトンの観察：夜光虫の外部形態観察および計数
第2回 赤潮プランクトンの観察：夜光虫の外部形態観察および計数
第3回 天然プランクトンの識別・計数：動物プランクトン群集組成の解析
第4回 天然プランクトンの識別・計数：動物プランクトン群集組成の解析
第5回 植物プランクトンの培養1-1：珪藻の成長速度の測定
第6回 植物プランクトンの培養1-2：珪藻の成長速度の測定
第7回 植物プランクトンの培養2-1：珪藻の成長速度の測定
第8回 植物プランクトンの培養2-2：珪藻の成長速度の測定
第9回 動物プランクトンの飼育1-1：アルテミアの孵化率の測定

第10回 動物プランクトンの飼育1-2：アルテミアの孵化率の測定
第11回 動物プランクトンの飼育2-1：アルテミアの呼吸速度の測定
第12回 動物プランクトンの飼育2-2：アルテミアの呼吸速度の測定
第13回 動物プランクトンの飼育2-3：アルテミアの呼吸速度の測定
第14回 動物プランクトンの飼育3-1：アルテミアの排泄速度の測定
第15回 動物プランクトンの飼育3-2：アルテミアの排泄速度の測定

実験の進め方

１．火曜日の3限目と4限目に2回分連続して実施する
２．実験開始時に、内容、注意事項、手順を説明する
３．グループ単位に分かれて実験、データ解析を行う
４．次週の実験時までに各回のレポートを個々人で提出する

参考書

動物プランクトン生態研究法（大森信・池田勉：共立出版株式会社）
吸光光度法ノウハウ：ケイ酸・リン酸・硝酸塩の定量分析（奥修：技報堂出版）
海洋観測指針（日本気象協会：大東印刷工芸株式会社）
日本産海洋プランクトン検索図説（千原光雄・村野正昭：東海大学出版会）
日本海洋プランクトン図鑑（山路勇：保育社）

授業外学習及び注意事項

１．許容人数は36人までとする（受講希望者数が多い場合には育成コースを優先した上で抽選と
なる）
２．各回の実験時には白衣、ゴム手袋を持参すること
３．実験内容が継続しておりグループ作業なので、履修変更は認められない
４．実験、実習のための安全の手引きを実験前に読むこと
５．藻類学実験と組み合わせて履修すること

履修要件

各作業への貢献度（45点）



AGRI-FISH-WEBシステム

file:///C/Users/ia18057user/Desktop/01学部関係作業フォルダ/教務関係/シラバス関連/シラバス/水産学部/H18/H18.html[2023/03/26 13:03:21]

成績評価の方法 レポート（55点）

合格基準 授業目標を習得していること

関連項目 水産概論、水産生物学実験基礎、水産資源乗船実習、沿岸域乗船実習
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授業科目 水産動物学実験
Experiment of Aquatic Zoology

開講期 ５期

単位数 1

キーワード 水産無脊椎動物，形態，機能，観察方法

担当教員 教員室 質問受付時間

鈴木 廣志
小針 統 資源育成科学講座 資源育成科学棟2階209号室 月、火、木、金曜日の16:00～17:00

授
業
目
標

水産生物学、水産動物学の授業で習った水産無脊椎動物を実際に手で触れ、目で観察する．水生
生物の観察方法，保存方法及び種の同定方法を習得する。生物の形態の共通性，多様性，その機
能的特性および同定法を理解する。

実

験

計

画

第1回 実験の目的・実験機器の使用法及び形態観察における留意点の概説
第2回 棘皮動物の形態観察－１，ウニ類の外部形態の観察(I)

第3回 棘皮動物の形態観察－２，ウニ類の外部形態の観察(II)

第4回 棘皮動物の形態観察－３，ウニ類の内部形態の観察
第5回 節足動物の形態観察－１，クルマエビ類の外部形態の観察
第6回 節足動物の形態観察－２，コエビ類の外部形態の観察
第7回 節足動物の形態観察－３，クルマエビ類の雌雄の形態の観察
第8回 節足動物の形態観察－４，コエビ類の雌雄の形態の観察
第9回 節足動物の形態観察－５，クルマエビ類の鰓室構造の観察

第10回 節足動物の形態観察－６，コエビ類の鰓室構造の観察
第11回 小型甲殻類の観察ー１．アミ類の観察
第12回 小型甲殻類の観察ー2．オキアミ類の観察
第13回 軟体動物の形態観察－１，二枚貝類の外部形態の観察
第14回 軟体動物の形態観察－２，二枚貝類の内部形態の観察
第15回 スケッチの清書，観察結果のまとめ及び口頭発表

実験の進め方

観察の重要点を板書し、かつ参考資料を配付し，それに基づいて進める．毎回スケッチを行う

参考書

林・岩井共著｢基礎水産動物学｣保育社

授業外学習及び注意事項

機器数の制約により受講制限有り、定員３６名。定員オーバーの時には資源コースの学生を優先
し、抽選する。魚類学実験と同時に履修すること。水産動物学を受講していることが望ましい。
鹿児島大学水産学部実験実習のための安全の手引きを事前に読んでいること。

履修要件

成績評価の方法 清書済みスケッチ、まとめの提出、及び発表によって行う。

合格基準 指示した点をしっかり観察スケッチしていれば合格。見た目のきれいさより正確さが
重要。

関連項目 水産動物学，魚類学実験
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授業科目 藻類学実験
Laboratory Class on Phycology

開講期 ５期

単位数 1

キーワード 藻類、海藻、形態、分類、生活史、多様性、水産

担当教員 教員室 質問受付時間

寺田 竜太 資源育成科学講座2階203号室 金曜日9:00～12:00

授
業
目
標

鹿児島を中心とした暖海域の藻類、特に海藻類の観察を通して、形態と生活史の多様性、生長様
式や種分化の過程を理解すると共に、沿岸海藻群落と環境の関わりについて理解することを目標
とする。
具体的には、1）海藻類の学術標本の作成方法の修得、2）外部形態と生物顕微鏡を用いた内部組
織の観察、3）専門の文献である「新日本海藻誌」に従った分類方法を理解する。また作成した
標本を整理し、各自「鹿児島産海藻標本集」を作成する。

実

験

計

画

第1回 オリエンテーション
第2回 緑藻類の観察1：アオサ目
第3回 緑藻類の観察2：アオサ目
第4回 緑藻類の観察3：イワズタ目
第5回 緑藻類の観察4：ミル目
第6回 褐藻類の観察1：アミジグサ目
第7回 褐藻類の観察2：コンブ目
第8回 褐藻類の観察3：ヒバマタ目
第9回 褐藻類の観察4：ヒバマタ目

第10回 紅藻類の観察1：ウシケノリ目
第11回 紅藻類の観察2：テングサ目、サンゴモ目
第12回 紅藻類の観察3：スギノリ目
第13回 紅藻類の観察4：オゴノリ目
第14回 紅藻類の観察5：イギス目
第15回 「鹿児島産海藻標本集」作成、提出

実験の進め方

実験開始前に、教官が目的や注意点等を説明する。
観察・標本作製は、全て個人でおこなう。
押し葉標本と観察結果、考察を取り纏め、「鹿児島産海藻標本集」を完成させる。
鹿児島大学水産学部実験実習安全の手引きを読んでおくこと。

参考書

新日本海藻誌（内田老鶴圃）
原色日本海藻図鑑（保育社）
日本の海藻（学研）
藻類学実験・実習（講談社）
藻類の生活史集成1-3巻（内田老鶴圃）
藻類多様性の生物学（内田老鶴圃）
顕微鏡観察の基本（地人書館）
全て書店で購入可能だが、図書館にも常備

授業外学習及び注意事項

材料は、生育状況によって変更する場合がある。
藻類学（4期）を受講していることが望ましい。
上限を36人とする（上限を超えた場合には履修コースと藻類学受講の有無で優先順位を設ける）
。
餌料生物学実験（5期）と同時に履修すること。

履修要件
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成績評価の方法 各回のスケッチと考察を基に評価（計100点）

合格基準 藻類の種多様性を理解し、「鹿児島産海藻標本集」が完成していること

関連項目 藻類学、水産生物学、海洋多様性生物学実習
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授業科目 栄養飼料学実験
Laboratory Study on Animal Nutrition

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 栄養素，栄養要求，化学分析，

担当教員 教員室 質問受付時間

越塩 俊介、石川 学 資源利用科学講座研究棟３階３０２，３０３号室 金曜日08:30～17:00

授
業
目
標

栄養学の基礎的な知識を理解し，栄養素の分析法および実験評価法を習得させることを目標とす
る。さらに，得られた実験データについて，データの意義および信頼性について理解させる。

実

験

計

画

第1回 説明
第2回 試薬の調製
第3回 試料中の水分含量の測定
第4回 試料中の粗灰分含量の測定
第5回 試料中の粗タンパク含量の測定（ケルダール法）
第6回 試料中の脂質の抽出と精製（総脂質含量の測定，ブライ＆ダイヤー法）
第7回 間接法（酸化クロム法）による見かけの消化吸収率の測定
第8回 間接法（酸化クロム法）による見かけの消化吸収率の測定
第9回 間接法（酸化クロム法）による見かけの消化吸収率の測定

第10回 油脂の過酸化物価の測定
第11回 試料中のビタミンＣ含量の測定
第12回 液体クロマトグラフィー（原理およびビタミンＣ分析）
第13回 薄層クロマトグラフィー（原理および脂質クラス分析）
第14回 ガスクロマトグラフィー（測定法の原理および脂肪酸分析）
第15回 実験データのまとめ方

実験の進め方

実験開始前に，教官より分析法の原理，操作法および注意点について説明する。実験は配布する
マニュアルに基づいて，個人もしくはグループで進める。実験中に質問は随時受け付ける。

履修要件

成績評価の方法 出席，実験態度およびレポート

合格基準 実験原理および操作を理解し，基本的な操作法を習得しているか。

関連項目 栄養化学，水族栄養飼料学，水産増養殖学，魚病学
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授業科目 食品衛生学実験
Laboratory Work on Food Hygiene

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 細菌検査、衛生管理、衛生教育訓練

担当教員 教員室 質問受付時間

上西 由翁 水産学部資源利用科学講座実習棟１階 金曜日16:00～17:00

授
業
目
標

食品には栄養バランスや美味しさが求められますが、それ以上に大切なことは食品としての安全
性です。食品にはさまざまな危害が潜在しています。そのなかでも食中毒は人の生命を脅かすの
で、発生させてはいけません。食中毒の病因物質別発生状況をみると、件数と患者数のほぼ99%
は微生物性食中毒であり、安全な食品を消費者に提供するには、日常の微生物（細菌）検査が特
に重要となります。 

・食品衛生学実験では、食品の安全性を確保するために最も重要な微生物学的危害に焦点を当て
て実験を行います。 
・HACCPで求められている記録文書の効率的な入力法と従業者向けの衛生教育訓練を行います。

実

験

計

画

第1回 実験の意義、培地の調製と器具の滅菌
第2回 牛乳を用いた一般細菌数と大腸菌群の検査（各自）
第3回 EMB培地による大腸菌群の確定試験（各自）
第4回 パソコンによる記録文書の効率的な入力訓練（タッチタイピング）
第5回 市販食品の一般細菌数と大腸菌(群)の検査（各自）
第6回 腸炎ビブリオ用培地、ふき取り検査用培地の調製（各自）
第7回 食品工場における施設のふき取り検査、手洗い検査（各自）
第8回 衛生点検のマニュアルおよび点検表の作成
第9回 魚の切り身の衛生管理と腸炎ビブリオ検査（グループ）

第10回 腸炎ビブリオの遺伝子検査（グループ）
第11回 PCR法による腸炎ビブリオTDH遺伝子の検出（グループ）
第12回 さつま揚げ製造を通した一般衛生管理とHACCP（教育訓練１）
第13回 一般細菌数から見たさつま揚げの賞味期限（グループ）
第14回 一般衛生管理とHACCPのプレゼンテーション資料作成（教育訓練２）
第15回 従業者向けの衛生教育プレゼンテーション（教育訓練３）

実験の進め方

実験を始める前に簡単な説明を行います。実験は次のプログラムによって進めます。
プログラムI － 日常の細菌検査に不可欠な「基本操作の習得」 
プログラムII － 施設や製造工程における「衛生管理のあり方」 
プログラムIII － 食品工場の従事者に対する「教育訓練の指導」

参考書

実験マニュアルを配布します。

授業外学習及び注意事項

細菌の培養時間の関係上、日程が入れ替わることがあります。あらかじめご了承下さい。

履修要件

成績評価の方法 出席（全日出席が必要）、レポート提出

合格基準
一般細菌数、大腸菌群の検査法を習得すること。
食品を製造する際の衛生管理について理解すること。
従業者に対して衛生教育のプレゼンテーションができること。

関連項目 食品衛生学
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授業科目 食品化学実験
Laboratory Work on Food Chemistry

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 魚肉タンパク質，ケルダール法，電気泳動法．

担当教員 教員室 質問受付時間

安藤 清一 資源利用科学講座 化学棟2階B-202号室 木曜日08:30～17:00

授
業
目
標

水産学部資源利用科学専攻の卒業に見合った基本的実験技術を，主に魚肉タンパク質の分析を通
して習得することを目標とする．

実

験

計

画

第1回 実験についての心得、食品分析に当たっての基礎知識
第2回 基礎知識の解説、器具洗浄
第3回 タンパク質分析に必要な各種試薬の調製と濃度の決定
第4回 ケルダール法の原理
第5回 ケルダール法による魚肉中の粗タンパク質の定量-1

第6回 ケルダール法による魚肉中の粗タンパク質の定量-2

第7回 ケルダール法による魚肉中の粗タンパク質の定量-3

第8回 魚肉中の筋形質タンパク質と筋原繊維タンパク質の抽出-1

第9回 魚肉中の筋形質タンパク質と筋原繊維タンパク質の抽出-2

第10回 ケルダール法による筋形質タンパク質の定量
第11回 ケルダール法による筋原繊維タンパク質の定量
第12回 電気泳動法による筋形質タンパク質の分析
第13回 電気泳動法による筋原繊維タンパク質の分析
第14回 実験結果の解説
第15回 レポート作成，提出

実験の進め方

実験テキストに記載された実験方法の原理を理解し、得られた実験結果の考察ができることを目
指して、実験に取り組む。

履修要件

成績評価の方法 出席，レポート提出．

合格基準 水産学部を卒業するに当たって必要とされる基本的実験技術の習得．

関連項目 食品生化学
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授業科目 微生物学実験
Experiments on microbiology

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 細菌、計数、顕微鏡観察、性状検査、生化学的検査、同定、分子系統解析

担当教員 教員室 質問受付時間

吉川 毅 資源利用講座化学棟3階Ｂ-307号室 水曜日 9:00～12:00

授
業
目
標

微生物を対象とした調査や実験では、微視的な生物を対象としていることから、化学実験や生物
実験とは異なる手法・技術が要求される。本授業では、水界に棲息する細菌を対象とし、試料水
中の細菌の計数、細菌の分離と同定実験を行う。これらの実験を通し、微生物実験に特有な実験
技術の基礎を習得する。加えて、分子進化学的手法を用いたゲノムDNAレベルでの細菌の分類・
識別について、リボゾームRNA遺伝子のPCR増幅実験を通して理解する

実

験

計

画

第1回 微生物に関する基礎知識の教授、細菌培養用培地の調製
第2回 供試細菌の分与と接種、グラム染色液・鞭毛染色液の調製
第3回 供試細菌の性状検査（コロニー形態、細胞形態）
第4回 細菌計数実験に用いる細菌培養液の分与と接種
第5回 供試細菌の性状検査（グラム染色）、細菌の計数とまとめ
第6回 供試細菌の性状検査（鞭毛染色）、環境水のサンプリングと計数用培地への接種
第7回 供試細菌の性状検査まとめ、環境細菌の計数とまとめ、環境細菌の分離
第8回 環境分離細菌の性状検査
第9回 環境分離細菌の性状検査とまとめ

第10回 環境分離細菌の生化学的検査（OFテスト、カタラーゼテスト、etc.

第11回 環境分離細菌の生化学的検査のまとめと細菌種の同定
第12回 環境分離細菌からのDNAの抽出（第１回）
第13回 環境分離細菌からのDNAの抽出（第２回）
第14回 環境分離細菌DNAの濃度の測定、16S rDNAのPCR増幅
第15回 16S rDNAの制限酵素処理とアガロースゲル電気泳動、結果まとめ、後片付け

履修要件

成績評価の方法 出席回数およびレポート提出

合格基準
レポートを提出していること。レポートに記載された内容から、授業中に解説する実
験結果の解釈（考察）を６割程度理解していると判断できること。出席状況も加味す
る。

関連項目 微生物学、生化学、分子生物学、分子微生物生態学
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授業科目 魚病学実験
Laboratory work of Fish Pathology

開講期 ６期

単位数 1

キーワード 病原菌、性状試験、生体防御反応

担当教員 教員室 質問受付時間

山本 淳 資源育成科学棟2階210号室 授業時間中

授
業
目
標

(1)魚に魚病細菌を接種した後に再分離し、その生物学的、生化学的性状と各種の薬剤に対する感
受性を調べることにより、病魚の細菌学的検査の方法を学ぶ。(2)血中の貪食細胞の活性を調べ、
非特異的生体防御反応の仕組みを学ぶ。

実

験

計

画

第1回 ガイダンス、培地の調整、接種する魚病細菌数を計数する
第2回 魚病細菌を魚に接種する
第3回 魚体からの再分離
第4回 菌数測定と再分離したコロニーの観察
第5回 再分離菌の性状試験、試験培地への接種
第6回 薬剤感受性培地への接種
第7回 性状試験、薬剤感受性の判定
第8回 魚から採血、Ht・Hb測定、塗沫標本の作製
第9回 全血による貪食活性の測定、

第10回 鰾への大腸菌の接種、血漿の殺菌活性の測定
第11回 塗沫標本の染色、鰾からの好中球の分離
第12回 塗沫標本の観察、好中球の貪食活性の測定
第13回 塗沫標本の観察、好中球の貪食活性の測定
第14回 塗沫標本の観察とデータのまとめ
第15回 データのまとめレポート作成

実験の進め方

すべての作業は2人1組のグループに分けて行う。
実験の性質上、冬休み中（年末）に4日間連続して行い、1日に3～4回分を消化する。

参考書

特になし
実験のマニュアルを配布する

授業外学習及び注意事項

定員24名（希望者が多い場合には抽選により決定する）
実験は第1回から連続しているので、欠席や遅刻・早退と履修変更による途中参加は認めない
「実験・実習のための安全の手引き」を事前に読んでおくこと

履修要件

成績評価の方法 レポート

合格基準 期限内に指定された項目、形式のレポートを提出すること

関連項目 魚病学
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授業科目 食品工学実験・実習
Experiment and Training on Food Engineering

開講期 ６期

単位数 2

キーワード 水産食品、貯蔵、加工、機器、構造、原理

担当教員 教員室 質問受付時間

進藤 穣 資源利用科学実習棟
２階第１２教官室 金曜日08:30～17:00

授
業
目
標

水産食品の貯蔵および加工操作で使用する機器の構造・原理ならびに基材の特性を実験・実習を
通して理解し、水産食品の貯蔵および加工操作の最適化に対処するためにハード面の操作・制御
を習得する。

実

験

計

画

第1回 説明(実験・実習についての心得、概要)

第2回 工具(名称，用途，取扱い)

第3回 缶詰巻締機(構造(分解，組立て)，操作)

第4回 冷凍機(構造)

第5回 圧縮機(構造(分解，組立て))

第6回 ボイラー(構造，操作)

第7回 薫煙装置(構造，操作)

第8回 ハイレトルト(構造，操作)

第9回 フードチェッカー(原理，練製品の”足”の測定)

第10回 ブライン(原理，調製，凍結点の測定)

第11回 熱電対(原理，起電力の測定)

第12回 パソコンによる温度計測(プログラミング，計測)

第13回 〃
第14回 〃
第15回 総合討論

実験の進め方

4～5人程度のグループで実験・実習を行なう。

授業外学習及び注意事項

理解すべき項目）水産食品の貯蔵および加工操作で使用する機器の構造・原理ならびに基材の特
性

履修要件

成績評価の方法 出席、レポート

合格基準 各項目で与えられた課題に対する解答をレポートに記述できること。

関連項目 水産食品の科学，食品冷凍工学および食品生化学
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授業科目 水産資源学実験
Experimental Practice of Fisheries Biology

開講期 ６期

単位数 1

キーワード 年齢形質、成長解析法、資源量推定法、コホート解析法、全減少係数、自然死亡係数
、漁獲係数

担当教員 教員室 質問受付時間

大富 潤・増
田 育司

資源育成科学講座 資源育成科学棟3階 第7教官室（大富）
・第8教官室（増田） 木曜日13:30～17:00

授
業
目
標

各種水産資源を適正に管理するためには、対象資源の年齢、成長、成熟、資源量等を正確に把握
しなければならない。本実験では学生自らが生のデータを用いることにより、年齢・成長解析法
ならびに資源量推定法の修得とよりいっそうの理解を目指す。

実

験

計

画

第1回 魚類の成長解析 １．解析手法の概説
第2回 同上： ２．魚体の測定と解剖
第3回 同上： ３．年齢形質の摘出
第4回 同上： ４．年齢査定
第5回 同上： ５．成長曲線の当てはめ
第6回 同上： ６．考察
第7回 コホート解析法による鹿児島湾産マダイの資源量推定 １．年齢-体重相関を用いた年別

年齢別漁獲尾数の推定-その１
第8回 同上： ２．年齢-体重相関を用いた年別年齢別漁獲尾数の推定-その2

第9回 同上： ３．全減少係数の推定-その１
第10回 同上： ４．全減少係数の推定-その2

第11回 同上： ５．自然死亡係数および漁獲係数の推定-その１
第12回 同上： ６．自然死亡係数および漁獲係数の推定-その2

第13回 同上： ７．コホート解析法によるマダイの資源量推定-その１
第14回 同上： ８．コホート解析法によるマダイの資源量推定-その2

第15回 同上： ９．考察

実験の進め方

5～6人程度のグループに分けて、作業を行う。電卓は必ず持参すること。
事故やケガをしないように事前に「実験・実習のための安全の手引き」を読んでおくこと。
期限内に指定された項目、形式のレポートを提出すること。

参考書

教科書：水産資源学実験（小澤・増田・大富、鹿児島大学水産学部資源育成科学講座）
参考書：水産資源学（能勢・石井・清水、東京大学出版会）

授業外学習及び注意事項

水産資源生物学と水産資源解析学を受講していることが望ましい。

履修要件

成績評価の方法 前半および後半のレポート（各50点，計100点）

合格基準 年齢・成長解析法ならびに資源量推定法を体得し、レポートが作成できること。

関連項目 水産資源生物学、水産資源解析学、水産資源管理学
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授業科目 水族生理学実験
Experimental Practice of Physiology of Aquatic Ani

開講期 ６期

単位数 1

キーワード 組織標本、比較観察、臓器

担当教員 教員室 質問受付時間

中村 薫 資源育成科学講座 資源育成科学棟3階301号室 火曜日12:30～17:00

授
業
目
標

魚類、特にキンギョ、コイ、ウナギ、ドジョウ、ヒラメなどの臓器構造を顕微鏡標本で観察し、
カエル、バッタ、クルマエビなど他の動物門との比較観察を行い、各臓器の働きを理解する。

実

験

計

画

第1回 動物細胞と植物細胞の大きさと形態の比較-魚類等の血球と植物上皮細胞
第2回 呼吸器官-鰓
第3回 泌尿器官-腎臓
第4回 栄養消化器官-肝臓、膵臓
第5回 栄養消化器官-腸
第6回 生殖器官-卵巣
第7回 生殖器官-精巣
第8回 感覚器官-網膜
第9回 内分泌器-副腎、スタニウス小体

第10回 内分泌器官-甲状腺、ランゲルハンス島
第11回 皮膚-上皮、真皮
第12回 神経組織-脳髄、脊髄
第13回 諸器官の復習観察
第14回 総括-組織標本のスライド説明
第15回 口頭試問

実験の進め方

顕微鏡の観察像を繰り返し描画する。実験順序は入れ替わることもある。

参考書

魚類組織図説（日比谷京編、講談社サイエンテフィク）

授業外学習及び注意事項

「実験実習安全の手引き」を読んでおくこと
36名の受講制限が有りますので、安易な受講申請は避けるように 

履修要件

成績評価の方法 口頭試問

合格基準 臓器組織標本の観察で器官や組織の名前を正しく言い当てられること

関連項目 水族生理学
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授業科目 生物化学実験
Experimental Biochemistry

開講期 ６期

単位数 2

キーワード タンパク質、電気泳動、アミノ酸分析、HPLC、バイオインフォマティックス

担当教員 教員室 質問受付時間

山田 章二 資源利用科学講座・化学棟1階 B-103号室 水曜日13:00～17:00

授
業
目
標

・簡単な化学実験計算法を理解する。
・アミノ酸・タンパク質の実験について学ぶ。
・遺伝子データベースを利用して、バイオインフォマティックス演習を行なう。

実

験

計

画

第1回 ガイダンス（内容説明、安全対策、実験ノートの取り方）と器具準備
テキスト配布

第2回 化学基礎計算のトレーニング（小テスト実施）
第3回 タンパク質の分離精製と結晶化-1（抽出）
第4回 タンパク質の分離精製と結晶化-2（分離精製）
第5回 タンパク質の分離精製と結晶化-3（結晶化）
第6回 タンパク定量（比色法の原理と実際）

（与えられた課題について、中間レポートを提出する。）
第7回 SDS-PAGE法による純度検定と分子量推定-1（電気泳動）
第8回 SDS-PAGE法による純度検定と分子量推定-2（データ解析）
第9回 タンパク加水分解法の模擬練習（原理、仕組み、ガラス細工）

第10回 エキス成分中の遊離アミノ酸分析-1（抽出）
第11回 エキス成分中の遊離アミノ酸分析-2（HPLC分析）
第12回 エキス成分中の遊離アミノ酸分析-3（HPLC分析のつづき）
第13回 バイオインフォマティックス演習-1（方法論の解説）
第14回 バイオインフォマティックス演習-2（課題を実施）
第15回 最終レポートの作成法説明と後片付け（「授業アンケート」実施）

実験の進め方

・週４回（月、火、木、金の3～4時限）、４週間連続（全15回）で開講。
・4名1グループで実験を行う。

参考書

テキストを配布する。
関連する参考書は随時紹介する。

授業外学習及び注意事項

受講者制限あり（4名×5グループ＝20名まで）。（資源コース優先、超過の場合は抽選）
本実験科目を履修希望する場合は、下記の「関連項目」に記載された授業科目をすべて履修して
おくことが望ましい。

履修要件

成績評価の方法 (1)出席状況、(2)平常点、(3)実験ノートの評価、(4)中間・最終レポートの評価
(1)～(4)の総合評価（第2回目の「小テスト」は評価の対象としない。）

合格基準 「授業目標」の全ての項目について、それぞれ8割以上理解していること。

関連項目 「基礎生物化学（3期）」、「食品生化学（5期）」、「水圏代謝生化学（5期）」
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授業科目 ＲＩ基礎実験
Basic Training for Radioisotopes in Life Science

開講期 ７期

単位数 1

キーワード トレーサー実験、ラジオアイソトープ、安全取扱い

担当教員 教員室 質問受付時間

林 征一 資源利用科学講座 化学棟2階B-205号室 金曜日08:30～11:00

授
業
目
標

初めて放射性同位元素（ラジオアイソトープ、RI）を扱う予定者を対象に、RIに関する基礎的な
事項について理解するとともに、RI標識化合物の取扱い、利用法、測定法、RIを取り扱う上での
注意事項などを習得する。

実

験

計

画

第1回 RIの基礎 ： a.ＲIとは、b、放射線の種類、c、放射能を表す単位
第2回 〃
第3回 RIの取扱い ： a、RI標識化合物、b、RI標識化合物の選択
第4回 〃
第5回 RIの検出法
第6回 〃
第7回 汚染と汚染を引き起こした時の対応の仕方
第8回 〃
第9回 汚染の除去法

第10回 〃
第11回 遮へい材の種類と効果
第12回 〃
第13回 RI取扱上の注意
第14回 使用施設の構成
第15回 サーベイメーターの取扱い方

授業外学習及び注意事項

放射性物質について有用性、危険性、安全に取り扱うマナーを正確に理解する。

履修要件

成績評価の方法 出席とレポート

合格基準 RI、放射線、放射能の単位、RIの検出法、RI取扱上の注意を理解する。

関連項目 化学、生物学関連授業科目
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授業科目 水産環境化学実験
Experiment in marine environmental chemistry

開講期 ６期

単位数 1

キーワード 漁場環境、栄養塩、窒素、リン、溶存酸素

担当教員 教員室 質問受付時間

小山 次朗 付属海洋資源環境教育研究センター 講義終了後

授
業
目
標

・窒素、リンなどの栄養塩の分析法を習得する。
・富栄養化などのによる漁場環境汚染解析法を習得する。
・実験結果の取りまとめ方とそのプレゼンテーションの方法を習得する。

実

験

計

画

第1回 実験方法および実験器具取り扱い法の説明
第2回 分析試料の採取方法
第3回 硝酸イオン（試薬の調製など）
第4回 硝酸イオン（測定）
第5回 亜硝酸イオン濃度の測定（試薬の調製など）
第6回 亜硝酸イオン濃度の測定（測定）
第7回 無機リン（試薬の調製など）
第8回 無機リン（測定）
第9回 総リン濃度の測定（試薬の調製など）

第10回 総リン濃度の測定（測定）
第11回 ケイ酸塩濃度の測定（試薬の調製など）
第12回 ケイ酸塩濃度の測定（測定）
第13回 実験のまとめ
第14回 実習結果のプレゼンテーション－1

第15回 実習結果のプレゼンテーション－2

実験の進め方

10月前半に集中開講する。いくつかのグループに分け、各グループ毎に調査、分析をおこなう。
結果のとりまとめとそのプレゼンテーションもグループ毎に行う。ただし、レポートは個人毎に
提出する。

参考書

水の分析（日本分析化学会北海道支部 編）、化学同人 詳解工場廃水試験方法、日本規格協会

履修要件

成績評価の方法 出席、プレゼンテーション（班毎）と期末レポート（各自）で総合評価する。

合格基準 水中の窒素、リンなどの分析方法を習得し、分析結果の解析法をほぼ修得しているこ
と

関連項目 水族生産環境学、廃水処理論
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授業科目 環境分析化学実験
Experiments in environmental analytical chemistry

開講期 ６期

単位数 1

キーワード 有害化学物質、HPLC、GC/MS

担当教員 教員室 質問受付時間

小山 次朗 付属海洋資源環境教育研究センター 講義終了後

授
業
目
標

・水、底質および生物中の農薬、多環芳香族炭化水素化合物などの分析法を習得する。
・実験結果の取りまとめ方とそのプレゼンテーションの方法を習得する。

実

験

計

画

第1回 実験方法および実験器具取り扱い法の説明
第2回 分析試料の採取方法
第3回 分析機器取り扱いの説明
第4回 水中農薬の抽出
第5回 農薬のHPLC分析
第6回 分析試料の調製（試薬の調製など）-1

第7回 分析試料の調製（試薬の調製など）-2

第8回 分析試料中有害化学物質の抽出-1

第9回 分析試料中有害化学物質の抽出-2

第10回 分析試料中有害化学物質の分析-1

第11回 分析試料中有害化学物質の分析-2

第12回 分析結果の解析-1

第13回 分析結果の解析-2

第14回 実験のまとめ-1

第15回 実験のまとめ-2

実験の進め方

いくつかのグループに分け、HPLCなどの分析機器を用いて各グループ毎に実験を進める。結果
のとりまとめとそのプレゼンテーションもグループ毎に行う。ただし、レポートは個人毎に提出
する。

参考書

実験中に紹介

授業外学習及び注意事項

受講人数は20人程度まで

履修要件

成績評価の方法 出席、実験に対する取り組み方、と期末レポート（各自）で総合評価する。

合格基準 環境中の有害化学物質分析方法を習得し、分析結果の解析法をほぼ修得していること

関連項目 水質保全学
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授業科目 海づくり実習
Training for Sustainable Aquaculture

開講期 ５期

単位数 1

キーワード 沿岸海洋観測法、浅海養魚場、溶存酸素の航走調査法、採水・採泥法、セジメントト
ラップ法、沈降性物質、付着生物、複合エコ養殖、増養殖関連施設

担当教員 教員室 質問受付時間

門脇 秀策 資源育成科学棟３階 ３０４号室 実習期間内

授
業
目
標

学生の自主的、能動的行動や思考能力を高めるために、体験実習を主体とした参加型授業を相互
で作って進める。沿岸海域、特に浅海養殖場における持続的な養殖生産と環境保全や修復につい
て思考し研究する動機を与えるために、長島の海洋資源環境教育研究センター東町ステーション
で、水質や底質の沿岸環境調査法を実習する。食糧生産として位置づけられた増養殖の理解を深
めるために、複合エコ養魚場や養殖関連施設を見学し、現場で働く人々の声に耳を傾け質疑応答
できる現地体験学習を行なう。

実

験

計

画

第1回 沿岸海洋観測の計画立案法
第2回 沿岸海洋観測の機器操作及び採水法、採泥法、透明度および潮流流速の観測方法
第3回 水質調査：航走調査法による溶存酸素量の測定
第4回 水質調査解析：溶存酸素量の分布と解析
第5回 底質調査：採泥、底生生物の篩選別法
第6回 養魚場生簀近傍での付着生物の採集と観察
第7回 セジメントトラップ法による沈降性物質の採集と観察
第8回 船外機の操作、結索
第9回 東町漁業協同組合の魚市場の見学研修

第10回 魚介類と海藻の複合エコ養殖場の見学研修
第11回 東町水産種苗センターの見学研修
第12回 ブリ、マダイ養殖生簀の見学研修
第13回 東町漁業協同組合のＨＡＣＣＰ対応加工場の見学研修
第14回 ブリの解剖観察と調理実習
第15回 海づくり実習の感想文作成、実習レポートの作成要領及び総合討論会

実験の進め方

実習要領は事前に掲示し、説明会を開催する。実習は夏休み期間中に鹿児島県東町（長島）の本
学海洋センター東町ステーションで４日間の現地体験実習を行なう。実習テキストを作成し配布
する。

参考書

沿岸環境調査マニュアル（水質編、底質編）日本海洋学会編、恒星社厚生閣

授業外学習及び注意事項

往復旅費は鹿大スクールバスを使用するので無料。ただし、実習期間中の食生活費・クリーニン
グ代等として１人１万円を説明会で徴収する。宿泊定員４０名をオーバーする場合は、抽選で決
定する。実習前に「実験・実習のための安全の手引き」をよく読んでおくこと。

履修要件

成績評価の方法
実習中のマナー及びレポートで評価する。
マナーとは集団生活での協調性を実践できているか。不安全行為がないか、基本的生
活習慣が身に付いているか。挨拶や後片づけ、時間厳守ができているか等。

合格基準
浅海養魚場の船上で計器類を操作して採水、採泥、水温、酸素濃度、透明度および潮
流流速を観測できる。養魚場の溶存酸素を指標にした分布図の作成、解析および漁場
検診ができる。増養殖関連施設の見学研修を通じて、食糧生産として位置づけられた
海面増養殖の現状と課題を理解し説明できる。
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関連項目 水族生産環境学、水産増養殖学、餌料生物学、藻類学、魚病学、水圏生態学
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授業科目 水産食品製造学実習
Training of sea food processing

開講期 ５期、
６期

単位数 2

キーワード 水産物、加工、缶詰、レトルト、ねり製品、節

担当教員 教員室 質問受付時間

御木 英昌、進藤 穣

食糧科学研究棟２階
食品工学研究室
201号室(御木）
203号室(進藤)

水曜日08:30～17:00

授
業
目
標

水産物の利用・加工に関する科目の内容を体験的に学び、水産物を原料として加工食品
(冷凍品，ねり製品，缶詰等)の製造法，新製品の開発など付加価値向上を図るための基礎技術を
習得する｡

実

験

計

画

第1回 食品工場における自主衛生管理のあり方
第2回 さつまあげの製造
第3回 マグロ油漬缶詰の製造
第4回 〃
第5回 フィッシュスティックの製造
第6回 〃
第7回 魚肉ソーセージの製造
第8回 さば節の製造
第9回 〃

第10回 レトルト食品の製造
第11回 〃
第12回 自主制作（農水産物の有効利用）
第13回 〃
第14回 HACCPに基づいた製造工程の分析および検討会
第15回 開缶検査(缶詰の外観，真空度，内容量，味等)、実習工場の清掃

実験の進め方

・受講者数を20～25名に制限する。
・５期に開講する本実習においては、水産教員養成課程の学生(必修)の学生(選択)を受講者の対象
とする。（担当教官：進藤 穣）
・６期に開講するに本実習においては、資源コースの学生(選択)を受講者の対象とする。
（担当教官：御木英昌）
・実習担当技官：山岡 浩、丸儀雅孝他
・実習項目およびその日程については、原料調達の都合で変更することがある。

参考書

・全国水産加工品総覧（福田・山澤・岡崎 監修）：光琳、2005.
・水産食品の加工と貯蔵（小泉・大島 編）：恒星社厚生閣、2005.

履修要件

成績評価の方法 レポート

合格基準 全実習項目のレポート提出

関連項目 水産食品の科学、食品冷凍工学、食品環境制御学、食品衛生化学
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授業科目 沿岸環境学実習
Field Studies on Environmental Biology

開講期 ３期

単位数 1

キーワード 生態系、岩礁、干潟、河川

担当教員 教員室 質問受付時間

野呂 忠秀、山本 智子 附属海洋資源環境教育研究センター 火、木曜13:00～17:00

授
業
目
標

野外の生物はその棲み場所の環境(ハビタット)に応じた形態と生活様式を持っている。本実習で
は、沿岸域の特徴的な生態系を実際に訪れ、そこに棲む動植物の特徴を理解するとともに、生物
と環境の関わりを明らかにするための調査方法を学ぶ。

実

験

計

画

第1回 ガイダンス・野外調査での注意
第2回 素潜り（スノーケリング）に必要な道具について（解説）
第3回 素潜り（スノーケリング）練習
第4回 潮間帯の生物分布の特徴（解説）
第5回 岩礁潮間帯の生物観察（海藻・ベントス）
第6回 素潜りによる潮下帯の生物観察（海藻・ベントス・魚類）
第7回 沿岸の水質測定（GPS・水温・塩分濃度・pH・Eh・溶存酸素・栄養塩類）
第8回 沿岸生態系における干潟の機能（解説）
第9回 干潟の生物群集の調査・採集法

第10回 干潟の生物群集の生物観察
第11回 干潟の生物群集の調査・採集
第12回 河川の形態と役割について（解説）
第13回 河川における水質調査法及び水質と生物の関係（解説）
第14回 河川の水質調査（水温・pH・Eh・溶存酸素・栄養塩類）
第15回 河川の生物調査（淡水藻・水生昆虫・貝類・魚類）

実験の進め方

２年時５，６月の休日集中（ただしゴールデンウイークを除く）。2006年度は以下の日程で行う
が、天候等の事情で変更の可能性あり。
１日目 第１回． ５月中旬 水産学部キャンパス
２日目 第8-11回、６月10日（土）万之瀬川河口干潟（金峰町）．
３日目 第12-15回 ６月11日（日）万之瀬川
４日目 第2-3回、 ６月17日（土）与次郎ケ浜（鹿児島市）
５日目 第4-7回、 6月24日（土）桜島袴腰海岸

参考書

プリント配布

授業外学習及び注意事項

天候によって順序を変更することがある。4日目（徒歩でも可能）と5日目（桜島フェリー使用。
自家用車・バイクは不可）は現地集合、2日目と3日目はバスを貸し切るため、交通費が必要。

履修要件

成績評価の方法 出席率（５日間のうち２日以上の欠席は不可）及び実習態度を総合的に評価し60％以
上の得点を合格とする。

合格基準 ４分の３以上に出席し、各ハビタットに棲む生物の特徴を理解していること

関連項目 水産生物学・水圏生態学
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授業科目 海洋多様性生物学実習
Field Studies on Marine Biodiversity

開講期 ５期

単位数 1

キーワード 生物多様性、野外調査、生物群集

担当教員 教員室 質問受付時間

野呂 忠秀、山本 智子 附属海洋資源環境教育研究センター 火、木曜13:00～17:00

授
業
目
標

本実習の目標は、潮間帯及び潮下帯の動植物の分布と生態に関する調査法を学び、水産や海洋環
境の試験調査機関において実際に用いられている手法を習得することである。安全に野外調査を
行うための技法を身につけ、調査の手法を実地で学ぶ。また、調査結果をもとに、動植物の種名
リストと垂直分布図を作成し、群集の多様度指数や類似度指数を用いて群集の特徴を記載できる
ようになる。

実

験

計

画

第1回 ガイダンス・野外調査での注意
第2回 潮間帯の環境特性
第3回 藻類及び底生動物の同定訓練
第4回 ライントランセクトの設定
第5回 海岸地形の測定と垂直断面図作成
第6回 水質調査
第7回 藻類及び底生動物の定性採集
第8回 藻類の垂直分布調査（ライン法）
第9回 藻類の垂直分布調査（枠取り法）

第10回 藻類の垂直分布のまとめ
第11回 底生動物の垂直分布調査（枠取り法）
第12回 底生動物の調査結果まとめ
第13回 群集構造の解析
第14回 総合的なデータ解析とまとめ
第15回 発表

実験の進め方

4-5名のグループに分かれ、グループ単位で調査から結果の発表まで行う。３年時の春休みか４月
の土日曜日に集中的に行う。2006年度のスケジュールは以下の通り。
１日目（上記第1-2回）３月31日（金）13：00-16：00資源育成棟形態学実験室集合
２日目（第3-6回） 4月1日（土）12：00-16：00桜島ビジターセンター前集合
３日目（第7-9回） 4月2日（日）13：00-17：00桜島ビジターセンター前集合
４日目（第10-12回） 4月3日（月）13：00-17：00桜島ビジターセンター前集合
５日目（第13-15回） 4月15日（土）13：00-16：00資源育成棟形態学実験室
ただし天候等の都合で変更の可能性あり。調査は桜島の大正溶岩海岸（袴腰）で行い、基本的に
現地集合とする。公共交通機関の交通費必要（自家用車、バイク使用不可）。

参考書

プリント教材を配布する。

授業外学習及び注意事項

調査は桜島の大正溶岩海岸で行い、基本的に現地集合とするため、公共交通機関の交通費が必要
（自家用車・バイクは不可）。

履修要件

成績評価の方法 出席率及び班単位での発表とレポートの内容

合格基準 ４分の３以上出席し、自ら行った調査結果から動植物の垂直分布図を作成し、群集の
特徴を記述できること
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関連項目 水産生物学・藻類学・水産動物学・藻類学実験・水産動物学実験
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授業科目 環境保全実習
Practice experiment of Environmental Pollution

開講期 ５期

単位数 1

キーワード 河川調査、潮間帯調査、水生昆虫、巻き貝、水質分析、LC50

担当教員 教員室 質問受付時間

小山 次朗 付属海洋資源環境教育研究センター 実習時間終了後

授
業
目
標

・河川および海洋における環境汚染実態調査手法を習得する。
・生態毒性試験手法を習得する。
・実験結果の取りまとめ方とそのプレゼンターションの方法を習得する。

実

験

計

画

第1回 実習のオリエンテーション
第2回 河川環境調査（水生昆虫採取と水質簡易測定）(1)

第3回 河川環境調査（水生昆虫採取と水質簡易測定）(2)

第4回 水生昆虫による水質評価(1)

第5回 水生昆虫による水質評価(2)

第6回 河川水質（アンモニア、界面活性剤）の測定(1)

第7回 河川水質（アンモニア、界面活性剤）の測定(2)

第8回 潮間帯調査（生物採取と水質簡易測定）
第9回 潮間帯調査（生物採取と水質簡易測定）

第10回 化学物質の魚介類に対する半数影響（致死）濃度（EC50またはLC50）測定実験
第11回 巻き貝のインポセックス判定
第12回 巻き貝のインポセックス判定
第13回 実習のまとめ
第14回 実習結果のプレゼンテーション(1)

第15回 実習結果のプレゼンテーション(2)

実験の進め方

５人程度のグループ分けをし、各グループ毎に調査、分析をおこなう。結果のとりまとめとその
プレゼンテーションもグループ毎に行う。ただし、期末レポートは個人毎に提出する。
当日の実験、実習の進み具合によっては終了時間が遅くなることもある。ただし、次の時限に授
業のある場合は事前に相談されたし。

参考書

生態影響試験ハンドブック（日本環境毒性学会 編）、朝倉書店

授業外学習及び注意事項

受講人数は３０人程度まで

履修要件

成績評価の方法 出席と期末レポートで総合評価する。

合格基準 河川および海洋における環境汚染実態調査手法ならびに生態毒性試験手法を習得し、
調査あるいは試験結果の解析法をほぼ修得していること

関連項目 水質保全学
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授業科目
水産資源乗船実習
Onboard Training on Oceanographic Observation and Fisheries Resource
s

開講期 ６期

単位数 1

キーワード かごしま丸、プランクトン採集、トロール操業、航海当直

担当教員 教員室 質問受付時間

小針 統
増田 育司 資源育成科学講座 資源育成科学棟213号室 事前事後説明会時

乗船実習時

授
業
目
標

１．座学で学修した水産資源に関する一般知識に基づき、各作業に取り組める
２．観測機器、漁具、分析機器を使った水産資源に関する野外データの採取ができる
３．効果的なデータ解析、プレゼンテーションができる

実

習

計

画

1） 実習事前説明会
実習内容や船内での注意事項の説明、乗船経費の徴収、学生教育研究災害傷害保険へ
の加入確認

2） 救命艇・防火・防水繰練
火災や漏水などの非常時における対処方法、退船経路、救命艇への乗船方法

3） 航海当直
航海日誌記入、航海計器取扱、船内連絡等の当直業務の実践

4） 海図の取り扱いおよびその見方
船舶位置の確認方法、海図の取扱方法

5） 操船
操舵号令、操舵

6） 食当および船内清掃作業
朝食・昼食・夕食の準備、食器洗浄、船内各所の清掃

7） ＣＴＤ観測
ＣＴＤの降下および揚収、表面水温測定、オンラインデータによる海洋構造の理解

8） ロゼットサンプラー採水
採水器のトリガーセット、海水採取

9） プランクトン採集
プランクトンネットのセット、ネットの洗浄、標本採取および薬品固定

10） 標本分析
海水濾過、クロロフィル濃度分析、プランクトン標本瓶換および沈殿量測定

11） 漁撈作業（トロール投網、揚網）
トロール網やオッター板の設置、投網揚網、網補修、片づけ

12） 魚体測定
魚種識別、漁獲尾数計数、全長測定、重量測定

13） 漁獲標本の処理
魚の内臓処理、魚のおろし方、刺身や一夜干し作り

14） データ解析およびプレゼンテーション
海洋観測データの解析、漁獲データの処理、図表作成、解析データの口頭発表

15） 事後説明会
プランクトン標本の湿重量測定、レポート返却、総括

＜注＞

１．11月に集中開講する
２．許容人数は30人程度までとする（受講希望者数が多い場合には抽選となる）
３．連絡事項は掲示にて案内するので見落とさないようにすること
４．海況により実習内容が変更することがある
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実習の進め方

１．事前説明会において、実習内容の説明会を行う
２．実験・実習のための安全の手引き、乗船実習のしおりを実習前に熟読して参加する
３．練習船かごしま丸において、グループ単位での作業、船内生活を送る
４．水産資源データを採取するための海洋観測、漁撈作業を体得する
５．データ解析と評価、プレゼンテーションを実践する
６．実習後にレポートを提出する
７．事後説明会にて総括する

参考書

海洋観測指針（日本気象協会：大東印刷工芸株式会社）
東シナ海・黄海のさかな（西海区水産研究所）
動物プランクトン生態研究法（大森信・池田勉：共立出版株式会社）

履修要件

成績評価の方法
１．各作業の貢献度（45点）
２．プレゼンテーション（25点）
３．レポート（30点）

合格基準 授業目標を習得していること

関連項目 乗船実習基礎、水産生物学実験基礎、餌料生物学実験、実験データのまとめ方、沿岸
域乗船実習
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授業科目 沿岸域乗船実習Ｂ
Onboard Traininig on Coastal Waters B

開講期 随時

単位数 1

キーワード 南星丸、沿岸水域、資源調査

担当教員 教員室 質問受付時間

東 政能
幅野明正 南星丸船長室 管理研究棟 3階 南星丸まで随時 船舶電話090－3022－9765

授
業
目
標

海洋生物資源分野の科目として、水圏生態、水産動植物資源に関する基礎的な実習を行い、それ
らを基礎に水産資源生物や漁場生態に関する応用的調査法を実習する。

1） 離島
沿岸
水域
の生
物相
の調
査を
実習
し、
海岸
生物
の生
態・
分類
の知
識を
深め
その
価値
を理
解す
る。

2） 生物
の分
布を
季節
ごと
生息
域ご
とに
調べ
る実
習を
通し
て、
海洋
生物
の生
態・
分類
と生
物多
様性
資源
の知
識を
得る
。
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実

習

計

画

3） 藻場
生態
の調
査分
析法
を実
習し
、水
圏植
物生
態学
の基
礎と
応用
を習
得す
ると
とも
に藻
場の
環境
浄化
機能
を理
解す
る。

4） 植物
プラ
ンク
トン
の分
類・
生態
と現
存量
や生
産量
の調
査方
法を
実習
し、
海洋
にお
ける
基礎
生産
の概
念を
理解
する
。

5） 魚類
資源
を対
象に
計量
魚探
とス
キャ
ンニ
ング
ソナ
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ーを
用い
た調
査の
実習
を行
い音
響リ
モー
トセ
ンシ
ング
技術
の基
礎を
学ぶ
。

＜注＞

鹿児島湾および離島沿岸水域で、離島域沿岸環境調査、水圏生態学、藻場調査、水産植物学、魚
類資源量調査に関する実習を行う。
乗船期間は概ね五日以内で行う。

実習の進め方

附属練習船南星丸を用いた乗船実習
項目ごとに専門分野の乗船指導教官と協議のうえ実施する
乗船定員は教員を含め16名以内とする

参考書

実験・実習のための安全の手引

履修要件

成績評価の方法 実習への参加度、事前事後の提出などをもとに総合的に評価する。
試験は行わない。

合格基準 乗船日数3日以上 / １項目以上履修し、項目別課題の達成度による

関連項目 乗船実習基礎、水産生物学実験基礎、水産資源乗船実習
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授業科目 沿岸域乗船実習Ｅ
Onboard Training on Coastal Waters E

開講期 随時

単位数 1

キーワード 南星丸、沿岸水域、海洋環境

担当教員 教員室 質問受付時間

東 政能
幅野明正 南星丸船長室 管理研究棟 3階 南星丸まで随時 船舶電話090－3022－9765

授
業
目
標

海洋環境分野の科目として、海洋の物理・化学的環境の調査法を実習し、それを基礎に、沿岸環
境、漁場環境の調査手法や環境アセスメント手法などの応用的実習を行う。

1） スミ
スマ
ッキ
ンタ
イヤ
採泥
器を
始め
各種
採泥
器に
よる
採泥
およ
び底
質分
析装
置に
よる
底質
調査
の実
習を
行い
、底
質と
海洋
環境
の関
連を
理解
する
。

2） 水質
分析
機器
を用
い漁
場に
おけ
る水
質基
礎デ
ータ
を収
集す
る実
習を
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実

習

計

画

行い
、水
質調
査技
術の
基礎
を修
得す
る。

3） 漂着
ごみ
類の
観測
およ
びニ
ュー
スト
ンネ
ット
を使
用し
た海
上浮
遊物
調査
の実
習に
より
、マ
クロ
な汚
染の
実際
を知
る。

4） 転倒
温度
計や
採水
器に
よる
基礎
的海
洋観
測、
プラ
ンク
トン
採集
、C
TD
観測
を行
い、
漁場
環境
の実
態を
理解
する
。

5） 黒潮
分流



AGRI-FISH-WEBシステム

file:///C/Users/ia18057user/Desktop/01学部関係作業フォルダ/教務関係/シラバス関連/シラバス/水産学部/H18/H18.html[2023/03/26 13:03:21]

域の
海洋
観測
実習
を行
い、
黒潮
の機
能を
理解
する
。

6） 微生
物・
水中
無機
物の
サン
プリ
ング
法、
測定
、分
析ま
での
環境
アセ
スメ
ント
の実
習を
行い
、調
査技
術の
実際
を学
ぶ。

7） 最新
の観
測機
器の
導入
およ
び、
従来
の観
測機
器と
の比
較を
通じ
漁場
環境
の実
態を
理解
する
。

＜注＞
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鹿児島湾および離島沿岸水域で、底質調査、漁場水質観測、沿岸環境調査、漁場調査、海洋物理
学調査、環境アセスメントに関する実習を行う。
乗船期間は概ね五日以内で行う。

実習の進め方

附属練習船南星丸を用いた乗船実習
項目ごとに専門分野の乗船指導教官と協議のうえ実施する
乗船定員は教員を含め１６名以内とする

参考書

実験・実習のための安全の手引

履修要件

成績評価の方法 実習への参加度、事前事後の提出などをもとに総合的に評価する。
試験は行わない。

合格基準 乗船日数3日以上 / １項目以上履修し、項目別課題の達成度による

関連項目 乗船実習基礎、水産環境乗船実習、海洋環境観測実習I、海洋環境観測実習II
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授業科目 職業指導
Methods of guidance for occupations

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 進路指導、職業選択、職業適応

担当教員 教員室 質問受付時間

上竹利彦 授業中および終了後

授
業
目
標

職業指導の歴史や現在の教育の動向を踏まえつつ，生徒が自らの行き方を選択し，自己実現を果
たせるような職業指導（進路指導)のあり方を考察する。

講

義

計

画

第1回 オリエンテーション 職業指導とは何か
第2回 進路指導の歩み

(1) 欧米における職業指導
第3回 進路指導の歩み

(2) わが国における職業指導
第4回 進路指導の背景としての理論
第5回 進路教育関連の条約や法令
第6回 学校の行う進路指導

(1) 進路指導の教育的意義と性格
第7回 (2) 教育課程と進路指導
第8回 (3) 進路指導の諸活動とその方法 1

第9回 (4) 進路指導の諸活動とその方法 2

第10回 (5) 進路指導の諸活動とその方法 3

第11回 (6) 進路指導の諸活動とその方法 4

第12回 (7) 高等学校における進路学習プログラム
第13回 職業選択と職業適応
第14回 職業指導機関
第15回 期末試験

理解すべき項目

１ 進路指導の理念と性格についての理解を深める。 
２ 進路指導の進め方と指導方法を修得する。 
３ 職業選択に関する指導についての知識と技術を修得する。

履修要件

成績評価の方法 学習意欲及び態度，期末試験

合格基準 ６割以上の内容を理解していること。

関連項目
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授業科目 水産科教育法 II
Educational Methods of Fisheries Science II

開講期 ６期

単位数 2

キーワード 教科指導、模擬授業、学級経営

担当教員 教員室 質問受付時間

後藤真宏 授業中および終了後

授
業
目
標

１．水産高校の現状と課題を理解する。
２．教科指導の目標、内容、留意点を理解する。
３．水産に関するトピックスを水産教員の素養として学ぶ。

講

義

計

画

第1回 水産教育の現状と課題
第2回 教科指導１ 漁業、航海・計器
第3回 ２ 漁船運用、船用機関
第4回 ３ 機械設計工作、電気工学
第5回 ４ 栽培漁業、水産生物
第6回 ５ 海洋環境、水産食品製造
第7回 ６ 水産食品管理、水産食品流通
第8回 ７ 操船、ダイビング
第9回 ８ 海洋スポーツ

第10回 海の教育と練習船教育
第11回 模擬授業 IV 専門科目
第12回 模擬授業 V 専門科目
第13回 学級経営 I いじめへの対応
第14回 学級経営 II 不登校生への対応
第15回 期末試験

理解すべき項目

１．水産教育の現状と課題を理解する。
２．教科指導の概要を理解する。
３．水産教員の素養について理解する。

履修要件

成績評価の方法 レポート提出状況、各演習などの取り組み状況、グループ討論での活動状況などによ
り総合的に評価する。

合格基準 総合評価６０点以上とする。

関連項目 水産科教育法I
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授業科目 水産科教育法 I
Educational Methods of Fisheries Science I

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 教育課程、水産、生徒指導、実習船教育

担当教員 教員室 質問受付時間

後藤真宏 授業時間中および終了後

授
業
目
標

１．高等学校学習指導要領および共通基礎教科の概要の理解
２．水産に関するトピックスを水産教員の素養として学ぶ

講

義

計

画

第1回 オリエンテーション 水産教育をとりまく諸課題
第2回 高等学校学習指導要領改訂の要点
第3回 教育課程の編成・実施上の留意点
第4回 教育内容・教材内容

原則履修科目 １水産基礎 ２課題研究
第5回 ３総合実習・水産情報技術
第6回 教育課程表の作成 I

第7回 教育課程表の作成 II

第8回 実験・実習の原則と定義
実験・実習の階層性・分類・類型・計画

第9回 模擬授業 I SHR

第10回 模擬授業 II生徒指導
第11回 模擬授業 III専門科目
第12回 人権・同和教育
第13回 実習船教育 I

第14回 実習船教育 II

第15回 期末試験

理解すべき項目

１．高等学校学習指導要領の概要および共通基礎教科の概要を十分に理解する。
２．水産に関するトピックス吸収する方法を習得する。

履修要件

成績評価の方法 レポート提出状況、各演習などの取り組み状況、グループ討論での活動状況などによ
り総合的に評価する。

合格基準 総合評価が６０点以上とする。

関連項目 水産科教育法II
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授業科目 教職研究
Analysis of Teaching Profession

開講期 ６期

単位数 2

キーワード 教職に関する科目 中学校・高校教員 教職の意義

担当教員 教員室 質問受付時間

上竹 利彦 講義時およびその直後

授
業
目
標

１ 教職の意義及び教員の役割を理解し，教師としての心構えを養う。
２ 教員の職務内容について理解を深める。
３ 自己の教師としての適性や資質・能力について考察し，教職を選択する手がかりを得る。

講

義

計

画

第1回 オリエンテーション（学校教育をとりまく諸問題，科目の位置づけ）
第2回 教育の目的
第3回 わが国の教育と学校制度
第4回 教職の意義
第5回 教員に求められる資質・能力１
第6回 教員に求められる資質・能力２
第7回 教職課程、教員の採用
第8回 教員の職務１
第9回 教員の職務２

第10回 研修 教員の地位と身分
第11回 服務
第12回 教員の勤務条件
第13回 学校の管理と運営
第14回 教員としての適正の理解と進路選択
第15回 期末試験

理解すべき項目

教職の意義，教員の役割と職務
教師としての適性，資質・能力

履修要件

成績評価の方法 出席，期末試験

合格基準 ６割の内容を理解していること

関連項目 日本国憲法，教職に関する科目
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授業科目 教育実習事前・事後指導
Pre- and post-guidance for Education Practice

開講期 ７期

単位数 1

キーワード 教職に関する科目 中学校・高校教員 教育実習

担当教員 教員室 質問受付時間

上竹 利彦 講義時およびその直後

授
業
目
標

１ 教育実習の意義と目標を把握する。
２ 学習指導及び生徒指導の方法を修得し，指導技術の向上を図る。
３ 教育実習の心構えを養う。

講

義

計

画

第1回 教育実習の意義と目標
第2回 教育実習の心構え
第3回 授業の組み立て方と授業参観の視点
第4回 教育実習の実際，マイクロティーチング実習
第5回 教材研究と指導技術の工夫，マイクロティーチング実習
第6回 マイクロティーチング実習
第7回 学校の組織と運営，マイクロティーチング実習
第8回 教育実習の報告と反省
第9回 (未定）

第10回 (未定）
第11回 (未定）
第12回 (未定）
第13回 (未定）
第14回 (未定）
第15回 (未定）

理解すべき項目

教育実習の意義と心構え
教材研究と授業の進め方

授業外学習及び注意事項

毎回９０分授業で，第１～７回は教育実習前の６月初旬までに，第８回は教育実習後の７月初旬
に行う。

履修要件

成績評価の方法 出席状況，参加の意欲・態度，学習指導案等のレポート等

合格基準 すべてを実施して合格。

関連項目 教員免許取得に要する全ての科目
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授業科目 物理学概論
General Physics

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 加速度運動、運動の法則、力学的エネルギー、重力による運動、力のつりあい

担当教員 教員室 質問受付時間

下園勝一 授業終了後

授
業
目
標

力学、エネルギーの分野を通して物理現象を自分で考え、解決する態度を養う。また、中学、高
校の教員になった場合、教材の扱い方や留意点等を考えられる能力を身につける。

講

義

計

画

第1回 単位、ベクトルの基礎
第2回 物体の運動、直線運動、速度、速度の合成
第3回 相対速度、等加速度、直線運動
第4回 重力による運動、自由落下、鉛直投射
第5回 水平投射、斜方投射
第6回 フックの法則、力のつりあい、作用反作用
第7回 剛体にはたらく力のつりあい
第8回 運動の法則１
第9回 運動の法則２

第10回 運動量と力積
第11回 運動量保存、反発係数
第12回 仕事とエネルギー
第13回 力学的エネルギーの保存
第14回 演習
第15回 期末試験

理解すべき項目

加速度運動、重力による運動、運動の法則、力のつりあい、運動量、力積、仕事、力学的エネル
ギー

履修要件

成績評価の方法 小テスト、出席、および期末試験

合格基準 力学の基礎を理解し、自分で考え、問題解決ができれば合格

関連項目
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授業科目 生物学概論
General Biology

開講期 ６期

単位数 2

キーワード 生命の起源、酸素革命、進化、種多様性、分類概念、系統

担当教員 教員室 質問受付時間

幾留 秀一 授業終了時

授
業
目
標

地球に誕生した生命体は、長い年月を経て200万種ともいわれるほど膨大な種に分化している。
そんな生物の多様性は、遺伝子から景観までいろいろなレベルで論じることができるが、基本と
なるのはやはり種の多様性であろう。
本講義では、生命の起源とその進化について考え、種をいかに認識し、いかに整理・配列するか
などについて、考え方や方法を概説する。

講

義

計

画

第1回 地球の誕生から高分子有機化合物の誕生まで（化学進化）
第2回 生物進化への第一歩、始原細胞の誕生
第3回 従属栄養から独立栄養へ、光合成生物の誕生と酸素革命
第4回 単細胞から多細胞へ、そして動植物の陸生化
第5回 霊長類の起源と進化
第6回 ヒトの起源と進化
第7回 進化の証拠 （１）化石にみられる証拠
第8回 （２）現存する生物にみられる証拠
第9回 進化のしくみ（１）いろいろな進化説

第10回 （２）種分化と小進化、適応放散と大進化
第11回 （３）集団の遺伝子構成と進化
第12回 生物の分類と系統、その歴史
第13回 近代における分類概念とその方法
第14回 生物の系統、界の考え方
第15回 期末試験

理解すべき項目

原始地球、高分子有機化合物、コアセルベート、酸素革命、類人猿、猿人～現代人、示準化石、
ヘッケルの反復説、適応放散、進化論、集団遺伝学、中立説、人為分類、自然分類、系統分類、
種の概念、分類の階級、二名式命名法

参考書

生物学通論（渡邊 皓編著、1990、166 pp.、建帛社、東京）

履修要件

成績評価の方法 期末試験

合格基準 生命体誕生の考え方や進化の証拠やしくみを理解し、種多様性をいかに認識するか、
説明できること。

関連項目 水産生物学、水圏生態学、種生物学（教養科目）、生物多様性論（教養科目）
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授業科目 理科教材研究法 (II)
Methods for Education of Natural Sciences(II)

開講期 ５期

単位数 2

キーワード 教職に関する科目、中学校・高校教員、教材研究、生物学実験、地学実験

担当教員 教員室 質問受付時間

鎮守明教 講義時およびその直後

授
業
目
標

理科の授業は、理科の面白さを如何に生徒に分からせるかに尽きる。講義中心ではそれはできな
い。自然の事物や事象を目にし手に触れることによって、生徒が自ら面白さや不思議さに気付き
興味を持ち、それを探求して行こうという意欲をわかせることが重要である。生徒個々の潜在能
力を引き出せる教材の開発を目指し、いくつかの例を示しながら実際に教材作りや教え方が出来
るようにしたい。また、ある事象を見て仮説をたて、それを検証するための実験を組み立て、そ
の結果を考察し、結論を出すという科学の方法についても習熟を図りたい。

講

義

計

画

第1回 科学の方法，科学的なものの見方，疑問こそ科学の芽 (講義・研究討議)

第2回 実験データの取り扱い，どれだけのデータ数で意味を持つか (講義・実験)

第3回 盲斑の存在確認とその面積測定 (講義・実験)

第4回 標識再捕法による個体群の大きさの測定 (講義・実験)１
第5回 標識再捕法による個体群の大きさの測定 (講義・実験)２
第6回 ＤＮＡ分子モデルの製作 (講義・実験)１ DNA（遺伝物質）とはどのような物質か
第7回 ＤＮＡ分子モデルの製作 (講義・実験)２ DNAはどのような構造をしているのか
第8回 地学領域の特色と教材および観察・実験
第9回 惑星の視運動と地球の公転（作図）

第10回 天気図の描き方，読み方（作図）
第11回 地質図の描き方，読み方（作図）
第12回 地震波の伝わり方と地球の内部構造（作図と実験）
第13回 岩石とそれを構成している鉱物（観察と実験）
第14回 地球自転の証明（実験）
第15回 まとめとレポート作成

理解すべき項目

科学的なものの見方、自然探求の方法、実験時の注意と安全、事象の教材化および観察や実験の
方法、実験結果の考察と評価

履修要件

成績評価の方法 出席状況，学習意欲および態度，レポート等により評価する。

合格基準 実際に教材を作り、教材を用いた教え方が分かること。

関連項目 理科教材研究法I、理科教育法
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授業科目 鹿児島水産学
Fishery Administration and Research in Kagoshima

開講期 ４期

単位数 2

キーワード 鹿児島県における水産業の現状と課題、課題解決に向けての提言

担当教員 教員室 質問受付時間

藤田正夫（県庁水産振興課） 授業終了後

授
業
目
標

本講座は、鹿児島県職員を講師とする「鹿児島水産学」についての講座である。
本県水産業の現状と課題、それに対する水産行政が講じている施策、試験研究の概要について理
解ができ、もって水産業が果たしている役割や機能，将来展望について認識を深めることを目的
とする。

講

義

計

画

第1回 鹿児島水産学概論
第2回 漁場整備の現状と課題
第3回 栽培漁業の現状と課題
第4回 養殖業の現状と課題
第5回 漁業の免許と許可事情
第6回 「かごしまのさかな」の流通・販売事情
第7回 資源管理対策の現状と課題
第8回 水産業協同組合の現状と課題
第9回 鹿児島県の漁港事情

第10回 水産関連の試験研究概論
第11回 漁場環境の保全対策事情
第12回 水産加工の現状と今後の課題
第13回 資源調査と漁業利用
第14回 種苗生産の現状と課題
第15回 期末試験

理解すべき項目

鹿児島県における水産業の現状と課題，講じている対策等の概要を理解すること

参考書

水産白書

授業外学習及び注意事項

特になし

履修要件

成績評価の方法

各講義終了後に行う小試験と最終講義日の択一式及び記述試験の合計値により評価を
行う。なお，択一式及び記述試験は受験を必須とする。
小試験は，講義テーマに係る意見等を記述する。択一式は，基礎的な専門知識に関す
る選択問題を出題する。記述式は，講義テ－マの中から１テ－マを選択し，「現状に
対する考察と課題解決に向けての提言」を記述する。

合格基準 選択したテ－マに関する現状理解と課題解決に向けた提言ができること

関連項目 水産学部で開講されている科目の基礎的科目
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授業科目 実用英語Ａ
Practical English A

開講期 １期

単位数 2

キーワード 発音、呼吸法、口の筋肉、リズム、イントネーション、構文、英語学習法、リスニン
グ、コミュニケーション

担当教員 教員室 質問受付時間

大庭 まゆみ 非常勤 【授業後】授業直後の時間に質問などに対応します。
【学習シート等】毎回授業の最後に「出席・質問票」を配ります。

授
業
目
標

発音は、知識だけでなく、実践を繰り返して学ぶものです。まずは積極的に発声練習をし、体で
覚えていきましょう。「考える」より「やってみる」という気持ちで取り組んでください。その
過程で大切になる基礎的な知識については、しっかり身に付けましょう。
発音を通して、コミュニケーションをとる上で大切なことも学びます。自信を持ち、自分から進
んで話そうという気持ちを持てるようになることも大きな目的です。
以上を踏まえ、具体的には次のような目標を持って学習を進めます。
・英語の音、リズム、イントネーションについて基礎的な知識を身に付け、自信を持って発音で
きるようになる。
・ 発音を通した基礎英文法の学習方法を理解する。
・ コミュニケーションの本質的な意味を理解し、会話をする上で大切な基本的スキルを身に付け
る。

講

義

計

画

第1回 はじめに
STEP1『音のエネルギー』 ・・・「英語を話すための」口の筋肉
STEP2『音の筋肉』 作り、呼吸法、発声法
STEP3『音の形』

第2回 STEP4『音のもと』 ・・・個々の音（母音・子音）
フォニックス つづりと音の傾向
語彙力の強化方法
発音の似ている単語の区別、
リスニング講座(1) ・・・リスニングのコツ（単語）

第3回 STEP4『音のもと』（LとR） ・・・LとRの発声法
STEP5『音の動き』 ・・・アルファベット

第4回 STEP6音の流れ ・・・イントネーションの土台作り
第5回 「発音しながら身に付く」 ・・・「使える」文法

英語やり直し講座(1)

第6回 STEP7『音の変化』 ・・・音の連結、脱落、同化など
リスニング講座(2) ・・・リスニングのコツ（文章）

第7回 STEP8『音の強弱』 ・・・音の強弱、英語のリズム
リズム、イントネーション
（あいさつ、電話表現など）

第8回 「発音しながら身に付く」 ・・・日本語と英語の違い
英語やり直し講座(2) 主語とは
英文に不可欠な要素

第9回 （つづき） ・・・英文の作り方
文の要素を見抜く力
日本語独特の表現の英訳練習

第10回 「発音しながら身に付く」 ・・・言葉のキャッチボールとは
英語やり直し講座(3) 英語的発想への転換
コミュニケーションとは

第11回 （つづき） ・・・言葉のキャッチボール練習
発想力を磨く
コミュニケーション力を養う

第12回 音読の基礎 ・・・まとまった文章を「読む」練習
ゆっくりでも正確な音読

第13回 ショートスピーチ ・・・まとまった文を「話す」練習
「伝える」力を養う
コミュニケーション力を高める

14 まとめ ・・・自信を持って英語を話す
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第 回
日本語力と英語力の関係

第15回 期末テスト

理解すべき項目

１．日本語と英語の発声の仕方の違い（呼吸、口や舌の動かし方）
２．個々の音（母音・子音）の発声の仕方と違い
３．音の変化（連結、脱落、同化、弱化）
４．英語のリズム、イントネーション
５．発音を通した英語学習法
６．コミュニケーション・ツールとしての英語実用法

参考書

教科書： 『はちの発音』ハミング発音スクール著 
自宅学習は授業内容を踏まえ、基本的に復習を中心にして下さい。教科書を読むことより、呼吸
や発声の練習といった、実践的な復習が主になります。読むだけですぐに身につくのではないの
で、授業を受けて、自分で苦手だと感じた事項について、何度も繰り返し練習し、教科書の内容
を少しずつ自分のものにしていって下さい。復習する中で疑問に思ったことなどはしっかりメモ
し、後日質問をして下さい。
関連教材： ・『はちの発音』DVD3枚組（『はちの発音』テキストの内容に即しています。）
・『ハミング8メソッド』実践編 CD2枚組・冊子 （『はちの発音』テキストの実践的な内容です
。リズム、イントネーションをたくさんの単語・文章を通して身に付けます。）

授業外学習及び注意事項

・15名の受講制限があります。
・後期に行われる「実用英語B」を引き続き受講してください。後期でさらに実践的な内容を学
びます。

履修要件

成績評価の方法

・単元終了ごとに小テスト（復習のチェック）を実施します。答え合わせはその場で
します。
・重要学習項目の「学習カード」を各自で作成してもらい、平常点として評価します
。細かな配点については、授業の中で伝えます。
・期末テストは、実践的なもの（発音など）になります。細かな配点については、授
業の中で伝えます。配点は３０～４０点を予定しています。

合格基準
・音のつながり、リズム、イントネーションがわかり、聞きやすい発音で自信を持っ
て英語を話せるようになる。 
・口頭で基礎的な日本語を英語に直すことができる。
・コミュニケーションを図ろうとする姿勢ができている。

関連項目 TOEIC,TOEFL
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授業科目 実用英語Ｂ
Practical English B

開講期 ２期

単位数 2

キーワード 発音、呼吸法、口舌の筋肉訓練、リズム、強弱読み、リスニング、スピーキング、ス
ピーチ、フォローイング、速読、要約

担当教員 教員
室 質問受付時間

嵯峨原 昭次 非常
勤

[授業後]授業直後の時間に質問に対応します。メールでの質問・相談も受け付
けます。
sagahara@kagoshima-ct.ac.jp

授
業
目
標

１．実用英語Ａで習得した発音全般の総復習を行い（実用英語Ａを受講していない学生のために
補足説明・演習を追加する）、それをもとに、
２．リスニング・スピーキング能力を習得する効果的な方法論を学びながら、それらの演習を積
極的に行い、さらに、
３．速読（即座に読み取る）、要約（自分の英語に置き換える）、フォローイング（テープの後
について読む）の演習も追加的に行い、
実用英語Ｃ，Ｄにつなげていく。

講

義

計

画

第1回 オリエンテーション（講義説明・準備）、リスニング実力テスト、英語学習総論
第2回 Pronunciation 1 口の筋肉作り 呼吸法、発声法
第3回 Pronunciation 2 口の形 舌の位置
第4回 Pronunciation 3 個々の母音・子音／実践テスト１ 口の形・舌の位置
第5回 Pronunciation 4 文レベル／実践テスト２ 個々の母音・子音
第6回 リスニング 1（レべル別）＋強弱読み
第7回 リスニング 2（レベル別）実践テスト３ 強弱読み
第8回 Following, Summary説明・演習／実践テスト４ リスニング
第9回 スピーチ１暗唱文（有 人演説文）説明・演習

第10回 スピーチ２発表(1)２５名＝実践テスト５
第11回 スピーチ３発表(2)２５名＝実践テスト５
第12回 Reading & Summary 1 速読理論の学習 ﾆ演習、英文要約
第13回 Reading & Summary 2 速読演 英文要約
第14回 実践テスト６Following７ Summary (1) ２５名
第15回 実践テスト６Following７ Summary (2) ２５名

理解すべき項目

理解というよりも実践能力の習得を目指します。

参考書

・『はちの発音』のテキストおよびＤＶＤ（ハミング発音スクール著）
・音声テープ教材、ビデオ教材、嵯峨原作成プリント教材

授業外学習及び注意事項

全て、実践で評価しますので、また、実践テストが普段の授業中に実施されますので、欠席する
と単位取得は難しいです。全１５回の授業に出席することが要求されます。病欠（診断書付）者
については、追試験を実施します。授業中はあくまでも方法論の説明と基本的な演習を行うだけ
ですので、授業中の演習だけでは、実践テストで合格することは難しいと思います。自宅での演
習の継続が必須です。

履修要件

成績評価の方法
全て授業で実施する実践テスト（１口の形・舌の位置２母音・子音３強弱読み４リス
ニング５スピーチ（有名人のスピーチ暗唱）６フォローイン ７英文要約）で評価し
ます。
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合格基準 授業で学んだことの修得レベル６０％を合格基準とします。なお、学んだことを修 
するには自習が必須です。

関連項目 特になし
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授業科目 実用英語Ｃ
Practical English C

開講期 ３期

単位数 2

キーワード TOEIC、TOEFL、英検、インタビュー、プレゼンテーション

担当教員 教員室 質問受付時間

桜井 庸子 非常勤 授業直後の時間に質問に対応します。

授
業
目
標

英語の運用能力を測定するためのTOEIC、留学試験として機能しているTOEFL,および実用英語技
能検定（英検）の問題を実際に解いていくことにより、
１．TOEIC・TOEFL・英検の出題形式に慣れること
２．TOEIC・TOEFL・英検のスコアアップ
３．インタビュー（面接試験）でプレゼンテーションができることを目標にした学習を進めると
ともに、効果的なトレーニング方法を身につけます。
なお、主としてTOEICの問題を使用します。

講

義

計

画

第1回 オリエンテーション（授業での目標、講義計画、評価について詳しく説明します）
TOEIC・TOEF・英検の傾向と対策について（テストの内容と形式、自主学習で具体的
に何をすべきかについて説明します）

第2回 TOEIC HALF TEST
LISTENING SECTION

第3回 TOEIC HALF TEST
READING SECTION

第4回 TOEIC LISTENING SECTION
part I(one picture)の対策

第5回 TOEIC LISTENING SECTION
part II(question－response)の対策

第6回 TOEIC LISTENING SECTION
part III（short conversations)の 対策

第7回 TOEIC LISTENING SECTION
part IV(short talks)の対策

第8回 TOEIC READING SECTION
part V（incomplete sentences)の対策

第9回 TOEIC READING SECTION
part VI（error recognition)の対策

第10回 TOEIC READING SECTION
part VII（reading comprehension)の対策

第11回 TOEIC INTEVIEWの対策
その１ インタビューを想定し、予め原稿を作成

第12回 TOEIC INTERVIEWの対策
その２ 効果的なプレゼンテーションの方法

第13回 TOEIC HALF TEST
LISTENING SECTION

第14回 TOEIC HALF TEST
READING SECTION

第15回 インタビュー

理解すべき項目

１．英文法の基本事項の修得（授業時間内ですべてをおさらいするのは無理ですので、自主学習
が必要になります）
２．留学生Teaching assistantとの英語によるコミュニケーションを通じての、生きた英語の習得（
インタビューの時の試験官とのやりとりの良いトレーニングとなります）

参考書

・BBC World, CNN International（国際衛星放送、学内LANを通して視聴可能）
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・TOEIC、TOEFL、および英検の問題集（附属図書館水産学部分館の語学コーナーに、各種試験
の問題集や参考書があります）
・「英会話・ぜったい・音読」のシリーズ（講談社）

授業外学習及び注意事項

毎回、TOEIC、TOEFL、英検などの過去問の中から、200 words程度の英文を用い、英文解釈、文
法事項の確認、英文の暗記、ディクテーション（書き取り）を行います。また、授業と平行して
インタビューの原稿を作成します。ライティング（英作文）の添削はメールで行います。

履修要件

成績評価の方法 第２、３、１３、１４回のTOEIC HALF TEST を全て受験した者に対して、第１５回
のINTERVIEWでプレゼンテーションを課します。

合格基準 ・TOEIC、TOEFL、あるいは英検２級を受験するレベルに達していること。
・INTERVIEWでプレゼンテーションができること。

関連項目 特になし
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授業科目 実用英語Ｄ
Practical English D

開講期 ４期

単位数 2

キーワード 英語、英会話、コミュニケーション、英字新聞

担当教員 教員室 質問受付時間

南 徹 非常勤 授業直後の時間に質問に対応します。

授
業
目
標

学んできた実用英語の集大成として、
１．TOEIC、TOEFLのスコアアップ
２．英語で考えられる言語中枢の育成
３．日常生活を自然に英語で発信受信できる能力の修得
を目指す。
具体的には、英文をなるべく早く読み、英語で要約する能力、聞いた日本語を即時英語に訳す能
力、インタビュー技術を通しての英語対話能力、ネイティブスピーカーとの対話実習、日本昔話
などの簡単な日本文化を英語で発表できる能力などの習得を目指す。

講

義

計

画

第1回 日本昔話を英語で語るI

第2回 日本昔話を英語で語るII

第3回 日本昔話を英語で語るIII

第4回 日常生活の全てを英語で語るI

第5回 日常生活の全てを英語で語るII

第6回 英文速読＆要約I

第7回 英文速読＆要約II

第8回 逐次通訳の基礎I

第9回 逐次通訳の基礎II

第10回 同時通訳の基礎I

第11回 同時通訳の基礎II

第12回 英語でインタビューI

第13回 英語でインタビューII

第14回 英語プレゼンテーションI

第15回 英語プレゼンテーションII

理解すべき項目

理解というよりも実践による能力の習得を目指す授業である。

履修要件

成績評価の方法 平常点（積極的な授業参加）と
「英語プレゼンテーション」によって評価する。

合格基準 基礎的な対話力、英語プレゼンテーション能力を修得していること

関連項目 特になし



AGRI-FISH-WEBシステム

file:///C/Users/ia18057user/Desktop/01学部関係作業フォルダ/教務関係/シラバス関連/シラバス/水産学部/H18/H18.html[2023/03/26 13:03:21]

 

授業科目 洋上科学技術実習 I
Training of navigation technology I

開講期 ７期

単位数 5

キーワード かごしま丸、船内生活、海洋観測、漁業実習、気象学

担当教員 教員室 質問受付時間

益満 侃 かごしま丸船長室 管理研究棟 ３階 Tel ２８６－
４３００

かごしま丸まで随時 Tel ２６７－９
０２９

授
業
目
標

本実習では、これまでの乗船実習を基にして、航海学、運用学、海上法規の理解をさらに深める
。
航海当直・海洋観測・各種漁業実習等を行いながらの船舶運用及び運航の実務について習熟する
ことを目標とする。

実

習

計

画

1） 船内生活、共同生活の実践

2） 航海当直
水産環境乗船実習の同項目に加えて下記を行う
天体観測により船位決定や航海計器の後さ測定
気象観測およびその情報の通報

3） 甲板作業

4） 救命艇・防火・防水操練の実施

5） 寄港地の港湾事情、海洋水産施設等の見学

6） 海洋観測（CTD,採水）を行う

7） 漁業実習を行う

＜注＞

将来、海技試験「三級海技士（航海）」を受検希望者は本乗船実習を履修する必要がある。

実習の進め方

船内共同生活を行いながら航海当直、漁業実習、操練、甲板作業等を行う。
｢訓練記録簿｣に添った船内講義及び作業・実習を行う

参考書

安全の手引きを持参すること

履修要件

成績評価の方法 実習態度、試験及びレポート

合格基準 構内共同生活を円滑に実践できること
理解すべき項目が達成されていること

関連項目 水産環境乗船実習、遠洋調査実習
上記実習の関連科目に加えて海洋測位学演習
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授業科目 洋上科学技術実習 II
Training of navigation technology II

開講期 ８期

単位数 4

キーワード かごしま丸、船内生活、海洋観測、漁業実習

担当教員 教員室 質問受付時間

益満 侃 かごしま丸船長室 管理研究棟 ３階 Tel ２８６－
４３００

かごしま丸まで随時 Tel ２６７－９
０２９

授
業
目
標

本実習では、これまでの乗船実習を基にして、航海学、運用学、海上法規の理解をさらに深める
。
航海当直・海洋観測・各種漁業実習等を行いながらの船舶運用及び運航の実務について習熟する
ことを目標とする。

実

習

計

画

1） 船内生活、共同生活の体験

2） 航海当直
水産環境乗船実習の同項目に加えて下記を行う
天体観測により船位決定や航海計器の後さ測定
気象観測およびその情報の通報

3） 甲板作業

4） 救命艇・防火・防水操練の実施

5） 寄港地の港湾事情、海洋水産施設等の見学

6） 海洋観測（CTD,採水）を行う

7） 漁業実習を行う

＜注＞

将来、海技試験「三級海技士（航海）」を受験希望者は本乗船実習を履修する必要がある。

実習の進め方

船内共同生活を行いながら航海当直、海洋観測、漁業実習、操練、甲板作業等を行う。
｢訓練記録簿｣に添った船内講義及び作業・実習を行う

参考書

安全の手引きを持参すること

履修要件

成績評価の方法 実習態度、試験及びレポート

合格基準 構内共同生活を円滑に実践できること
理解すべき項目が達成されていること

関連項目 水産環境乗船実習、遠洋調査実習、洋上科学技術実習I
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授業科目 洋上科学技術実習 III
Training of navigation technology III

開講期 ８期

単位数 1

キーワード かごしま丸、海技免許に関する講習

担当教員 教員室 質問受付時間

益満 侃 かごしま丸船長室 管理研究棟 ３階 Tel ２８６－４３
００

かごしま丸まで随時 Tel 286-90
29

授
業
目
標

海技試験「三級海技士（航海）」を受検するために必要な実習、船内に装備されている機器、設
備
用具について講義を受け、また、実際に操作や装着を行いﾚｰﾀﾞｰ・救命・消火について理解する
。

実

習

計

画

1） 船内生活、共同生活の体験

2） ﾚｰﾀﾞｰ観測者講習関係の講義
ﾚｰﾀﾞｰ自動衝突予防装置の講義及び取扱い実習

3） 救命講習関係の講義及び実習

4） 消火講習関係の講義及び実習

＜注＞

将来、海技試験「三級海技士（航海）」を受検希望者は本乗船実習を履修する必要がある。

実習の進め方

船内にて講習教本に従って講義及び実習を行う

履修要件

成績評価の方法 筆記試験

合格基準 ﾚｰﾀﾞｰ･救命･消火講習において理解すべき項目を達成していること

関連項目 水産環境乗船実習、遠洋調査実習、洋上科学技術実習I、洋上科学技術実習II



AGRI-FISH-WEBシステム

file:///C/Users/ia18057user/Desktop/01学部関係作業フォルダ/教務関係/シラバス関連/シラバス/水産学部/H18/H18.html[2023/03/26 13:03:21]

 

開講学部 水産学部 授業形態

授業科目 卒業研究（環境情報科学講座）
Graduation Project (Environment and Information Science)

開講期 ７期、
８期

単位数 6

ナンバリング

卒
業
研
究
方
針

卒業研究は、学生自身の創意、工夫によって組み立てられる授業科目である。従って、
学生自身が、研究題目および目標の設定と研究計画を立案して研究を行う。
指導教員は、これらの支援および助言を行う。
主なスケジュールは以下の通りである。

卒業研究スケジュール
4月初旬 卒業研究開始
7月末 「卒業研究計画・モニタリング表」を指導教員へ提出（題目、目標、研究計画）
10月中旬 中間発表
1月中旬 卒業研究要旨の提出
１月 末 発表会
2月上旬 評価審査会
2月末 卒業論文提出

実

験

計

画

I.海洋環境グループ（中村、仁科、西）
海洋学、気象学、水産海洋学に関わる研究課題について，主に観測資料解析を指導している。「
南星丸」と「かごしま丸」による海洋観測、簡単な数値シミュレーションによる研究も可能。
主な研究課題：
１）鹿児島湾の海洋環境 
２）黒潮の変動と水塊特性
３）海洋環境が生物資源変動や魚場形成に及ぼす影響
４）気象現象や気候変動に対する海洋の役割（海霧やエルニーニョ現象など）
５）海岸域環境に波浪、気象変動が及ぼす影響（ウミガメの産卵調査およびサンゴ礁海域の波浪
、海底地形の調査）
主な関連科目：海洋環境学，水産海洋学，海洋気象力学 

II.航海情報グループ（松野、藤枝、日高）
漁船に搭載されている航海計測機器から得られる情報の分析と利用に関する課題を中心に海洋調
査、屋外実験、フィールド調査を行っている。
主な研究課題：
１）航海計測計器（レーダ、魚探、GPS等）情報の利用と応用
２）水中・空中騒音に関する研究
３）海洋ごみ（海上漂流物、海底堆積物、海岸漂着物）による環境汚染に関する研究
４）海洋性レクレーションの安全性に関する研究
５）海底地質と漁場に関する研究
主な関連科目：水産音響学、海洋測位学I,II

III.沿岸環境グループ（菊川、永松、重廣）
沿岸海域を対象とした海洋環境や水質浄化の調査・予測、および、水産海洋浮体、漁船や漁場造
成に関する構造物の安全性や性能について、模型実験やコンピュターによる画像解析や数値シミ
ュレーションを行っている。
主な研究課題：
１）人工衛星利用による沿岸環境のモニタリング
２）数値シミュレーションによる沿岸域の流動および汚染物質の拡散予測
３）小型船舶の設計や安全性に関する研究
４）水棲動物の遊泳法の調査・解明
５）漁場環境の調査・制御
主な関連科目：水産流体力学、環境情報処理学、水産基礎力学

履修要件

設定した研究目標に向けた研究計画を立案し、実施できること。さらに、卒業論文を
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合格基準 決められた期日までに指導教員へ提出すること。

実務経験のある教員
による実践的授業
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開講学部 水産学部 授業形態

授業科目 卒業研究（漁業基礎工学講座）
Graduation Project (Fundamental Fishing Technology)

開講期 ７期、
８期

単位数 6

ナンバリング

卒
業
研
究
方
針

卒業研究はそれまでに得た基礎知識、技術等の集大成として、特定の課題を１年間かけて深く研
究し、問題を解決していくための思考と能力を身につける少人数教育の授業科目である。学生は
きめ細かな指導を受けながら勉強を進め、ユニークな考えと意見を十分に述べる機会が与えられ
る。研究課題は原則として指導教員の研究課題の範囲内で決定する。
大まかなスケジュールは以下である。

卒業研究スケジュール
4年前期からの英語論文講読指導および個別指導を通じ、卒論テーマに関する問題意識を醸成す
る。
4月下旬までに大まかな研究課題を決定する。
7月末までに卒業研究計画書を作成する。
１0月中旬に卒業研究中間報告（進捗報告、今後の計画）を行ない、進捗状況、内容、分析、実
施計画についての指導を受ける。
12月中旬に卒業研究要旨を提出する。
1月末に卒業研究発表を行い、卒業研究論文のとりまとめに関する指導を受ける。
3月初旬までに卒業研究論文を提出する。

実

験

計

画

学生は下記のいずれかの講座教員の指導を主に受けつつ、卒業研究課題に取り組む。各教員の近
年の専門分野と指導テーマのキーワードを【】内に示す。

川村 【行動生理学： 魚類の感覚と行動、磁気感覚と回遊、漁業技術開発】
不破 【漁具物理学： 漁具の流体力、選別漁具、漁業技術開発】
松岡 【漁業技術管理学： ゴーストフィッシング、混獲、投棄、漁業技術開発】
石崎 【漁具物理学： 曳航生簀の開発、電気推進漁船、漁業技術開発】
安樂 【行動生理学： 魚類の感覚と行動、神経行動、投棄、漁業技術開発】
西 【海洋電子工学： 計測機器開発、磁気感覚と回遊】
ミゲル 【行動生理学： 甲殻類の感覚と行動、かご漁具、漁業技術開発】
江幡 【漁具物理学： 漁具の運動制御、人工礁、漁業技術開発】

履修要件

合格基準 卒業に要する単位を満たし、定められた期限までに卒業研究発表を行い、卒業論文を
指導教官に提出すること。

実務経験のある教員
による実践的授業
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開講学部 水産学部 授業形態

授業科目 卒業研究（海洋社会科学講座）
Graduation Project(Marine Social Science)

開講期 ７期、
８期

単位数 2

ナンバリング

卒
業
研
究
方
針

卒業研究は、学生自身の創意工夫によって組み立てられる授業科目である。したがって、学生自
身が、研究課題及び目標の設定と研究計画を立案して研究を行う。
指導教員は、これらの支援及び助言が主な役割である。大まかなスケジュールは以下の通りであ
る。

卒業研究スケジュール
４月初旬 卒業研究開始
６月頃第一回卒業研究発表会
１０月頃第二回卒業研究発表会
１０月末 卒業研究計画書・モニタリング表を指導教員に提出
１２月頃論文草稿提出
２月中旬頃 卒業研究論文及び要旨提出
２月下旬頃 卒業研究公開審査会

実

験

計

画

主要な卒業研究のテーマには、
(1)国際関係に関するもの
主な関連科目：国際海洋開発論、国際海洋政策論
(2)産業経済・経営に関するもの
主な関連科目：水産経営学、食料経済論
(3)産業・生活などの基盤である地域に関するもの
主な関連科目：海洋地域学、地域社会調査
(4)水産資源の社会経済的な管理に関するもの
主な関連科目：水産資源経済学、水産政策論
(5)海洋・水産業に関係する法律・制度に関わるもの
主な関連科目：民法、水産法学?
(6)海洋社会・文化に関するもの
主な関連科目：海洋社会学、海洋社会文化論
等がある。

履修要件

合格基準 定められた期限までに卒業研究論文を提出し、公開審査会でその内容を説明できるこ
と。

実務経験のある教員
による実践的授業
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開講学部 水産学部 授業形態

授業科目 卒業研究（資源育成科学講座）
Graduation Project (Aquatic Resource Science)

開講期 ７期、
８期

単位数 6

ナンバリング

卒
業
研
究
方
針

１研究室あたりの所属学生数の下限を２人とし、できるだけこれを遵守する。11月上旬に研究室
配属についての希望調査を行い、調整が必要な場合には５期までの成績や研究室の訪問歴を考慮
して、学生主導で調整する。最終的には、卒業研究発表会後に所属研究室を決定する。
卒業研究は指導教員と学生が相談の上で研究課題と目標を設定し、研究計画を立案して行う。学
生自身の創意・工夫が重要であり、指導教員はこれらの支援および助言を行う。
卒業研究は、講義、実験、演習すべての要素を内包しているので、単位数とは関わりなく、その
習得には１年の期間を必要とする。大まかなスケジュールは以下のとおりである。

卒業研究スケジュール
4月初旬 卒業研究開始
7月下旬 研究計画書を指導教員へ提出（研究課題、目標、研究計画の設定）
10月中旬 第１回中間発表
12月中旬 第２回中間発表
1月中旬 要旨の提出
2月中旬 発表会
3月初旬 卒業論文提出

実

験

計

画

分類・生態（生物の生き方を知る）
沿岸性魚類の生活史，繁殖行動（四宮）
淡水産エビ・カニ類の系統関係と種分化の解明（鈴木）
熱帯・亜熱帯における海藻の種多様性と分類（寺田）
干潟域の底生生物相と環境に関する研究（大富）
亜熱帯から亜寒帯における動物プランクトンの成長（小針）
主な関連科目：魚類学、水産動物学、藻類学

環境･生理（生物と環境との関り合いを知る）
エビ・カニ類の分布に及ぼす環境要因とその生活史特性（鈴木）
生産環境の修復と自然再生：海藻によるCO2と窒素、燐の吸収（門脇）
魚介類の環境適応能：生理学的な実験（中村）
熱帯・亜熱帯性海藻の生育環境と群落維持機構（寺田）
プランクトン生態系の物質循環と環境変動への応答機構（小針）
主な関連科目：水族生理学、水族生産環境学、

維持・管理（生物資源を管理しながら捕る）
鹿児島近海における有用魚類の成長・成熟および資源管理（増田）
南九州近海のエビ・カニ類と魚類の生態と資源管理に関する研究（大富）
主な関連科目：水産資源生物学、水産資源解析学、水産資源管理学

増養殖・魚病（健康な魚介類を育てる）
餌生物としての動・植物プランクトンの増殖・生態（山崎）
持続的な養殖生産の確保：魚介類による複合エコ養殖技法（門脇）
養殖魚の魚病対策：病原生物の生態、養殖魚の生体防御活性（山本）
主な関連科目：餌料生物学、魚病学

履修要件

合格基準 発表会を経て、定められた期限までに卒業研究論文を指導教員に提出すること

実務経験のある教員
による実践的授業
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開講学部 水産学部 授業形態

授業科目 卒業研究（資源利用科学講座）
Graduation Project(Applied Science of Marine Resources)

開講期 ７期、
８期

単位数 6

ナンバリング

卒
業
研
究
方
針

卒業研究は、学生自身の創意、工夫によって組み立てられる授業科目である。従って、学生自身
が、研究課題および目標の設定と研究計画を立案して研究を行う。
指導教官は、これらの支援および助言が主な役目である。

卒業研究スケジュール
4月初旬 卒業研究開始
7月末 ｢卒業研究計画・モニタリング表｣を指導教官へ提出（研究課題、目標、研究計画の設定
）
11月中旬 中間発表
1月末 卒業研究要旨の提出
2月末 発表会
3月初旬 卒業研究論文提出

実

験

計

画

海洋資源利用講座では海洋生物資源や水産食品に関する栄養学、生化学、生物工学、分子生物学
、食品工学に関わる研究課題について卒業研究を行う。
I 水族栄養学グループ（越塩・石川）
魚類・甲殻類の消化吸収および栄養代謝についての基礎的研究
健全育成に有効な新しい飼料の開発
主な関連科目 栄養化学、水族栄養飼料学 栄養飼料学実験、水産増養殖
II 生物化学グループ（田中・山田）
魚類・甲殻類におけるカロテノイド色素、ビタミンA関連物質の化学構造と生理機能
魚類におけるアミノ酸関連化合物に係わる酵素と生理機能
主な関連科目 基礎生物化学、水圏代謝生化学 生物化学実験
III 微生物学グループ（坂田・吉川）
海洋微生物（赤潮藻類、ピコプランクトン、殺藻性細菌、ウイルスなど）の生態的
機能の解明と分子生物学的解析 
水環境における環境浄化微生物の探索と生理活性の評価
主な関連科目 微生物学、分子微生物生態学 微生物学実験
IV 食品保蔵学グループ（御木・進藤）
活魚の鮮度保持を図るための高圧処理技術の導入
水産食品の品質評価法の開発
主な関連科目 食品冷凍工学、食品環境制御学 食品工学実験実習
V 食品化学グループ（林・安藤）
魚類肝臓の脂質代謝に関与するリポタンパク質の構造と機能および遺伝子解析
ウナギ筋肉における蛍光細胞の性質
主な関連科目 食品生化学、細胞化学 食品化学実験
VI 海洋生物工学グループ（板倉・上西）
魚類の薬物代謝酵素P-450遺伝子の構造と発現調節機能
環境ホルモンや汚染物質に対する生物検定・安全性評価法
主な関連科目 分子生物学、食品衛生学 食品衛生学実験

履修要件

合格基準 定められた期限までに所定の様式を満たした卒業研究論文を指導教官に提出すること
。

実務経験のある教員
による実践的授業
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開講学部 水産学部 授業形態

授業科目
卒業研究（附属海洋資源環境教育研究センター）
Graduation Project (Education and Research Center for Marine Resource
s and Environment)

開講期 ７期、
８期

単位数 6

ナンバリング

卒
業
研
究
方
針

学生は指導教官と相談の上、卒業研究課題とその目標を設定し、研究計画を立案する。学生自身
の創意・工夫が重要であり、指導教官はこれらの支援および助言を行う。大まかなスケジュール
は以下のとおりである。
☆講座分属決定後に開かれるセンターの説明会に必ず出席のこと

卒業研究スケジュール
4月初旬 卒業研究開始
５月中旬 研究計画発表会 研究計画書を指導教官へ提出（研究課題、目標、研究計画の設定）
10月中旬 第１回中間発表
12月中旬 第2回中間発表
1月下旬 卒業研究論文要旨提出
2月中旬 発表会
3月初旬 卒業論文提出

実

験

計

画

生物多様性分野
藻場に生育する海藻類の分類、分布、構成種の生活史や個体群動態を研究し、多様性を保持する
藻場群集の組織化、安定性に重要な役割を果たす種や種間相互作用を明らかにするための研究を
行う。
干潟、珊瑚礁、マングローブ域に生息する海産動物の分類、分布、生活史、個体群動態を研究す
ることによって、個体群の維持にとって重要な要因や条件を明らかにする。

環境保全分野
水圏環境における内分泌撹乱物質などの化学物質（環境ホルモン、TBTO等）の分布を研究する
とともに、それらの海洋生物に対する影響を研究する。

開発管理分野
熱帯･亜熱帯の多魚種漁場の資源環境に漁業が与える影響を工学的に評価する手法を開発し、途
上国漁業の開発管理と技術協力事業の方法論を研究する。
水産資源環境を高度な探査・情報機器を用いて推定評価する手法を開発するための研究を行う。

履修要件

合格基準 発表会を経て、定められた期限までに卒業研究論文を指導教官に提出すること

実務経験のある教員
による実践的授業
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